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厳禁書

　本書は生涯受用無尽、その運用、活用は各人の力腕に任せるといえども、霊的観点より他見、他伝、譲渡ならびにその乱用を固く禁じます。そうした行為による霊的反動について一切責任は負いません。
大宮司朗
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清浄利仙君御神筆
地界平次花押がなされているこの掛け軸は清浄利仙君の御真筆
である。平次とは、清浄利仙君の現界における御名である。
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[image: ]花山　幸安が少名彦那大神に導かれていった紀州の幽真界に通ずる花山。

西要寺　幸安が修行した浄土宗「西要寺」。ここに少名彦那大神が薬師菩薩の
姿をもって現れ、幸安を啓導した。
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照道仙人吉野山中に於て昇天の図
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著者が龍窟に秘蔵せる伝書類の一部
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諸　言

　印を結び、咒を唱え、あるいは霊符を施行するといったことによって、不思議の妙 (みょう)験 (けん)を得ることがなぜできるのであろうか。
　第一の理由としては、そもそも道 (どう)書 (しょ)に「我が身は天地の霊 (れい)奇 (き)にして万物の霊長なり。魂 (こん)は即ち天 (てん)一 (いつ)の霊 (れい)化 (か)云々」とあるように、人は宇宙の縮図であり、全宇宙を司 (し)掌 (しょう)する造化神・天 (あめの)御 (み)中 (なか)主 (ぬしの)神 (かみ)の分 (わけ)霊 (みたま)を戴 (いただ)いてこの世に生を享 (う)けている。よって神々がその念を凝らし給うときに万象が生成されきたったと同様に、付与されたる一霊を以 (もっ)て一心に思いを凝らすときにはそこに産 (むす)霊 (び)の力が作用し思い通りのことを化 (か)生 (しょう)するのである。すなわち信 (しん)即 (そく)応 (おう)である。また宇宙の縮図である吾 (われ)動けば、影の形に従うが如く、天地動くものであって、指一本の屈伸でも、それが直ちに宇宙全体に照応するものとなるのである。
　第二の理由としては、玄 (げん)聖 (せい)が現界にもたらされた奇 (くし)霊 (び)の密約ある印・咒・符にはそれ自体に神霊の息吹が感 (かま)けており、特別の加護があるために、より一層容易に天地を動かし神 (しん)明 (めい)を感 (かん)格 (かく)せしめ、悪鬼邪気を祓 (ふつ)攘 (じょう)することができるのである。
　第三の理由としては、『太古真法玄義』にも述べたるごとく、印 (いん)契 (げい)とか霊符に限らず、一定形の形象には、不可思議なる力がある。
　『日本書紀』磐 (いわ)戸 (と)隠 (がく)れの条に、

　宜しく彼 (か)の神を象 (みかた)をあらはし造りて招 (お)祷 (ぎ)奉 (まつ)らむ

とあるが、ここに示される「みかた」は単なる形ではない。ある神的な存在の根源的な元型である。それは不増不減、一定不変な玄理そのものであり、それ自体神によって生じたあとは、永遠に常に同一のものであり、生成化育、生成流転するすべてのものは、この根源的元型の写しとして現象界に生じるのである。
　このような霊的元型そのものは、人間が天御中主神から付与されている一霊のみによって認識されるものであり、一霊の活動を俟たずしては、触れることも見ることもできないのである。
　しかし、そうした根源的な元型を写し出した一定の聖なる形象が存在し、それは現象界と、俗眼を以てしては窺 (うかが)いしれない本源的な世界を結ぶ媒介となるのである。
　神定められた形象ひとつひとつは宇宙の玄理玄則を表象するものであり、同時に大宇宙の神秘力を導く秘形である。そのような形象をかたちづくることによって、それが手であれ、口であれ、またそのほかの物であれ、そこに宇宙の玄々妙々なる力が共鳴感応するのである。
　右、三つのことが印・咒・符を用いて神験を得られる大きな理由である。
　ところで修道の士が進むべき大道は、本来神なる吾を霊 (れい)悟 (ご)し、術によって変化しさらに変化して本の神となるべき道である。自在なる変化の基 (もとい)は術にあり、術は変化の玄 (げん)伎 (ぎ)、しかして、術の秘はただ印と咒と符にある。印・咒・符を以て、天 (てん)神 (じん)地 (ち)祇 (ぎ)に祈り、神明に感通し、人に幸いし、疾病を癒し、災難を除き、雨を降らせ、風を呼び、諸災を祓 (はら)い、本来の自由自在無 (む)碍 (げ)なる霊力を発揮するのである。以てその霊応は影の形に従うが如く、響きの声に応ずるが如く、実に奇というべきものがあるのである。
　本書に収録した印・咒・符は真伝秘儀を求願せられる人々のために、特に幽真界に悃 (こん)禱 (とう)して格別の道縁ある士にのみ密付することを許されたものである。この玄秘の法を用いて道俗種々の祈念を神界に奏上し、また修法して、道俗万事に奇 (くし)霊 (び)の神験あることと思う。霊験の程度はその人の信念の程度に比例するものであり、節操ある信をもって受持し修行する人達は次第に万 (ばん)機 (き)の感応力を増大し、神秘的な妙験を体験するに至るのである。よって百 (ひゃく)錬 (れん)千 (せん)磨 (ま)幾回も繰り返し続けて至信に修行し、この印・咒・符の神気を心身に薫 (くん)習 (しゅう)するようお勧めする次第である。
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第一部　実践理論篇

第一章　印　法
印法の玄義

　印 (いん)法 (ぽう)とは、左右の十指を組合せて、神定められたさまざまな形象、すなわち印または印 (いん)契 (げい)をつくることによって、幽 (ゆう)真 (しん)界 (かい)の気線を受け、奇 (くし)霊 (び)の応験を得る玄 (げん)秘 (ぴ)の修法である。
　おおむね世間では、印契というと、真言密教の独擅場のような感がある。しかし古神道篤 (とく)学 (がく)の人々周知の如く、印契は本来、伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎの)神 (かみ)をはじめとする古神仙によって現界に将来されたものである。
　大 (み)神 (わ)神社に伝わる『三 (み)輪 (わ)流 (りゅう)灌 (かん)頂 (じょう)印 (いん)信 (しん)秘 (ひ)訣 (けつ)』には「契 (ちぎり)とは印の異名なり」と記されているが、太古より印は「つまぐしのちぎり」といわれ活用されていたのである。これは奇霊なる指を以てなす神霊との約束という意味であり、幽 (ゆう)契 (けい)ある密約の秘印を結ぶことによって特定の神霊の感応を確実に得ることができるのである。
　ちなみに空海が非凡の霊力を発揮したのは唐から帰国後の神道咒法の研究に負うところが大きく、弘仁二年に大 (おお)中 (なか)臣 (とみ)家から神道灌 (かん)頂 (じょう)を受け、卜 (うら)部 (べ)家から十 (と)種 (くさの)神 (かむ)法 (のり)の伝等を受けたとされている。しかも秘伝秘儀の神縁なき者たちへの漏洩は許されず、空海入定のとき、天より三十二人の神人が現れてその深秘中の深秘の所伝を奪いとって飛び去りその行方を知らずと伝えられるのである。
　秘印およびそれに付随する秘咒は、『幸安仙界物語』『仙境異聞』あるいは『異境備忘録』などにおいても、その淵源は幽真界に発するものとされており、密教の印 (いん)咒 (じゅ)の一部が仏仙界に由来するものなのに対して、古神道の印咒はより高位の神仙界から直接にもたらされたものなのである。
　しかしてまさにそれが神霊との絶対の約束事たるゆえに、一切公開されることなく、道縁深き一部の修道士の間でのみ「玄秘の修法」として今日まで連綿と密かに伝えられてきたのである。
　ちなみに友 (とも)清 (きよ)歓 (よし)真 (さね)大 (う)人 (し)は、これに関連して、

神咒 (かじり)の如きは我国に太古からあることで古典にも明文のあることでありますし、印を結ぶといふようなことも、わかりやすく秘印とか神印とか通俗的に申して居るだけでのことで、これも爪 (つま)櫛 (ぐし)の契 (ちぎり)、又は爪櫛の結びとして神代からあることであります。

[bookmark: _Hlk43589514]と述べ、『日本書紀』に記された伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎの)尊 (みこと)が伊 (い)邪 (ざ)那 (な)美 (みの)尊 (みこと)を追って黄泉の国に入られたるときに「陰 (ひそ)かに湯 (ゆ)津 (づ)爪 (つま)櫛 (ぐし)を取らし其 (そ)の雄 (お)柱 (ばしら)を牽 (ひ)き折 (か)きて秉 (た)炬 (び)として見給へば」という「湯津爪櫛」の玄義を次のように明らかにしている。

湯津はここでは清浄の意味なのであります。櫛という語は元来は手の指から出たもので指も実は湯 (ゆ)火 (び)なので、手の代わりになるものは髪にさす櫛でも食物などに用ふる串でも皆クシと申しましたもので（中 略）少 (すくな)彦 (ひこ)名 (なの)神 (かみ)をクシノカミと申しますのも普通に酒神と書きますが実は天神の手の指から洩れたまひしによる御名であります。身体中に於いて手の指が最も霊妙なる作用を致しますので、酒や薬をクシといふも其 (それ)より言ひ移したもので、すべての霊妙なるものをクシと云ひ移すところに言霊の幸 (さき)はふところがあるのでありまして奇 (くし)霊 (び)も櫛 (くし)火 (び)であり、指頭より霊火を出す神術で、幽暗なるものを視 (み)んとする場合、手の拇 (おや)指 (ゆび)を折り曲げて、或る方法を行ふことは古来神仙の行ひ来れる秘事の一つで、詳しいことは到底お話し致すわけには参りませんのです。この因縁よりして本物の櫛に火をつけて妖怪の正体をあらはす方法も出て来たのであります。湯津を此処では清浄の意味に取るのは斎 (ゆ)庭 (にわ)の如き例でありまして、津を助辞で、指を湯 (ゆ)火 (び)と云ふのも斎 (ゆ)霊 (び)なのであります。

　さらに友清歓真大人は、素 (す)戔 (さの)嗚 (おの)尊 (みこと)が八 (や)岐 (またの)大蛇 (おろち)を退治せられる時に奇 (くし)稲 (いな)田 (だ)姫 (ひめ)を湯 (ゆ)津 (つ)爪 (つま)櫛 (ぐし)に為したというのも、塩 (しお)土 (つち)の老 (お)翁 (じ)が嚢 (のう)中 (ちゅう)の玄 (くろ)櫛 (ぐし)を地に投げて竹を生ぜしめたのも、豊 (とよ)玉 (たま)姫 (ひめ)の産 (うぶ)屋 (や)において、火 (ほ)々 (ほ)出 (で)見 (みの)尊 (みこと)が櫛をもって火を燃やして見そなわしたというのも、すべてこの秘密を微 (び)言 (げん)したるものであるとしているのである。
　また神社の屋根にある千 (ち)木 (ぎ)も実は「契 (ちぎ)り」という語に由来するものであるとし、「その由来の真の意義は、神さびたりとも神さびたることで、私の口が裂けても喋れない性質のものなのであります」と述べている。
　これは伊勢内宮外宮の千木の削ぎようが太古真法の密義とも不可分の関係にあるため公刊物ではそのことに触れることができなかったものと思われる。
　幽真界の印については、その境 (きょう)に出入した島 (しま)田 (だ)幸 (こう)安 (あん)も「神境には印相夥 (おびただ)しくあり。各 (おのおの)不測の奇瑞あり。人間に伝へぬ法なり」と述べ、「凡人には相伝無用なり」と堅く軽々しい伝授を禁じている。
　また紀州の国学者・参 (み)沢 (さわ)宗 (むね)哲 (のり)はその印の伝授を受け、「思ふにこれらの印法、仏家真言の諸印に同じき姿の者なし。みな少しづつ違ふは実に奇なり。尊く思はるるなり」と感嘆している。
　真言宗や天台宗の諸印をはじめ、その他にも雑多のものこれあることは世間に周知のことであるが、たとえ外形は相似た点があったとて、幽真界出伝の古神道の印に対して軽易の思いを致さぬよう特に心を慎み、信を以て向かわれるよう希望する次第である。正神界の気線に結縁するだけでも容易ならぬ道福だからだ。
　ここで印法に対する心構えを二、三注意しておきたい。
　本書に収録した印の性質からいって、他人に伝授することは勿論、他人の居るところで、この本に記した印を組むことは絶対に許されない。
　ただし突然の急難の場合に周章狼狽して印の組み方を思いだせぬようでは困る。平素から他人の居らぬところで、ときおりはこの秘印を組み、修法するようにせられ、深く心身に薫習せしめることが肝心である。
　また「天地の鬼 (き)神 (しん)を感動せしむるものは、これ即ち人の至 (し)誠 (せい)に勝るものなし」という古言があるが如く、まず古神道秘印に対する確固たる信を持ち、一心不乱に修法をなすことが大切である。その感応はあたかも山間に入り、忽 (たちま)ち幽 (ゆう)谷 (こく)に響きを聴くが如く、その奇 (くし)霊 (び)なる神験瞭 (りょう)然 (ぜん)たるものがあるであろう。
　本書に従い、印法を熱心に修しておられれば、追々には両手の手掌から玄気が立ちのぼる体験も得られよう。薄明の頃正座し、日の光を後ろにし、結印し、静かに鎮魂されていると、自 (おの)ずからそのような玄視体験が得られ、さらに熱意至誠をもって修法に励まれるならば、時には奇 (く)しき火焰となって他人の眼にも見えることすらある。

結印の心得
(1)必ず洗 (せん)手 (しゅ)嗽 (そう)口 (こう)して心身を清浄にすること。もちろん屋外や山中等で魔に襲われるなど緊急の場合においては、この限りにはあらず。
(2)神前にて行なう場合においては、当然のことであるが神拝・拍手してのち結印すべきものである。
(3)他人の居るところで結印してはならない。どうしても必要な場合は、古人は袖のなかで印を結んだと伝えられる。伝を未だ受けざる人とともに神社参拝など行なう場合には充分に注意されたい。もちろん、伝を受けたる修道の士同志においては、この限りにはあらず。

第二章　密　咒
密咒の玄義

　本書に収録の秘印は、多くの場合、それぞれ定められた密咒とともに用いる。
　密咒は古来日本においては、神咒 (かじり)という語をもって知られている。『日本書紀』神武天皇の条には、夢に天神が現れ次のように教えたと記されている。以てその起源の古きことを知るべきである。宜 (う)べ天 (あめの)香 (か)具 (ぐ)山 (やま)の杜の中の土 (はに)を取り、以て天 (あめの)平 (ひら)瓫 (か)八 (や)十 (そ)枚 (き)を造り、また厳 (いつ)瓫 (べ)を造りて、天神地祇を敬ひ祭り、亦 (また)厳 (いつの)詛 (かじり)を為 (せ)よ。かくせば、則ち虜 (あだ)自 (おのづから)に平 (むき)伏 (したが)ひなむ。

　また、武神として知られている香取神宮の御祭神・経 (ふ)津 (つ)主 (ぬしの)神 (かみ)は齋 (いはひ)主 (ぬしの)神 (かみ)という別名を持たれている。「いはふ」とは、すなわち祝 (こと)ほぎ祀 (まつ)る意であることからも推測できるように、経津主神は幽真界における神咒の神で、香取というのも実は神咒が語源であり、神咒により道俗における舵を取るという幽義を包含しているのである。
　神咒についてはさらにまた唯一神道の藤原永弘の著『松風鈔』にも次のように記されている。

かじりとはここに居てかしこを知るの義なり。是神術なり、妙術なり。（中略）梶の取りやうによつて思ふ湊 (みなと)に行くと云ふは神通神咒、悪しき方へ行かんとするも、取り直して行くところが神変神咒、其の屹 (きっ)度 (と)取りなすところが神人合一の神咒なり。

　神咒は一切の先入観を捨て去り、天 (あめの)御 (み)中 (なか)主 (ぬしの)神 (かみ)より頂いた清明の一心に住し、一決不疑の地に立って、至誠を以て奉唱するとき、必ずや相当の感応道交があるもので、無辺無量の神徳を授けられるものである。
　神咒が有する玄々妙々なる力の根底には、一つには言 (こと)霊 (だま)の力というものがある。言葉の持つ咒的力を言霊という。言葉はたんに現界の符牒・符号の類では決してないのである。

　　しきしまの倭 (やまと)の国はことだまの
　　　　　たすくる国ぞまさきくありこそ

という『万葉集』の柿本人麿の歌に如実に示されているように、上代人は、日本は神代より言霊が働き佐 (たす)くる国であるから、「幸わいでありますように」と言葉に出して言えば、言われた人はそのようになると考えた。

　神代より　云ひ伝 (つ)てけらく　そらみつ　倭 (やまと)の国は　皇 (すめ)神 (かみ)のいつくしき国　言霊の幸 (さき)はふ国とかたりつぎ　いひつがひけり（中略）恙 (つつみ)なく　さきくいましてはや帰りませ

という山上憶良の歌にしても、「恙 (つつみ)なくさきくいましてはや帰りませ」という言葉はたんなる別離の挨拶ではなく、この言葉そのものが旅する人の無事な帰還を生起せしめる超越的実在としての言葉であり、このような力、働きを言霊とよんだのである。
　あるいはまた、『新約聖書』にも「太初 (はじめ)に言葉あり、言葉は神とともにあり、言葉はすなわち神なりき」と伝えられたるごとく、洋の東西を問わず、言葉には神の力が宿っていると考えられてきたのである。
　一般の言葉ですら、言霊が宿り、一心に唱えるならばそれ相応の応験があるのである。ましてや、特殊の密咒には、実は神霊との幽 (ゆう)契 (けい)密約が存するのであるから、その働 (どう)用 (よう)たるや恐れ畏 (かしこ)むべきものがあるのである。
　友清歓真大人によれば、みそぎにも表裏二義あり、表の義は世人周知のごとく水行であるが、裏の義は「耳 (みみ)注 (そそ)ぎ」の約であり、宇宙一切の音声に耳を注ぐことによる霊的浄化という玄義を有するのであるという。神約密咒を己の耳に注ぎ込み、人の耳に注ぎ込むことによってそこには言霊の威 (い)振 (ぶ)りによって理屈抜きの神験が示現するのである。
　御神号、大祓詞などもまた広い意味での神咒である。その奉唱によって様々の道交神会を得ることができるのである。

密咒霊唱法

　さて広義・狭義を含めて、神咒を唱える方法には、大きく分けて音 (おん)唱 (しょう)法 (ほう)と隠 (いん)唱 (しょう)法 (ほう)がある。
一、音唱法とは、声高く発生し、まわりの人が明瞭に聞こえるように唱える方法を言うのである。一般に禊 (みそぎ)祓 (はらえの)詞 (ことば)、大 (おお)祓 (はらえの)詞 (ことば)、祈願詞などの祝詞 (のりと)文奏上の場合などにおいては、音唱法をもって奏上する。しかし、降神詞、昇神詞などをはじめとして厳秘なる秘 (ひ)詞 (し)の類には音唱法を用いることは慎まなければならない。
一、隠唱法には微 (び)唱 (しょう)法 (ほう)と隠 (いん)語 (ご)唱 (しょう)法 (ほう)とがある。微唱法とは近くにいる人も容易に聞くことができない位に声を小さくし微音にて秘詞、咒歌の類を霊唱することをいうのである。隠語唱法とは、絶対に音声を出さず心中において念唱することをいうのである。幽真界所伝の幽秘なる咒詞などの中には神と人との気線感通のためには、微唱法と隠語唱法の両方を併用して唱えなければならないものも多い。
一、音唱法とか隠唱法とかの区別にかかわらず、用いられる霊唱法に「隠 (いん)微 (び)転 (てん)語 (ご)唱 (しょう)法 (ほう)」というものがある。これは秘詞を霊唱する場合にある特定の咒や秘句について一定回数繰り返し修唱するものである。
一、特に音唱法の場合においてであるが、清 (せい)浄 (じょう)利 (り)仙 (せん)君 (くん)が現界に授けられたとされるいわゆる得 (とく)仙 (せん)秘 (ひ)文 (ぶん)「福 (ふく)寿 (じゅ)光 (こう)無 (む)量 (りょう)」の霊章などのように繰り返し繰り返し継続誦唱するいわゆる連唱法がある。
一、その咒その咒によって厳密にはその読み方は違い、どうにも筆をもってしては十分にこうであると書き表すことはできないが、時と場に応じて急にも緩にも読み、音唱法の場合などにおいては、一句一声悉 (ことごと)く気 (き)海 (かい)丹 (たん)田 (でん)より発する、至誠の充 (じゅう)溢 (いつ)した咒言が口より溢れ出なければならぬのである。但し初めより緩急・強弱などを気にする必要はない。馴れてくると自 (おの)ずからその霊唱において緩急、強弱が生じ一つの流れを作るものである。
一、霊唱法は深秘の言霊によって玄 (げん)妙 (みょう)な気 (き)線 (せん)感 (かん)通 (つう)をはかるものであるから、音唱法、微唱法の如何にかかわらず、区切りを正確にし、発音を明瞭に一字一句ゆるがせにせず、心魂をこめて修唱することが肝心である。勿論隠語唱法の場合においても声を出すことはないが同様の心掛けが大切である。
一、本書に記された秘咒・秘歌に関していえば、特別の規定のないかぎり隠唱法を用いられることがその玄意にかなっているものと思われる。時と場合に応じて、隠語唱法と微唱法を使いわけて頂きたい。
第三章　霊　符
霊符調整の玄義

　一般に人は、玄符・霊符の調整は、たんに現界における応験を求めるためだけのものと思いがちである。だが、古神道の修道は、もとより顕 (けん)幽 (ゆう)一 (いっ)貫 (かん)のものであり、現 (うつし)世 (よ)にかぎるものではない。
　このことは、神々の住居せられる幽 (ゆう)真 (しん)界 (かい)においても、図 (ず)書 (しょ)官 (かん)、また記符官と称する専任の職制すらある（これについては宮地水位先生の『異境備忘録』に詳しい）ことからも窺 (うかが)い知ることができるように、修道と霊図・霊符の浄写施行とは密接不離の関係にあるのである。
　霊符は、いわば幽真界における文字ともいうべきものである。だが、現 (うつし)世 (よ)において文字が、われわれの思惟や思想を表現し、また記録として止めるのに不可欠であるという以上に、幽真界においては、霊符は万象の真形および生成化育流転の玄相を感得するために、絶対的に必要不可欠のものとなっているのである。
　よって、霊符調整の正否巧拙ということがただちに玄果となってあらわれてくる仕組みとなっている。
　すなわち、われわれが、現 (うつし)世 (よ)にあるうちに、つねに霊符浄写の修練を積むことは、たんに現界における応験を得るにとどまらず、この世を去りてのちの得道にも直接的に結びつくのである。それだけに、玄符・霊符の調整においては、ゆめゆめおろそかな気持ちで臨んではならないのである。

霊符書法の玄則

　神人宮地水位翁は「符を書するには書法ありて、一点を誤る時は益あることなし」と言われ、かの『陰 (いん)隲 (しつ)録 (ろく)』（陰隲とは、密かに定めるの意なり）にも「符法を知らざればただ鬼神の笑ふところとなるのみ」と述べられてあるがごとく、符の調整にあたっては、その根本書法に通ずる必要があるといえよう。
　この「一点を誤る時は益あることなし」ということを、現界の文字をもって説明するならば、「太」と「犬」、「九」と「丸」などは一点の位置の相違や有無によって、まったくその意が異なる。また「人」と「入」では、書き順によって、その意味を異にし、「一」と「二」ではそれぞれ一画の違いでまったく意味が異なってくる。さらに「巳」「己」「已」の場合は、最後の一画をどこから始めるかによって、ミとなり、オノレとなり、スデニとなるのである。「士」と「土」のように、最後の一画の長短によって字義を異にする例もある。
　このように、現界の文字においてすら一点一画の錯誤が別字となり、別義を生ずるのである。ましてや、三光、すなわち日月星の流動の結気の真象をとりたる幽真界における霊符・図符の書写においては、細心の注意を要するのである。
　霊符を用いるも、神験を得ることができなかったといわれる方もままあるが、霊符は人智では測り知ることのできないところの造形玄理、格法によって構成されており、それに通じぬためのこの種の錯誤によるものもなきとはしない。
　かの平田篤胤翁の『仙境異聞』には、仙童寅吉がさまざまな符を用い、寄瑞をあらわしたので、篤胤の門人がその符を見覚えて施行したが一向に応験がなかったという逸話が記されている。
　同じ霊符を用いながら、寅吉のみが寄瑞をあらわしたというのは、寅吉が仙界において、杉山僧正より霊符調整の根本となる書法を学んでいたからである。『仙境異聞』には、この書法について示唆したる記述があるので、以下に引用し、読者の便宜のため口語訳しておくので、熟読玩味し、書法の要諦となされたい。
　「山では文字を書くことを教えるときに、どんな教えかたをするのか」という平田篤胤の問に対して、ここでは寅吉は次のように答えている。

[image: ][image: ]手習いのはじめは、細かい砂を握って、まず○を書くことを習わせて、それから△、次に□を習わせ、次に　 すなわち晴明九字を習わせます。どれも目を閉じていても一筆で形よく書けるようになったら、はじめて文字を教えるのです。その教え方は、一つの字を教える時でも、そのすべての異体字を手本に書いて与えるのです。すなわち、一つの字ごとに数百字を習い、この修行がすんだ後にまた一字ずつ運筆法だけを書いた手本を授けられ、その筆格をまちがえず、任意に字をくずして異体をたくさん書き出させられます。それを見て師は、この世の書道の先生のように朱を用いて直し、くずし字のよく書けたものはそれからも書かせるようにして、悪いものはやめさせます。たとえば金字を教えるときには、図のように手本を書き、「●点のところは、力を入れて書くところである。この筆格をまちがえずに、幾体もの異体を見事に書き出しなさい」と命じたりするのです。そして字を覚えると、「手本を戻しなさい」と取りあげられます。字はすべて教えられましたが、その読みはまだ教えてもらっていません。字を残らず教えてから、後にそれらの字を使うべきときがきたら、師の術で一時に覚えさせるということです。


霊符筆順玄則

　元来、霊符の書法は、特別におそわらなくとも、多くの霊符を見、また書写することによって、自 (おの)ずから霊得されるものであり、運筆の流れが自然に会得されてくるものなのである。とはいえ基本的なことが分かって霊符に接するのと知らずして接するのでは、当然その修得に差異が生じるのでここで少しその玄則を述べる。
　基本的には漢字の隷書の筆法や、楷書の筆順とほぼ同様に書くのであるが、その書く順序を簡略にここに述べる（もちろん漢字同様符によって特殊な順序があることはいうまでもない）。
○上側の符図（漢字でいえばカシラ、カンムリの部分）を書いてから下側の符図を書く。
○左側の符図（漢字でいえば偏の部分）を書いてから右側の符図（漢字でいえばツクリの部分）を書く。
○線は上より下に書く。
○線は左より右に書いていく。
○縦線、横線交差するときは横線を先に書くことが多い。
○＼のような線は左上から右下へ書く。
○／のような線は右上から左下に書く。
[image: ]○三皇位の璽とされる　 形のように、一 (ひと)筆 (ふで)書 (がき)に書くものは右の原則からはずれる。
○書道でいう草書のような書き方の符については、自ずから筆順が変わる。



ここに書順の一例を示しておく。
[image: ]
神字修得の玄義

　多くの真伝の霊符を拝み見、書写することによって自ずから霊符の書法が会得されるとはいえ、特殊な神験を有する霊符を意味もなく書写し、練習することは憚 (はばか)りがある。
　もって、宮地水位翁が幽真界から伝えられた神字を練習されることをお勧めする。その中から、霊符における筆順・筆格・筆勢を学びとって頂きたい。神字習得の目的は、霊符書法に馴れるためということに止まるものではない。顕幽をつらぬく天地運行の気を凝結したる正神界直伝の神字の習得は、自ずから修道の士をして正神界に気線を通じせしめ、霊符の応験はより的確に手応えのあるものとなってくるのである。
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霊符調整の口伝

　先に引用した『仙境異聞』には、また符咒や守札などを書く際の口伝がつぎのように述べられている。

符字守札神号などを書く時は、心を正くし、息をつめて、其 (その)一詰の息の間に、一字を書べき物なり。成べくは、守にても符にても、一枚かく間に息せざれば殊に宜し。一字を書く間に息をつきたるは、守も符もきかざる物と、師の教なり。

またさきに引用した『陰隲録』にもつぎのように述べられている。

その書きようの秘伝と申すは、筆を執りて符を書くとき諸々の雑念を打ち捨てて一塵ほどの念を起こさず、そのとき一点を書き始むる也、これを混沌開基と名づくる也。この一点より一筆に書きおさめて基間に念 (ねん)慮 (りょ)起らざれば其の符よく霊験ありと云へり。

　これらの所伝から明らかなように、霊符書写の秘訣としては、息をとめ、一気呵成に書くということが言い得るのである。これは、太古真法の神折符についても同様であって、息をとめているあいだに折ることが正しいのである。
　もっとも、複雑な霊符を書く場合や神折符についても複雑な場合においては、すべてを一息のあいだに謹製することはよほど仙道の胎 (たい)息 (そく)術の修行を積んだ人でもなければ不可能であろう。この場合は、何段階かにわけて書いたり折ったりしてもさしつかえはないのであるが、その動作中においては息をとめなければならないのである。
　蛇足ではあるが、右記『陰隲録』中の、「念慮を打ち捨てる」ということについて敷 (ふ)衍 (えん)解説しておく。これは要は、雑念を捨てるということである。たとえば、この霊符ははたして効力があるのだろうかといった類の疑念を抱き、作成するなどはもってのほかである。
　雑念・妄想を振り捨て、みずからが神と一体となり、天地開 (かい)闢 (びゃく)の心持ちをもって、符を書くことはいちばんの理想ではあるが、よほどの修練の士でなくては、なかなかにかなわぬことである。よって通常はみずからの願意をひたすら念じつつ書くということになるのである。


霊符調整観想法

　『霊符秘密集傳』の解説において、書写に際しての注意事項として「瞑目鎮心し、天地の幽玄微妙の気が自分の体内にはいると観想して、息を吸い、その玄気が筆からほとばしりいでて符となることを観想して霊符を書写すること」と述べておいた。
　ただ、これではあまりに簡略にすぎて、初心の者には実際に観想するのが難しいとの声も寄せられたので、ここでもう少し詳しく具体的な観 (かん)想 (そう)凝念法について述べておく。
　霊符書写に関しては、古来よりさまざまな観想法が伝えられているが、ここでは代表的な方法を紹介し、諸賢の参考に供したいと思う。
　一つの方法は、
(1)潔 (けっ)斎 (さい)沐 (もく)浴 (よく)して、衣服を改め、北方に向かって正座する。
(2)北辰より、攘災の符の時には白い気を、祈福の符の場合は紅 (くれない)の気を、斬 (ざん)鬼 (き)駆 (く)邪 (じゃ)の符の場合は黒い気を受けると観想し、息を吸う。
(3)その気を霊符に注ぎ込む観想をなしつつ符を書き上げる。

　また別法として、
(1)わが心身は五色の霊玉なりと観想する。即ち春期ならば青色の霊玉、夏期ならば赤色の霊玉、秋期ならば白色の霊玉、冬期ならば黒色の霊玉、四季の土用の日であれば黄色の霊玉であると観想する。
(2)つぎに自分の守護神何々神霊、または尊崇する神仏の威霊は、わが脳頂より腹の中心に降 (こう)憑 (ひょう)し、わが心身は尊崇する神霊と同化し、すなわち吾神そのものなりと凝念する。
(3)つぎに心願の内容を凝念して（この場合丹田呼吸法を用いると気魂の集中に役立つものである。詳しくは松本道別『霊学講座』を参照のこと）、筆墨をもって、一気呵成、一息に霊符を書写する。霊符の字体が多くして、一息に書写しがたきときは、二息または三息という工合に定めて、一気呵成の威力を振 (ふる)って順次に書写する。
　(2)の凝念についてもう少し敷衍説明しておく。
　凝念とは、霊符の用途を心中に思念することをいうが、思念とは読んで字の如く、思い念ずる、という意味である。口や舌や咽喉を使わずに、無声無音の中に、強烈に思い念ずるのである。
　このときさらに、自己の心念 (おもい)は宇宙の大霊と通霊し、しかして宇宙の霊気はわが心念を通じて此の符形に鎮魂すると観想せねばならない。ちなみに古伝に、「気を以て形を摂り、形を以て気を摂る」云々の一文があるが、気とは自己の心気であり、形とは自分が今書かんとする霊符である。
　いま自分が書こうとする霊符は、いかなる作用をなすやということを強烈に数分間、観想凝念すると、その主旨にしたがって自己の心身に霊妙不可思議な力が充満してくるのを自覚するものである。
　霊符を書くことに習熟した修道士においては、例えば病気を治さんと凝念すると、にわかに心身に軽快の妙味を覚え、邪霊怨霊の類属をば退散せしめんと観念すると、にわかに心身に威力が充実し全身に勇気が漲 (みなぎ)り来るものである。
　これは、天地通霊の証拠であるから、その凝念の極致に到りたるときに一息に一筆をもって、一気呵成に符を書くのである。このときに重要なことは、修道の士は筆墨をもって符を書くと考えてはならぬ。自己の天地通霊したる玄気をもって、符を書くものと思わねばならないのである。いわゆる古伝にいう「神を以て神に合し、気を以て気に合すものなり。まったくわが神気を以て天地に貫通させねばならざるものなり」とは、このことをいうのである。
　この境地にいたれば、書きたる符はみな精霊あるもののごとく霊活するのである。

霊符書写の吉日

　符によっては、春夏秋冬その書くべき時期が定められいる五岳真形図のように、その特性もしくは伝えられた神霊との関連で、それぞれ調整すべき日が厳密には規定されているものもあるが、通常は以下の日が書写の吉凶日とされている。吉日を用いられることが符の霊験をますことになるので活用して頂きたい。水位先生伝によれば、つぎのようになる。
　大吉日　　　庚寅　壬子　壬寅　癸卯　癸酉
　吉　日	丙午　丙辰　丁酉　戊子　戊申　戊寅　戊午
　凶　日	甲寅　甲午　甲辰　甲戌　甲子
		乙 (きのと)および辛 (かのと)の日すべて。

霊符書写品伝

(1)　筆
大半の霊符は墨と朱で用がたりるので、一応朱用の筆と墨用の筆をそれぞれ一本、即ち計二本用意すればよい。
　ただし、実際には、他の色を用いることもあるし、また後に述べるように符の形態によっても使いやすい筆を選ぶ必要があり、余裕をもって数本揃えて置かれるのもよいだろう。筆には材料・用途によってさまざまな種類があるが、ともあれ腰の強い粘りのある筆を選ばねばならない。複雑な図形をなす符には、穂先が短く変化のある線描きに向く水墨画に用いる削 (さく)用 (よう)筆などが最適であるが、通常の符には手紙などを書くときに用いる唐 (とう)筆 (ひつ)の写 (しゃ)巻 (かん)などでも充分であろう。
　老婆心ながら、新しい筆は指でほぐして、おろさねばならない。一度にほぐさず、穂先をつまむようにして根元に向かって丁寧にほぐしていくのである。ある程度やわらかくなったら、筆洗いなどでよく洗い、糊を落とし、穂先を揃えるようにして布巾で水分をきっておく。
　また使い終わった筆はよく洗い、これまた布巾で穂先をまっすぐに揃えるようにして、水分をふきとっておくことが必要である。
(2)墨と朱墨
　霊符の中には、青、赤、黄、紫などで書くべく定められたものもあり、また金書とて金粉をもって書するものもある。五元に基づく五色の符書などには、元来は鉱物や植物などの天然の色を用いたものであるが、現在であればその原料に天然の鉱物や植物を使用した日本画用の絵の具を用いられればよいと思う（このことについては、清水南岳翁の『宮地神仙道玄義』「霊章符書の五色及び純金使用法」を参照して頂きたい）。
　とはいえ霊符書写の場合、ほとんどは墨書か朱書なので、墨と朱墨の二種類を用意すれば大概は間に合う。
　墨には唐墨（中国産の墨）と和墨（国産の墨）がある。唐墨は一般的に穏やかで落ち着いた感じを受けるものが多く、和墨は強くきつい色合いのものが多いようである。符に用いる場合は唐墨のほうが適している。
　墨の色もよく見ると、漆黒の色合いのなかに、赤味を帯びたものや青味を帯びたものがあり、それぞれ茶墨とか青墨とか呼び名をつけている。霊符を書く場合には、松 (しょう)煙 (えん)を原料として作られた高級な青墨を用いるのがよかろう。
　つぎに朱墨には、赤口と黄口とその中間のものがあるが、霊符を書く場合においては、赤味がかかった赤口の朱墨がよいであろう。
(3)書写用の紙または板等について
　一般には格別の指定ないかぎり白絹・黄絹もしくは白紙に書写するものとする。
　紙には中国産のもの、日本産のもの、洋紙などがあるが、なるべくならば国産の手 (て)漉 (す)きの和紙であまり朱・墨が滲まない品質のものがよい。特に丸めて呑む「呑符」として用いるものに関しては、薄い雁 (がん)皮 (ぴ)紙 (し)のようなものが適している。また特殊な符においては烏 (い)賊 (か)の皮をはぎ、その皮を乾燥させ、それに霊符を書写して服用することなどもある。また便宜的な方法としてはオブラートなどに書いて呑むこともよし。
　なお符によっては、赤色・黄色・青色など色紙を指定しているものもある。専門店にいけば、こういう色味の手漉き和紙も入手できるが、無理な場合は機械漉きのもの、または洋紙を用いることもやむをえないであろう。
　なお便宜のために、書写するにあたって、手本となる霊符のうえに薄い図引き紙などを重ね、透かして写し取ることがあるが、この場合もできるならば薄い雁皮紙のような和紙を用いることがよい。ただし、五岳真形図など複雑な符をのぞき、一般の符については、この方法はあまり勧められない。透写すると、どうしても一気呵成の勢いがなくなり符が生きてこないからである。またこの方法に頼っていると符そのものを観想する力が養われないのである。
　符を板に書く場合もあり、檜、榊、桃、柳などがあるが、その符や用法により大きさも種類も異なってくる。
(4)硯 (すずり)
　硯についても、筆と同様、朱用と墨用のふたつを最低限必要とする。数多く符を書かれない人の場合においては、このふたつがセットになっている二 (に)面 (めん)硯 (けん)を使用されてもよい。
　硯石には、古来有名なものとしては、端渓をはじめ、歙 (きゅう)州 (じゅう)石や、揚子江の水の中に含まれている泥を集めて焼成したという澄 (ちょう)泥 (でい)等がある。どのような硯を選ばれるにしろ、石質が湿潤で、墨がよくおりて細かいものであれば、結構である。

　なお、以上の霊符書写に用いる筆墨や硯については、必ず守られねばならぬことがある。すなわち霊符・図符専用の筆墨を決め、けっして他の俗事には用いぬことである。紙なども筆や硯などともにひとつの箱のなかに保管しておくのがよかろう。

霊符書写水伝

　霊符書写に用いる水には、天 (てん)水 (すい)といって雨水を用いる伝（天水を朝露を集めたものとする伝もある）、露 (ろ)水 (すい)といって草の葉に宿る朝露を集めて用いる伝、湧水といって山間に湧きい出る清水を用いる伝、渓水あるいは流水といい清浄なる渓流に流れる水を用いる伝、もしくは井 (い)水 (すい)といって井戸から汲み出したる水を用いる伝（これも立春の朝未明に汲み置いたものを保存し用いるとする伝もある）等それぞれの符によって規定されているものもある。
　また『霊符秘密集傳』では、符によっては、「元 (もと)水 (みず)」（へちまの水）「井 (せい)華 (か)水 (すい)」（日の出前の初水）を用いると規定されているものもある。
　しかし通常は、以下に説明する方法によって「天 (あめ)之 (の)真 (ま)名 (な)井 (い)の水」を謹製し用いられればよいのである。
(1)清浄な容器に水を六分目ほど注ぐ。この水は井戸水や湧き水などがのぞましいが、現代の都会生活においては、水道水でもやむをえないであろう。
(2)そのなかに日本酒を少量注ぎ、水と日本酒をあわせたものが七分目ほどになるようにする。
(3)つぎに荒塩をひとつかみ加える。
(4)ただし、(1)から(3)の動作の間、つぎの秘言を唱え続ける。

此の水 (みづ)を天 (あめ)之 (の)真 (ま)名 (な)井 (ゐ)の清 (きよ)水 (みづ)と幸 (さきは)ひ給 (たま)へ

　なお、可能な方は、清明なる玄気を受けた富士の金明水・銀明水もしくは元伊勢の真名井の水などを入手されれば、さらに妙応を得られるであろう。

霊符活用法

(1)紙や板に浄書し、身につけたり、あるいは家屋に貼りつけたりする。これはもっとも一般的な用法である。
(2)治病の符のようなものは、病者の枕の下に敷いたり、あるいは枕元の柱、天井の板に貼ることが多い。
(3)小さい薄い紙に書いて呑む方法。場合によっては、霊符を浄火をもって灰となし、それを服用する方法もある。これは病符に用いることが多い。『霊符秘密集傳』などでは、霊符ごとにおおむね指定されている。
(4)清水を清浄なコップなどに入れ、割箸を渡し、その上に符面が水に映るようにして霊符を載せ、霊符を一刻すなわち二時間以上その水面に映して、その水を呑む方法。
(5)杯 (さかずき)等を符に記し、神水を注いでそれを飲む方法。
(6)霊符を手にもって静かに気長に何回も身体をさする法。
(7)他の秘印など玄法を知る人は各自工夫し、併せて修することもよし。
(8)空中に玄気をもって描く方法。霊符の象 (かたち)は、「気を以て形を摂り、形を以て気を摂る」というがごとく、そもそも天地の玄気の玄妙不可測の動きを凝結したものである。観想の極意にいたれば、符を書くのにいちいち筆墨を使用せずとも、たんに刀印をもって符の象を、目的物に向かい、または空中に書くのみで、立派な霊符となって霊活し、深秘の応験を顕すのである。
(9)特殊な用法として、道家でいうところの「童 (どう)子 (じ)をして符気に感ぜしむ」という方法もある。謹書した符を顔前に捧げ持ち、符を童子（即ち目なり）をもって注視しつつ、符気をみずからの丹田に納めるとの観想をなしつつ、静かに鼻より息を吸う。吸い終わったならば、目を閉じ口より微かに微かに息を吐く。二三度通常の呼吸をして息を整え、同様のことを何らかの感得があるまで続けるのである。これは符の神威力をみずからの身につける妙法である。
(10)霊符を用いるも、神験を得ることができなかったといわれる方もままあるが、一度施行して霊験無きかのごとく見えるときであっても、日を隔てて更に何回も施行して奇霊なる効験を得ることもある。また一時悪化のごとき様相を呈することがあってもよくなる前の一種の霊的反動で、重ねて施行して妙験を得ることも多いのである。

　なお一般的な符の施行法としては、符を三符謹書し、一符は神棚に祀り祈願し、一符はつねに身につけ、一符はその図を観想し、図気を吸うことが望ましい。神棚のない方は、目の高さより高い清浄な場所に安置するものとする。
　また霊符を祀るにあたっては、秘印の場合と同様その至誠の念が肝心である。至誠の念をもって霊符を祀るとき、その妙理は俗智をもって左右することは出来ず、ひたすら測るべからずと尊信し、妄りに思議すべからざるものであるが、その秘玄秘霊なる感応の速きことまさに雷 (らい)霆 (てい)の如きものがあるのである。

霊符玄封法

　前記活用法のうち、呑符法などの特殊な場合をのぞき、霊符は身体に帯びたり、柱に貼ったり、あるいは神棚に奉祀するのが一般である。この場合、当然のことであるが、霊符をそのままむきだしで施行することは不可である。必ず清浄なる和紙にて包むことが必要である。
　霊符の包み方については、太古真法の幽事が伝えられているので、『太古真法玄義』をもご参照頂きたいが、本書では清め包みの別伝一法を伝授しておくので活用されたい。
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霊符処分法

　不要となった霊符は、浄火をもって焼くか、清き山中等に埋める。なかには、書き損じの符などをごみ箱等に平気で捨てる方もいるが、これは言語道断の行為である。符の霊的意味からいって、そうした行為がいかなる冥則に触れるか計り知れないものがあるのでとくにご注意願いたい。
　一般には、自分で浄め火を作って燃やすのがよろしい。簡単な方法としては、先に説明したる天 (あめ)之 (の)真 (ま)名 (な)井 (い)の水にマッチの軸を入れて清めたのち陰干しにして乾燥させ、その火をもって燃やすのである。その灰は感謝の念を捧げながら、人が踏むことのない清浄な場所に埋めるか、清浄な川に流すのである。
　なお、便法として各神社で古神札・お守りなどをお焚きあげしているので、そうしたところで焚きあげてもらうことも一法である。


霊符開眼修法

　これはとくに大量に同じ霊符・護符を謹製し用いられるような専門の神職・僧侶の方などに必要な神法であり、一般の方は書写せられた霊符を、そのまま施行されてもさしつかえない。
　通常は、観想凝念して符を書けば、その符は神気躍動し、その妙用をなすのであるが、大量に符を謹製した場合、符気がぬけていることもあり、またよりいっそうの霊験をもたらすためには、この開眼修法を施行することが望ましい。
　この修法は、霊符や守札のその用途用途に応じて、神仏霊の奇霊なる力を勧 (かん)請 (じょう)して鎮め奉る方法で、入魂法ともいわれている。その方法については、『神仙秘密修法口伝書』に詳しいが、実際にこれを修法することはあまりに煩雑なので、ここでは比較的簡略にしてしかも効験のあるつぎの方法を紹介しておく。
(1)深夜丑の刻（一時～三時）に、沐浴し（井戸のある方は井戸水、都会の方はシャワーでも可）、心身を清める。
(2)調整した霊符・守札を三方のうえに置き、霊斎殿のある方はその御前に、また神棚のある方はその御前に安置する。
(3)御前には、米・神酒・塩・水をはじめとして海山種々の味 (ためつ)物 (もの)を適宜供える。
(4)まず清浄利仙君の秘印（拱 (こう)掌 (しょう)印 (いん)）を結び二拝し、「天 (あめ)の御 (み)柱 (はしら)」と唱え拍 (はく)掌 (しょう)印 (いん)をもって一拍手、「地 (くに)の御 (み)柱 (はしら)」と唱え拍掌印をもって一拍手する。このとき注意を要することがある。「天の御柱」の一拍手は小さく、「地の御柱」の一拍手は大きく音をたてるように両手を打つのである。
(5)禊祓詞三回霊唱（音唱法）
(6)大祓詞三回霊唱（音唱法）
　この(5)(6)のとき、禊祓詞、大祓詞を暗唱している方は、拝神印を結ぶ（禊祓詞、大祓詞は初心者のために巻末に収録しておいた）。
(7)招神印の（二）（一八二頁）を結び、密咒は用いず、次の降神詞を隠唱法をもって霊唱する。
掛 (かけ)巻 (ま)くも綾に畏 (かしこ)き天 (あま)津 (つ)神 (かみ)・国 (くに)津 (つ)神 (かみ)を始め、八 (や)百 (ほ)万 (よろづ)の神達、ことには御守護あらせ給へる○○の大神（自分が特に尊崇する神名を唱える。特に無き場合は「産 (うぶ)土 (すな)司命 (むすびの)大 (おほ)神 (かみ)達 (たち)」とする）、此の斎 (ゆ)庭 (には)に天 (あま)降 (も)りませと畏み畏みも白 (まを)す。
(8)招神印（一）を結び、咒を唱える。（一八〇頁参照）
(9)祈念文霊唱（音唱法）
謹み敬 (いやま)ひて、此の斎庭に天降り守護 (まもら)せ給へる天津神・国津神を始め、八 (や)百 (ほ)万 (よろづ)の神達、ことには御守護あらせ給へる○○の大神（自分が特に尊崇する神名を唱える。特に無き場合は「産土司命大神達」とする）の御 (おん)前 (まえ)に畏み畏み白さく。常にも大神達の高く尊き恩頼 (みたまのふゆ)を仰ぎ奉り忝 (かたじ)けなみ奉る○○伊 (い)（修道士の姓名）忌 (ゆ)回 (まは)り清 (きよ)回 (まは)りて神授けの符を謹 (つ)製 (く)り、今日の生 (いく)日 (ひ)の足 (たる)日 (ひ)の佳 (よき)辰 (とき)に御 (おん)前 (まえ)に捧げて、大神達の御 (み)稜 (い)威 (づ)を垂れ賜 (たま)はらむ事を乞 (こひ)願 (ね)ぎ奉 (まつ)らくと御 (み)饌 (け)神 (み)酒 (き)種 (くさ)々 (ぐさ)の味 (ためつ)物 (もの)を供 (ささげ)奉 (まつ)りて拝 (おろが)み奉る状 (さま)を平 (たひら)けく安 (やすら)けく聞 (きこ)し食 (め)し相 (あい)諾 (うづな)ひ給ひて大 (だい)神 (じん)通 (つう)自在如 (にょ)意 (い)自在無 (む)碍 (げ)にして絶大無量の寄 (く)しき神 (みち)力 (から)を蒙 (かがぶ)らしめ給ひ、今この斎 (ゆ)庭 (には)に於いて心身の諸々の不浄を祓ひ清め、秘 (ひめ)詞 (ごと)、奇 (くし)霊 (び)なる印 (ちぎり)を以 (もち)て御 (み)魂 (たま)入 (い)れの神 (かみ)業 (わざ)を修 (を)法 (さ)めんとするを輔 (たす)け給ひて、御 (おん)前 (まえ)に捧げ奉る御 (み)霊 (たま)代 (しろ)に、御 (み)霊 (い)威 (づ)を籠もらせ給へと畏み畏みも白 (まを)す。
(10)入魂秘事法
イ、霊符が一種類の場合、例えば火難避けであれば、火難避けに係わる秘印（この場合であれば火 (ひの)元 (もとの)神 (かみの)印 (いん)）を組み、その秘咒を唱える。何種類もの符があったり、適当と思われる印を知らざる場合は、省きてよし。
ロ、次に、九字神法を行なう。（四五九ページ参照）
ハ、次に「あめのおき、つちのおき、あめのひれ、つちのひれ、あめのおむすび、くにのめむすび」という入魂秘咒（この咒は略咒にして正式の咒はもっと長きものなり）を唱えつつ、霊符に向かって、刀印をもって次頁の図のように左旋内巻を三旋（この時「あめのおき」と唱える）、ついで右旋内巻を三旋する（この時「つちのおき」と唱える）。
　同様に「あめのひれ」と唱えつつ左旋内巻三旋、「つちのひれ」と唱えつつ右旋内巻三旋、「あめのおむすび」と唱えつつ左旋内巻三旋、「くにのめむすび」と唱えつつ右旋内巻三旋をなすのである。
(11)送神印を結び（一八四頁参照）つつ、次の送神詞を隠唱法にて霊唱し、終わりたるとき咒を唱え、所定の作法をなす。
　掛 (かけ)巻 (ま)くも綾に畏 (かしこ)き、此の斎 (ゆ)庭 (には)に天 (あ)降 (も)りませまつる天津神・国津神を始め、八 (や)百 (ほ)万 (よろづ)の神達、ことには御守護あらせ給へる○○の大神（自分が特に尊崇する神名を唱える。特に無き場合は「産 (うぶ)土 (すな)司命 (むすびの)大 (おほ)神 (かみ)達 (たち)」とする）、元 (もと)津 (つ)御 (み)座 (くら)に還 (かへ)りませと畏み畏みも白 (まを)す。
[image: ](12)柏掌印を結び、「地 (くに)の御柱」と唱え一拍手（大音で）、「天 (あめ)の御柱」と唱え一拍手（小音で）、最後に拱掌印を結び二拝する。

霊符応疑篇

〔問〕　なぜ霊符によって応 (おう)験 (げん)を得ることが出来るのか？
〔答〕　神霊と人との幽 (ゆう)契 (けい)によって、その符を持つ者にある種の神霊の加護のあることが一つの理由である。また『太古真法玄義』にても詳述したる如く、一定の形象はある一定の力をそこに示現するのである。正しい系統の霊符は宇宙の真象を霊写したものであるから、宇宙に律動する神秘力と共鳴し、そこに奇跡的な霊応を生じるのである。
〔問〕　霊符等を収録した書物を所蔵することによって、なんらかの霊的影響はあるのか？
〔答〕　霊符や印契などの本に限らず、斯道の書で効験あるものは、正邪いずれかの神もしくは霊物が感 (かま)けていることが多いものである。それゆえ正神界に気線が繋がっているような書物は所蔵しているだけでもその人の霊相を高め、幸運をもたらすものである。逆に妖魔界に気線が通っているような書は、たとえ一時的な効果があっても所持することは勧められないのである。
　なお、申すまでもないことであるが、霊的書物を腰に敷いたり、床に置くことなどは絶対に禁物である。俗書とは区別して保管されるべきである。
〔問〕　霊符については、巷間にもさまざまな書物が流布しているようだが、その効果は？
〔答〕　商業ベースで出回っている霊符なるものの大半は、一見して霊格の高さも感じられず、まがいものの偽符が多い。
もっとも、低級な符でも一時的には驚くほど奇験のあるものもある。邪霊悪霊が感応するからである。そうした符を用いた場合、その後はそれ相応の大きな代償を覚悟しなければならない。従って、そのような巷間流布する偽符の類とは関わりをもたないほうが賢明である。正神界の気線と繋がりをもった真符を密用することをお勧めする次第である。
〔問〕　霊符をコピーして用いてもいいのか？
〔答〕　真正の霊符は天地真象を霊写したものであるから、それ相応の効験が現れる場合もあろう。但し、符は清浄な誠ある人が浄写することによって、そこに神気が吹き込まれるという一面があることもけっして見逃すことができないのである。よって、潔斎し謹写した符を用いることを勧める次第である。かりにコピーした符を用いる場合は、入魂法を厳正に施さねばならぬが、その法式の煩雑さと霊符謹写の手間を考えれば自ずから、解答は明白であろう。
〔問〕　ほぼ同じ効能の霊符が多数ある場合は、どの符を用いればよいのか？
〔答〕　霊符の応験の速さや効果の程度は、その符を用いる人の産 (むす)霊 (び)紋理 (かため)によって異なり、また同じ人でも、つねに微妙な気線の変化があり様々である。祈願符を例にとっても、同じ霊符を用いながら、その願いが直ちに叶う人もあれば、あるいは一カ月後、場合によっては数年かかって成就する人もある。また人のために治病符を謹修し、はじめはなかなかその効力を発揮しなかったが、何人にも施行しているうちに速験をあらわすようになった例もある。中には、甲の霊符を用いたときは芳 (かんば)しい結果を得られなかったが、乙の霊符を施行したら即座にその効応を得たという例もある。よって一概に論ずることは難しいのである。
　だがあえて結論的にいうならば、いくつか同様な霊符がある場合には、その人の心の琴線に響く符を用いることをお勧めする。はじめのうちはどれが自分の琴線にしっくりくるものか分からぬものであるが、徐々に霊的な感覚が働くようになり、その符が自分に合うか否かはひらめくようになるものである。印法や玄法にしても同じような伝法が三つも四つもある場合があるが、これも幾つかを修練しているうちに自分の霊線に合ったものを霊得できるようになるのである。
〔問〕　霊符を調整する場合に、潔斎は必要か？
〔答〕　本来は精進潔斎した上で謹書することが望ましい。但し、俗世間に住み、普通の人間生活をしてはそうしたことも難しいので、禊 (みそぎ)のかわりにシャワーを浴び、それも難しければ、せめて口を漱ぎ、手を洗い、身を清めること。衣服なども清潔なものに改めることが望ましい。
〔問〕　霊符調整の日時如何？
〔答〕　日に関しては本文七九頁に述べておいた。時間帯は、その符にもよるが、一般には霊気の活動が盛んになる丑 (うしの)刻 (こく)（午前一時から午前三時）頃、また陽気が発する日の出頃とするのがよい。
〔問〕　霊符はどんな種類の紙に書くべきか？
〔答〕　出来れば和紙に書くことが望ましい。事情によっては布とか木札に謹書することもさしつかえない。色紙に浄書するよう指定のある場合、すべての色を和紙で求めることが困難なので、次善の策としてみずから白紙に色をつけ用いたり、それも容易でない場合は、洋紙を用いることもやむをえないであろう。
〔問〕　霊符を書写する紙の大きさは？
〔答〕　特に紙の大きさを規定された符以外は、適宜自分の書きやすい大きさの紙に書写して結構である。ただ常識の問題ではあるが、呑符として用いるものを半紙の大きさの紙に書いては、呑むにあたって喉につまるであろうし、御札として柱などに貼るものを小指の爪ほどの大きさの紙に書いてはバランスに欠けることと思われる。
〔問〕　霊符を折って用いてもいいのか？
〔答〕　こういうご質問を頂くのは、霊符を財布や定期入れに納めて所持する場合に、作った符が大きすぎて入らないという方が多いようである。本書にせよ、『霊符秘密集傳』にせよ、あくまで収録せる個々の符の大きさは、これをわかりやすく表示するための便宜的のものであり、そのとおりの大きさに書写する必要はない。よって、適宜の大きさの紙に謹書し、折らざることをお勧めする。
〔問〕　書写した霊符を人に見せてもいいか？
〔答〕　霊符にかぎらず、幽真界にかかわるものは、それが神法道術であれ、あるいは書物であれ、やたらに道縁なき人々に見せることは幽罰を被るものとされている。よって、当然、霊符を書くところも、調整した符もむやみに人に見せてはならない。また、霊符を調整したることを得意げに吹聴してまわるのもよくない。そうしたことは、幽律に背くのみならず、道念なき人の悪念波を受け、その符本来の霊応を失ってしまうからである。できるだけ秘密にしておくべきである。
〔問〕　霊符を、神社等のご神符や御札などと一緒に安置してもかまわないか？
〔答〕　まったくさしつかえはない。ただし霊符は身につけ所持しなければならないものもあり、呑まねば効なきものもあり、また高いところに貼るべき規定のものもある。例えば四方除けの場合は、家の四方に貼付しなければならないわけで、神棚に一体のみ安置してもその効験を充分に得ることはできないのである。
〔問〕　書写した霊符を所持する場合は、どうすればよいか？
〔答〕　たとえば、財運用の霊符をむきだしのまま財布にいれる方もいるようだが、これはお勧めできないことである。霊符に直接穢れがつくからである。霊符を所持するにあたっては、必ず清め包みの秘法に従って厳封したるものを身につけるべきである。
〔問〕　霊符によっては、貼るように指示されている場合もあるが、この場合に注意すべき点はなにか？
〔答〕　しかるべき位置に貼るよう指示されている場合には、必ずそれに従わなければ、十全の霊応を得ることはできない。その位置が指示されていない場合においては、不浄でない少なくとも眼より高い位置に貼ることが原則となっている。貼る方向なども特にきまりがない場合は、たとえば邪気が北から来ていると感じられるときには、邪気除けの符を表を北に向くように貼り、南方に住居せる人に関わる符を用いる場合は、これまたその方向に符の表が向くように貼ると意外の効験を得ることができる。
　なお、貼り方について申し述べておくと、画鋲などでとめることは好ましくない。糊か両面テープで貼ればよいのであるが、霊符そのものに糊をつけて壁に貼るのは言語道断である。汚れたり破れたりその符を損なうからである。必ず霊符を包んだ和紙に糊などをつけて貼るをよしとする。
〔問〕　霊符を取り扱うに際して注意すべき点は？
〔答〕　何度も繰り返すようであるが、霊的なものの取扱いには十二分の注意が必要である。霊符自体が神霊との密契を持ち、天地の真象を写したるものであるとの霊悟があれば、自ずからその取扱いはわかるはずのことである。ともあれ、霊符に接する極意としては、高貴な人に仕えるが如くという態度に尽きるのである。
〔問〕　霊符の効能の期限は？
〔答〕　基本的に特別なものを除けば、霊符には効能の期限というものはない。ただ病気平癒の符、願望成就の符等においては、病が治ったり、願望が実現したるときが期限といえば期限である。
　また、神社が頒布する神札等は一年毎に取り替えることになっているが、これも一年祀ると神気を失ってしまうからというわけのものでもない。ただ一年もたてば通常神札自体が汚れる。埃がついて薄汚い神札をそのまま放置すれば、神真に感応するどころか逆に心理的にも悪い影響を受けることになりかねないのである。但し、霊符は和紙に包んでおけば、霊符自体は汚れないので、包んでいる和紙を取り替えれば、長期間使用してもかまわないのである。
　ただ符によってはその人の大きな災難などを身代わりに引き受け、自然と破損したりして、その時を境に効力を失うこともある。こうした場合には当然新たに造り直さねばならぬことはいうまでもない。
〔問〕　霊符を施行したが、霊応を感得できぬ場合はどうすればよいのか？
〔答〕　その書写した符が、なんらかの原因で霊的な符になっていないことが考えられる。その原因としてはいくつか考えられるが、例えば書写する人のそのときの霊的身体的コンディションとも関係するし、その符の気線と施行者の気線の不一致によることもある。
　対策としては、効験のなかった符は処分し、再度、霊験が顕れるまで浄写するというのも一つの方法である。何枚か書いているうちに必ずや感応があり、「ああ、この符なら大丈夫」と自分自身霊得できるはずのものである。もしくは、同じ効能をもつ別の霊符を施行することも一法である。
　　もっとも、直ちに霊符の神験が示現しないからといって、決して焦ってはならぬ。これは霊符のみにかぎったことではない。印法もふくめあらゆる神法道術についていえるのは、至信と専修である。銃弾の速さは眼にもとまらぬほどであるが、銃口をはなれた瞬間に標的に当たるものではないし、着弾までに標的が動けば命中はしない。信念という標的が動揺しておりながら、鉄砲は当たらないと決めつけてしまうのはすこし早計である。さらに、いかに高性能の兵器を与えられても、これを運用して十全の力を発揮せしめるためには、相当の修練も研究も要するのである。
　また福運を願って霊符を施行したのになんの幸運も来ないと愚痴を言う人がいるが、本来の運勢としては大きな災いを受けるはずのところを、霊符が大難を小難に、小難を無難にと霊妙に作用していることも多いのである。
〔問〕　書き損じた霊符や古くなった霊符の処理法は？
〔答〕　塵箱にそのまま棄ててしまうようであっては、あとあと責任がもてるものではない。処分する霊符を入れておく箱を用意しておき、ある程度分量がたまったら、神社の古神札焼納祭やお焚きあげなどで焚きあげてもらうか、自分自身で浄め火をつくって燃やすのがよろしいのである。浄め火をつくる簡単な方法はマッチの軸を塩水に入れて清めたのち、乾かしてから用いるとよいのである。燃やしたら、その灰は人の足に踏まれることのない清い場所に埋めるか、清浄な川に流すこと。
〔問〕　霊符の効能をよりいっそう発揮させるためには、どうすればよいか？
〔答〕　熟練の修道士よく知ることであるが、例えば、太古真法にもとづいて謹製した神折符の上に、効能を同じくする霊符を浄書したり、同時にその符に対して、効験同じき印をもって修法することなどは大いに推奨できる方法である。そうした方法によって、その相乗効果により、たちどころに願望が成就し、また神秘的な現象が続出するという経験をした修道の士はかなりの数にのぼるのである。はっきり言って、神法道術の運用はその人の腕次第である。そのためにはふだんから『太古真法玄義』『神伝霊学奥義』『神道秘密集伝』等の書物に親しみ、研鑽に励まれるがよかろう。



第二部　印咒篇

○清浄利仙君伝神拝三印
　この秘印は、九州赤山の仙境に坐す高位の神仙・清 (せい)浄 (じょう)利 (り)仙 (せん)君 (くん)から直接、現界に伝えられた印である。
　清浄利仙君はもと仁徳天皇の四十一年癸丑に生誕なされ、再生して人 (じん)間 (かん)に出てこられたときの御名は藤原平次という官人であった。その時、青 (せい)真 (しん)小 (しょう)童 (どう)君 (くん)少 (すく)名 (な)彦 (ひこ)那 (なの)大 (おお)神 (かみ)の啓導によって仙境に入り給い、嘉永五年壬子の年（一八五二）には御齢千五百歳に成られていたという。
　清浄利仙君の存在が、世に知られるようになった端緒は紀州の人・島田幸安に始まる。幸安は天保六年（一八三五）十一月二十六日、和歌山に生まれ、かの仙童寅吉とか宮地水位翁と同じように神仙の啓導によって幽真界に肉身を以て出入したのである。幸安には姉二人、兄一人、弟一人がおり、字を善竟と称した。家が貧しかったため、幸安は西要寺という浄土宗の寺に小僧修行に出された。
　嘉永四年（一八五一）辛亥二月七日のことである。西要寺の一間に寝ていると夢中に白髪の老翁が現れ来る夢を見た。まもなく夢が覚めて起きてみると、夢に現れた老翁が眼前におり、幸安をともなって雲に乗り、花山という山に連れて行った。この翁は、のちにわかったことだが、少名彦那大神すなわち青真小童君であり、幸安の掌をみて、「両手に紋 (もん)理 (りの)徴 (しるし)あり、仙界に結 (けち)縁 (えん)の者なり。汝のためにもなり、また万民のためにもなる技を教えるためにこれからもここに連れてこよう」と語ったのである。
　花山というのは、人間の俗眼を以て見るときは小さい山であるが、幽真界においては非常に重要な霊山で、昔より紀州においては仙界に到ろうとする者はならずここに至るべき定めの地であった。
　その後、幸安は九州の赤山の仙境に連れて行かれ、神仙の館に参り、清浄利仙君という神仙に拝謁するのである。清浄利仙君の御姿は、頭は総髪にて長く打ち垂れ、黒い頭巾を着け、口髭は黒く伸び、白い指 (さし)貫 (ぬき)を着し前を紐で結んでいた。上には赤い袍 (ほう)を着していた。袍は打裂羽織に似ていたが、ただし両脇下と後ろは裂けていた。前には胸紐長く結び下げ、足には黒き木沓を履き、手には赤白二色の鳥羽を合わせた梶の葉のような団扇 (うちわ)を持ち、床 (しょう)几 (ぎ)に腰をかけておられた。
[image: ]　傍らには白髪の老翁、黒髪で頭巾を被り白衣を着た者、剃髪で青色の衣を着た者、三人が付き添っていた。その神館は非常に優雅で、板屋根で大竹を割って瓦のようにして葺き、柱は松の木を四つ割にして造り、中には竹を以て包んだものもあり、黒赤の二色を用いて彩色されていた。
　このようにして少名彦那大神に導かれて紀州の人・島田幸安は、九州の地・赤山に登り、幽境にある神館に赴き、清浄利仙君にまみえるのである。この顚末は、同じく紀州の国学者・参 (み)沢 (さわ)宗 (むね)哲 (のり)によって『幸安仙界物語』として残され、篤学の士に知られるようになった。
　かの宮地水位翁なども清浄利仙君にともなわれて太 (だ)上 (じょう)幽 (ゆう)宮 (きゅう)紫 (し)真 (しん)殿 (でん)に至り、太 (だ)上 (じょう)老 (ろう)君 (くん)すなわち伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎ)大 (おお)神 (かみ)に拝謁し、水上歩行ならびに空中飛行の法などを授けられている。
　ちなみに水位翁が師仙と仰ぎ奉る知識明達にして幽真界の高位にある川 (せん)丹 (たん)先生一名玄 (げん)丹 (たん)大 (たい)霊 (れい)寿 (じゅ)真 (しん)人 (じん)も、清浄利仙君の使者として水位翁のもとに遣わされたこともあるほどで、清浄利仙君の神界における地位の程が窺えよう。
　水位翁の著『異境備忘録』には、

清浄利仙君、川丹先生、部 (ぶ)令 (りょう)君 (くん)、広 (こう)原 (げん)大 (たい)霊 (れい)寿 (じゅ)真 (しん)人 (じん)、氷 (ひ)川 (せん)上 (じょう)霊 (れい)寿 (じゅ)真 (しん)童 (どう)等の肉転人は、幽界にて神仙界より人界へ事を告げ、或は人間より得道する者を神界へ取次する役目なり。

と記され、また『幽界記』にも、

利仙君は幽冥にて人間の事を天津神に祈り給ふ。杉山君は人間の得道する者を導き給ふ。故に水位も此両仙の御導きによりて神界へ至る事を得たり。

と記されている。
　これを以て理解されるように、清浄利仙君は幽真界と現界の橋渡しをなされておられ、斯道を志す修道士は必ずその加護を乞わねばならぬ神仙であらせられる。それだけに、この君の将来せられたる神印の存在せるを知るだけでも容易ならぬ道福と言わねばならぬのである。
　ことにここに公開する三印は、それぞれ個別に、また一連のものとして、修道の士たる者の常に用うべき印である。霊符開眼神法等の各種神法を施行せられる際にも必ず必要とされる基本的かつ重要なものであるから、心して習得し、神仙界の気線に感 (かま)け通うよう努めなければならぬのである。



拍 (はく)掌 (しょう)印

　神社・神殿・霊斎殿等において、神を拝するときに、また家居の門内に入るときなどに用いる秘印である。この秘印には、妖魔を祓う力と同時に、神々をそこに案内するという秘力がそなわっている。よって、妖邪の気を感得せられたる場合、この印を以てして、ただちにその妖気・邪気を祓 (ふつ)攘 (じょう)することもできるし、神霊勧請の場合において拝神の印とともに用いて感応奇 (くし)霊 (び)なるものがある。

結印法
[image: ]左右の拇 (おや)指 (ゆび)を掌中に折り隠し、右の掌を以て左の掌を打ちて鳴らす。通常の柏 (かしわ)手 (で)とは異なり、拇指を隠し、左の掌は動かさざることに注意して頂きたい。
拱 (きょう)掌 (しょう)印

　この印は、神に拝礼するときに用いるべき秘印であり、以て身を慎むとの玄意を有するものである。
　幽真界においては、上古には、手を組み拝礼する作法があったが、のちにこのように指を組んで拝する形に改められたという。現界においても、似たような手の組み方をして拝することがあるが、もともとは幽真界におけるこうした作法が現界に漏洩して転じたものであると伝えられている。

結印法
左手の拇指を右手の拇指と人差指のあいだに入れ、拇指を組んで隠すようにして、右手の上に左手を重ねる。
[image: ]

拝 (はい)神 (しん)印

　神拝・祈願の場合等に、必ず用いるべき幽秘の印である。拝印・神霊勧請の印ともいわれ、そこに神々を招来し祈念し奉ることが出来るのである。伊勢・出雲等の諸社に参拝された際にその社前にて用いることはもとより、日常、各家庭に祭祀せる神棚の前でこの秘印を以て神拝されることをお勧めする。以て正神界に感通し、その正真の玄気を受けることができるのである。

結印法
[image: ]右手の小指が下になるようにして、中指・薬指・小指を外に組み、人差指は先端をあわせ立て、拇指は右手の拇指が上になるようにして、交差して掌 (しょう)中 (ちゅう)に入れる。

○玄 (げん)水 (すい)印

　この秘印は水を清める場合に用いる神印である。拍掌印・拱掌印・拝神印同様、清浄利仙君神伝の重秘のものである。禊を行なう場合において各種の印契が知られているが、この秘印はそうした印の中でも白 (はく)眉 (び)のもので、水行の効応を確実ならしめるものである。
　また水による障 (しょう)礙 (げ)を解除するとも口伝されるものであるから、水行における水難をさけることが出来ることは勿論、船などを用いて旅行する場合この秘印を結び、航海の災い無きことを祈られることは結構なことである。
　また特記して置かなければならないことは、この秘印の有効な使い方として、霊符を書写する水を清める場合にも用いることもできることである。以て、霊符の霊応を確実ならしめることができるのである。

結印法
右の小指を下にして、指を内にして両手を組み合わせる。左右の拇指は掌の中に入れるが、このとき右の拇指が上になる。次に咒を唱える。

密　咒
この水を　天の忍 (おし)石 (は)の
[image: ]　　長井の清 (きよ)水 (みず)と　幸 (さきは)ひ給 (たま)へ





○鎮魂印

　周知の如く、本田親 (ちか)徳 (あつ)系統の鎮魂法において用いる印である。『令 (りょうの)義 (ぎ)解 (げ)』によれば、鎮魂とは「離遊の運魂を招いて身体の中 (ちゅう)府 (ふ)に鎮める」の義であり、本田大人はその『神伝秘書』において、この行法の重要性につき次のように述べている。

鎮魂の法は天授の神法にして現世神界の学則なれば、上は天皇の治国平天下の御事よりして、下は人民修身斎家の基本、続て無形の神界を探知するの基礎なれば、宜 (よろ)敷 (しく)朝夕之 (これ)を懐中に秘し、事業の閑暇は謹て是を省み之を行ひ、霊魂の運転活動を学習すべし。
　「精神一到なにごとかならざらん」との諺もあるが、残念ながら私たちの魂は常にふわふわと浮かれ、精神が散乱し、ために百事不如意、煩悶し、疾病に悩まされるのである。よってこの魂を身体の「中 (なか)府 (ご)」にしっかりと鎮めて、さらにはその鎮め養った気魂を自在に運転活動せしめ、天御中主神の一霊を享けて小宇宙を体現する私たちが、道俗万端のことに活用しようとするものである。
　なお、鎮魂法の実修にあたっては、鎮魂玉が必要である。鎮魂玉は、清浄なる神地もしくは河川で直径五分（約一・五センチ）位の丸く重い生き石（玄気の感じられる石）を探し、天之真名井水で清める。その石は錦の袋に入れて神前など神聖な場所に安置する。鎮魂法を行なうにあたっては、この鎮魂玉を三 (さん)方 (ぽう)等の上に置き、一メートルほど離れたところに座り我が魂の玉に集中することを思念するのである。
　鎮魂法については詳しくは友清歓真大人の『鎮魂帰神の極意』（八幡書店版『友清歓真全集』第一巻所収）、また松原皎月大人の『霊能開発法』（『神伝霊学奥義』所収）等を積極的に参照され、修法の導きとされたい。

結印法
[image: ]左の指が下になるようにして、左右の中指・薬指・小指を内側に組み合わせ、人差指は伸ばし立てて先端を合わせ、拇指は左を上にし右を下にして指先を重ねる。




　鎮魂印には、この他に「和 (にぎ)魂 (みたま)之 (の)印 (いん)」というものが伝えられている。但し、この印は、特に重秘の印なので、初心者が平素みだりに結印すべきものではないとされているので注意を要する。

結印法
[image: ]左手の拇指と人差指の先端をあわせる。他の指は同時に軽くまげる。その手を右の掌の上にのせ、右の拇指を第一関節の上にのせる。



○帰 (き)神 (じん)法 (ほう)・神 (かん)主 (ぬし)の印

　松 (まつ)本 (もと)道 (ち)別 (わき)翁が大 (おお)己 (な)貴 (むちの)命 (みこと)より神伝せられた印である。いわゆる神憑りにおいて、神主つまり神霊に憑依される台となる者が結ぶ印である。
　本来、帰神法を行なうには清浄な場所を選び、関係者一同潔斎し、和 (わ)琴 (ごん)を奏して神を呼び神主に降神させるのである。神主は秘印を結び、「我が霊魂は中天を貫き、宇宙の大中心大元霊たる天御中主神に帰一し冥合する」と強く観念し、ひたすら天御中主神を心に念じ、雑念妄想を排除するのである。しかるとき立てたる人差指に宇宙の神気が感応し、ぴりぴりと霊動を起こしきて、そこに神霊が降臨なされたことがわかるのである。

結印法
左の小指を下にして、左右の中指・薬指・小指を相互に外側に組み、人差指は立ててその先端を合わせ、拇指は左を上にして交差させる。その印を鼻先十センチ位のところに安置する。

[image: ]



○帰神法・審 (さ)神 (に)者 (わ)の印

　帰神法において審神者が用いる印で、鎮魂印と形は同じだが、松本道別翁が大己貴命より親授せられたものである。
　審神者とは、神主に対して座する者で、正確にはサニハビトと言うべきであろうが、古くより略してサニハと呼ばれている。神主に憑って来る神霊を審判する役目の者である。
　幽冥界には正邪あり、邪霊が正神の名を騙り、神主に憑り真偽あわせて巧妙に人を欺瞞せんとすることが往々にしてある。もし、うかつにそのような邪霊に瞞着されては大変なことになる。よって帰神法を行なうにおいては、学問識見霊覚を有する審神者が必要となるのである。
　審神者は天御中主神を強く念じ、その神気をみずからの身に受けて、それを人差指の先より神主に向けてウーンと強く放射し、その霊気を以て、神主の霊の発動を助けるのである。詳しくは、松本道別著『霊学講座』等を参照されたい。

結印法
神主に向かって一拝・一拍手し、左の小指を下にして、左右の中指・薬指・小指を相互に内側に組み、人差指は立ててその先端を合わせ、拇指は左を上にして交差させる。
[image: ]




○十 (と)種 (くさの)神 (かん)宝 (だからの)印

　この印は、合計十種の秘印からなる。澳 (おき)津 (つ)鏡 (かがみ)、辺 (へ)津 (つ)鏡 (かがみ)、八 (や)握 (つかの)剣 (つるぎ)、生 (いく)玉 (たま)、足 (たる)玉 (たま)、死 (まかる)反 (がえしの)玉 (たま)、道 (ち)反 (がえしの)玉 (たま)、蛇 (おろちの)比 (ひ)札 (れ)、蜂 (はちの)比 (ひ)札 (れ)、品 (くさ)々 (ぐさの)物 (ものの)比 (ひ)札 (れ)の印である。
　十種神宝は物部氏の祖神・饒 (にぎ)速 (はや)日 (ひの)命 (みこと)が天津神から授かった神宝で、

この瑞宝をして、ヒフミヨイムナヤコトといひて布 (ふ)瑠 (る)部 (へ)由 (ゆ)良 (ら)由 (ゆ)良 (ら)止 (と)布 (ふ)瑠 (る)部 (へ)、かくせば死人も生き返りなむ

と古書にも記されたるところのものである。饒速日命は十種神宝の鎮魂法を常に修し、長生久視の道を得られたとされる。
　この神宝は深く秘せられ、知る人は稀であるが、その図として幾つかのものが流布し、またその秘印と称されるものも幾つかある。図に関しては本書以外に、宮永雄太郎翁『神道秘密集伝』の口絵にも筆者が秘蔵の伊勢伝、伊勢異伝、卜部伝の十種神宝図を掲載しておいたので参照して頂きたい。
　この秘印はみずから鎮魂をなす場合、また他人に鎮魂をさせる場合にも用いることが出来る。以て離遊の運魂をその中府に招き、魂を増大し、みずからの霊力を強化し、病を癒し、長生できるものなのである。
　その施行法は幾つかあるが、ここでもっとも効験ある一法を紹介しておくので各自修せられたい。
　自分で鎮魂をなす場合には、眼を閉じて神前または北方に向かい、他人に施行する場合には、眼は閉じず、神前などを背にして被術者（眼を閉じさせておくこと）に対座する。
　そして、

この十 (と)種 (くさの)神 (かん)宝 (だから)の契りの稜威 (みいつ)によりて、火 (ほ)の気 (け)、吾が（他人に施す場合は〔汝の〕と変える）身体 (み)に入る

と念じつつ、次のように咒を唱え、印を順次組んでいく。

(1)澳 (おき)津 (つ)鏡 (かがみ)と唱え、澳津鏡印
(2)辺 (へ)津 (つ)鏡 (かがみ)と唱え、辺津鏡印
(3)八 (や)握 (つかの)剣 (つるぎ)と唱え、八握剣印
(4)生 (いく)玉 (たま)と唱え、生玉印
(5)足 (たる)玉 (たま)と唱え、足玉印
(6)死 (まかる)反 (がえしの)玉 (たま)と唱え、死反玉印
(7)道 (ち)反 (がえしの)玉 (たま)と唱え、道反玉印
(8)蛇 (おろちの)比 (ひ)札 (れ)と唱え、蛇比札印
(9)蜂 (はちの)比 (ひ)札 (れ)と唱え、蜂比札印
(10)品 (くさ)々 (ぐさの)物 (ものの)比 (ひ)札 (れ)と唱え、品々物比札印

　右の順に唱え印を結ぶのであるが、時間があればこれを何度も繰り返してよい。そして最後に魂 (たま)筥 (はこの)印を結ぶ。この魂筥印を結ぶときに、十種神宝図を謹書したものを両掌の中に入れ、両手の掌の間に十種神宝があると観念しつつ、次の咒を唱える。

一 (ヒト)二 (フタ)三 (ミ)四 (ヨ)五 (イツ)六 (ムユ)七 (ナナ)八 (ヤ)九 (ココノ)十 (タリ)百 (モモ)千 (チ)万 (ヨロズ)

次いで、

布 (ふ)瑠 (る)部 (へ)由 (ゆ)良 (ら)由 (ゆ)良 (ら)止 (と)布 (ふ)瑠 (る)部 (へ)

と唱えつつ、両手を左旋させつつ渦を書き、徐々にその渦を小さくして自分の丹田のところにて止める。そのまま静かに呼吸し、きりのよいところで印を解き、眼をあける。他人に施行する場合は眼をあけたまま同様のことをなし、印は相手に向かって左旋させることとなる。
　なお、宮永雄太郎翁の『神道秘密集伝』には「十種神宝の観行術」が収録されているので参考にせられたいが、これもこの秘印を用いつつ観想することによって、大いに修行の進捗が得られることと確信する。
[image: ]
(1)澳津鏡印
[image: ]右の指が上になるようにして、小指と薬指を、指が外になるようにして組む。中指の先端を合わせ天に向け、人差指は右の方が上になるように交差させる。拇指はその腹の部分を合わせる。


(2)辺津鏡印
右の指が上になるようにして、小指と薬指を指が外になるようにして組む。中指は腹の部分を合わせ、人差指はその腹の部分を中指の背に付ける。拇指は側面部を合わせる。
[image: ]

(3)八握剣印
両手の小指と薬指を、右の指が上になるように、かつ指が外になるようにして組む。中指は腹の部分を合わせ、人差指は左の指が上になるようにして、指が外になるようにして組む。拇指はその側面部を合わせる。
[image: ]

(4)生玉印
両手の指先の腹の部分を合わせ、拇指と他の四指とで図の如く菱形を形成する。
[image: ]


(5)足玉印
両手の指先の腹の部分、ならびに掌を合わせる。いわゆる合掌といわれるものである。
[image: ]

(6)死反玉印
両手の指先の腹の部分を合わせ、拇指と他の四指とで菱形を形成し、指先を地に向ける。つまり生玉印の天地を変えたものである。
[image: ]



(7)道反玉印
両手の指先の腹の部分、ならびに掌を合わせ指先を地に向ける。つまり足玉印の天地を変えたものである。
[image: ]

(8)蛇比札印
拇指の先を小指と薬指とで抑え、人差指と中指を伸ばす。伸ばした人差指と中指を右手の指が上になるように交差させる。
[image: ]

(9)蜂比札印
拇指を小指・薬指・中指とで抑え、人差指を伸ばす。次に伸ばした人差指を右手の指が上になるように交差させる。
[image: ]

(10)品々物比礼印
両掌各指の先端を合わせ、人差指・中指・薬指の先を天、小指と拇指の先を地に向ける。
[image: ]




(11)魂筥印
右の掌の上に握手するように左の掌を重ね、掌の中に空間を作る。
[image: ]




○鏡 (かがみの)印

　鏡は言うまでもなく、三種の神器の一つである。三種の神器は、三種の神宝ともいわれ、皇位継承の御璽として、歴代の天皇が捧持された。北 (きた)畠 (ばたけ)親 (ちか)房 (ふさ)卿の『神 (じん)皇 (のう)正 (しょう)統 (とう)記 (き)』には、

三種の神器世に伝ふる事、日月星の天に在るに同じ。鏡は日の体なり。玉は月の精なり。剣は星の気なり。深き習ひあるべきにや。

と記され、三種の神器は日月星に比せられている。
　この文は玄学的に味わうべき幽意を含む。三種の神器を身に付けることは日月星の力、即宇宙の神秘力を吾がものとなし、その権威を保有するの意が存するのである。よって鏡・剣・玉の三印を運用する者は、宇宙の運行経綸にも関与しうるとされる。但し、そうした施行法は口伝に属するので、ここでは鏡・剣・玉の印それぞれの使い方を述べておく。
　真澄に澄みたる鏡は一物をたくわえず、私心なくして、万象を映し出す。また至大無外至小無内、所在無きがごとく、所在せざる無きが如き天 (あめの)御 (み)中 (なか)主 (ぬしの)神 (かみ)の清澄なる一霊を受けた吾々は真澄に真澄て汚れることも曇ることもない。しかし、その清浄そのものの本体も、それを映す鏡が汚れれば、汚れたように見え、曇ればぼんやりと正体を現さぬのである。
　この鏡の印二つは、ともに用いる時には、自他の本体を映す鏡の曇りや汚れをぬぐい、霊明なる自分自身を示現するための秘印となる。



鏡印（一）
右掌を天に向け、その上を左の掌を自然にまげて覆い、咒を唱えつつ、左手を三度左旋する。
※古神道における左旋とは時計廻りと心得るべし。

密　咒
天 (あめ)の身の　理 (ことはり)の身の　神 (かみ)真 (ま)澄 (すみ)
[image: ]　　曇りまさねば　弥 (いや)光 (て)りを増せ
鏡印（二）
左右の各五指の先端をそれぞれ合わせ、拇指と人差指で円を象づくり、胸の前に拇指が上方になるようにして結印し、咒を唱える。

密　咒
茅 (ち)葉 (は)屋 (や)経 (ふる)　天 (あま)つ鏡 (かがみ)の　神 (かみ)琢 (と)ぎは
　　世 (よ)の罪 (つみ)禍 (わざ)の　曇 (くもり)有 (あ)らめや
[image: ]
○珠 (たまの)印

　三種の神器はいずれも至貴至重のものでいずれを最も尊しとすることは出来ぬが、中でも勾玉には特に深い深秘の玄意が存し、折り・包み・結びの形象によって森羅万象すべての生成化育に不可思議な作用をもたらすとされる太古真法とも密接なる関係を有する。
　その重要性ゆえにか、神典を精読すればわかるように、皇統の継承は、御統の勾玉を以てその証としたのである。
　また潮満珠・潮干珠の伝承からも推察されるように、珠にはあるものを招来し、もしくはそれを去らしめる深秘なる働きがある。この印は、幸・富を無限にもたらす秘印であり、大いに活用されたい。

珠印（一）
右掌を天に向け、その上を左の掌を自然にまげて覆い、咒を唱えつつ、左手を三度左旋する。形は鏡印の一と同じであるが、その動作をなすにおいて、宝珠を拭うとの観想をしながら咒を唱えなければならない。

密　咒
天 (あめ)の身の　理 (ことはり)の身の　神の身の
[image: ]　　福 (さき)富 (とみ)満 (みつ)る　御 (み)澄 (す)丸 (まる)御 (み)饒 (にぎ)
珠印（二）
左右の中指・薬指・小指を伸ばし、その先端をあわせる。次に拇指と人差指の先をあわせ、交差させるように円を作る。

密　咒
天 (あめ)地 (つち)の　内 (うち)外 (と)中 (なか)過 (す)ぎ　諸 (もろ)神 (かみ)の
[image: ]　　御 (み)象 (かた)為 (な)す珠 (たま)　神 (かみ)位 (みさか)珠 (たま)



○剣 (つるぎの)印
　三種の神器の一たる叢 (むら)雲 (くも)の剣は、素 (す)戔 (さの)嗚 (おの)大 (おお)神 (かみ)が八 (や)岐 (またの)大蛇 (おろち)を退治せられたるときに、最後にその尻尾より出でたるものと伝えられる。
　これについては古来より様々の説がなされてきたが、深き幽義の存するところであり、一の例として説くならば、八岐大蛇とは人間のもつ煩悩である。この煩悩を切って切って、切り尽くしたときに神剣が出現されるわけであり、この神剣を用いる者は、みずからの我意我欲を捨てきって居らねばならぬのである。
　剣は周知のごとく諸刃である。よってその刃は相手にも向かうが、また自分にも向かうものとなる。破邪顕正の降魔の剣を振う場合においては、このことをよく肝に銘じておかねばならぬ。
　この印は、自分に仇なす敵を倒し、邪を伏し、災い事を切り払うことの出来る秘印であるが、みずからが正の位置にないかぎり、印の力は己にも降りかかり、みずからを害することともなるのである。
　よって、この秘印はみだりに用いるべきものに非ずして、みずからの心を省み、天地に恥じざるとの信念なくば、用いて却ってみずからに災厄をもたらすものともなる。清く、明 (あか)く、直 (なお)く、正しき心ありとの自覚あるときのみ活用されることを望む次第である。

剣印（一）
右掌を天に向け、その上に左の掌を自然にまげて覆い、咒を唱えつつ、左手を三度左旋する。形は鏡・珠の印の一と同じであるが、その動作をなすにおいて、宝剣を拭うとの観想をしながら咒を唱えねばならない。

密　咒
天の身の　理の身の　神 (かみ)勇 (いさみ)
　　神 (かみ)威 (いきほひ)の　御 (み)利 (と)物 (もの)と　ませ
[image: ]
剣印（二）
左右それぞれの薬指・小指を右が上になるように外に組み合わせ、中指の先端を合わせる。また拇指と人差指も端を合わせ、その先端を拇指は中指の第一節、人差指は中指の第二節に付ける。

密　咒
茅葉屋経　天 (あま)つ剣 (つるぎ)の　法 (のり)琢 (と)ぎは
[image: ]　　敵 (あだ)災 (わざ)事 (ごと)　悉 (ふつか)斬 (たえ)失 (うす)






○祓 (はらい)幣 (ぬさの)印

　古神道において、もっとも重要なことは祓い清めである。神事をなす地を祓い、人を祓い、供物を祓うのに、通常は祓 (はらい)幣 (ぬさ)を用いる。
　この秘印は、祓幣なき場合、それと同等もしくはそれ以上の神験を得ることのできるものとされる。
　特にその効能としては、罪・咎・穢れを祓うことにあり、次の注連印とは区別されなければならない。
　けだしこの秘印は、単独で用いることは少なく、諸々の神事をなすいわば準備として施行することが通例である。たとえば、ある場所を神事の斎庭となす場合は、この秘印によってその場を祓ったのち、次の注連印を用いるのである。

結印法
右手の拇指を立て、残りの四指を図のように垂れて、四垂の幣 (しで)となし、左右左と祓うのであるが、このときに咒を唱える。

[image: ]密　咒
賢 (さか)木 (き)葉 (は)に　木 (ゆ)綿 (ふ)幣 (し)手 (で)掛けて　祓ふには
　　罪てふ罪は　残れるは无 (な)し




○注 (し)連 (めの)印

　注連 (しめ)は、神聖な区域に掛け渡して、内外を区画し、不浄を隔絶するもので、結界をつくるものである。「注」は灌ぐ、つまり水の流射という意であり、「連」は続く、洗うの意である。注連を四方に曳 (ひ)き、祭場を締堅め、清浄なる水が流射し、連々続々として洗い清める状 (さま)を観想することができる。
　右の四指が垂れている様は、幣を象どるもので、真神の影 (よう)向 (ごう)を招請する象であり、この印を結ぶことによって、諸々の荒ぶる神、魔神、凶神の類はことごとく退散し、祭場を真浄の天宮となすことができるのである。
　この秘印の要諦は、結界せんとする場所の内部にあるさまざまの諸障を撃 (げき)攘 (じょう)することにあるので、通常は、次の注 (し)連 (め)引 (ひき)外 (そと)堅 (かため)の秘印とあわせて用いることが望ましい。

結印法
左の掌を斜めに、胸に向け、右の掌も同様になし、左の手の甲の上に重ね、指を図の如く合わせる。

密　咒
御 (み)注 (し)連 (め)引く　内 (うち)は真 (ま)浄 (きよ)の　天 (あま)津 (つ)宮 (みや)
　　神 (かみ)喜 (え)楽 (らぎ)して　神遊びせよ
[image: ]




○注 (し)連 (め)引 (ひき)外 (そと)堅 (かための)印

　この秘印は、注連もしくは注連印によって浄化された斎庭を固めなすのに用いる。つまり、注連の秘印によって、一応の結果は結ばれたわけであるが、これをさらに厳然と外の空間と区別し、結界の外部から感けてこようとする魔神・凶 (まが)津 (つ)を排除し、いわば霊的バリアーを設けるのである。
　よって、注連印ならびにこの注連引外堅印は、斎場で神事を執り行なう場合や神を招神する場合にはもちろん、邪気・妖気・穢気を感じたときに、その場の内外を清めるために両印ともに用いることが望ましいのである。
　また、霊符を浄書する場合や太古真法の神折符を謹製する場合等に、机の前にてこの印を結び、その場を清めることは符の効果をより高めることになろう。

結印法
両手の人差指の背中を合わせ、拇指は外側に天に向けて立て、中指・薬指・小指は指の間を開いて掌の内に垂れる。

密　咒
[image: ]御注連引く　外は虚 (み)空 (そら)の　化 (あだ)然 (し)形 (かた)
　　神触れなせそ　神咎めすな





○鰐 (わに)口 (ぐちの)印

　鰐口とは、扁 (へん)円 (えん)・中空で、下方に横長い口があり、社殿前の軒下につるす金属製の具であるが、その淵源は、古伝によれば、大 (おお)己 (な)貴 (むちの)尊 (みこと)が海原をお渡りになるときに、鰐神が害をなさんとするに際して、これを咒伏してその頸 (くび)を切り、鐘となし、これを神社に懸けて人をしてこれを打たしめれば、神 (かみ)睡 (ねむ)りを覚まし、よくその祈願を聞きいれるべしと咒 (まじな)われたことによるのである。
　よってこの印は、一般的な危難を回避し、特に航海安全に絶妙な効果をもたらすものであるが、それのみならず、願望成就、病気平癒等の祈願に用いて、特に妙験著しいものがある。

結印法
左右の五本の指の先を合わせ、円形となし、中指と薬指の間は開いて、口の形象となし、拇指を上にして、胸下に結ぶ。

密　咒
鰐口は　鰐の頭を　打ち鎮め
　　神は喜び　海行きはよし

[image: ]





○招 (しょう)神 (しん)印（一）

　この印は神を降ろす場合に用いる重要な印である。
　神 (ひも)籬 (ろぎ)（古代においては神霊の依り坐すところとして、清浄な土地を選び、周囲に常 (とき)磐 (わ)木 (ぎ)を立てて神 (かみ)座 (くら)となしたものをいうのであるが、現在では地鎮祭等のときに榊等に垂 (しで)を付け、案の上に立てて神の宿るところとしたものをいう）に神を降臨させる場合、また帰神法等において、台（神主）に神霊を降ろす場合に用いて妙験を得るものである。

結印法
小指の側面を接して両掌をならべ、雲車を観想し、拇指と人差指を合わせ、車輪の如くになす。次に中指・薬指を三度屈して伸ばすが、指を外に伸ばすときに、神都に諸神を迎え奉ることを観想し、屈するときに、神の鎮座を観想するのである。

密　咒
神々は　今集ひます　風の駒
　　雲の車の　音も轟 (とどろ)に
[image: ]






○招神印（二）
　結印法は注連印と同じであるが、神歌が変わることによって、神寄せの印となる。但し、神籬に神を迎えるときのみ用うべき印であり、招神印（一）のように帰神法に用いることは不可である。
　なお、神籬に降神をなす場合、どちらの印を用いるべきか迷う方もおられると思うが、印それぞれに産 (むす)霊 (び)紋理 (かため)があり、たとえば甲の印を用いてあまり効験の得られなかった人が、乙の印を用いて驚くほどの霊験を得たり、またその逆もよくあることなのである。
　よって、すべからく神法道術は、一法のみをもって事足れりとすべきものではなく、自分自身の気線にあった法を用いるようつねに研 (けん)鑽 (さん)を要するのである。
　ただ、この二印に関しては、（一）（二）を併せ施行することによって、神霊のより強い感応を得ることができる。

結印法
左の掌を斜めに、胸に向け、右の掌も同様になし、左の手の甲の上に重ね、指を図の如く合わせる。

密　咒
[image: ]御 (みて)幣 (くら)は　本 (もと)の高 (たか)天 (まが)原 (はら)なれば
　　神集ひせよ　天 (あめ)地 (つち)の神




○送 (そう)神 (しん)印

　この印は、招神印等を以て神籬等に招神した神を元 (もと)津 (つ)御 (み)座 (くら)にお送りするための秘印である。よって通常は招神印とともに用いることが多いことはいうまでもない。
　ただこの神印には、太古真法の「神 (かむ)攘 (やらいの)折 (おり)符 (ふ)」同様の働きがあり、神 (しん)璽 (じ)やお守り等を浄火を以てお焚きあげする場合に用いて霊応を得ることが出来る。
　また神仏の像に霊 (れい)物 (ぶつ)が感応して異常現象を引き起こす場合等に、その霊物をその像から去らしめるために用いることもできる。神仏の像にかぎらず、骨董品等には往々にして霊物が付着し、持主に障礙をもたらすものであるが、そうした場合にもこの印咒を応用することができるのである。

結印法
左の中指・薬指・小指を握り、拇指と人差指を立てる。右も同様に三指を握り、拇指は中指の第二節に付ける。両手の人差指はその先端を合わせ、左の拇指の端を右の拇指の根元に付け、三たび左の拇指を引き放つ動作をなす。

密　咒
[image: ]梓 (あづさ)弓 (ゆみ)　檀 (ま)弓 (ゆみ)槻 (つき)弓 (ゆみ)　引き寄せて
　　放せば返れ　神返りせよ





○御 (み)鈴 (すず)振 (ふりの)印

　鈴は神道祭祀に広く用いられる。神前にかけて、これに麻縄または五色の布等を垂れ、参拝者が揺り動かして鳴らすほか、小型の鈴を十数個集め、これを神楽の採 (とり)物 (もの)として神前舞踏の際に打ち鳴らすことはいまでも行なわれている。
　そもそも鈴の語源は、神慮をすずしめるという意であり、この印を用いることによって、つまりは神慮を鎮め、喜ばしめることができるのである。通常、招神印につづいてこの印を結ぶものである。

結印法
右手の中指・薬指・小指を握る。このとき、中に指一本が入るくらいの空間をつくる。次に拇指と人さし指の先端を合わせる。但し、中指と人差指のあいだは離す必要がある。いくつかの用法があるが、一般には、咒を唱えつつ、この印を三度上下に振るのである。

密　咒
御 (み)鈴 (すず)振 (ふ)る　天 (あま)津 (つ)清 (きよ)音 (おと)　幸 (さき)音 (おと)に
[image: ]　　神てふ神は　皆 (みな)喜 (え)楽 (らぎ)ます







○奉膳 (みかわしわでの)印

　神事においては、神前に供物を供するのを常とする。現今では三方の上に和紙を折って敷き、その上に御 (み)饌 (け)・御酒・種 (くさ)々 (ぐさ)の供物を載せ奉るが、上古においては、供物を楢の葉の上に載せて供した。けだし、柏 (かしわ)葉 (ば)はその形状が広く、指の形をしており、物を盛るに掌を以て奉供するが如くに思われるところが好まれたと思われる。
　この秘印は、実際の供物がない場合に用いて、供物を奉 (ほう)薦 (せん)したと同様もしくはそれ以上の神慮を得ることができるものであり、また、供物ある場合においても、供物を三方に供えるにあたって、この印を用いれば、その供物がなおいっそう神意にかなうものとなるのである。

結印法
左の掌を上に向け、五本の指を伸ばし、少し左右に揺らしながら咒歌を一唱する。これは、供物を柏葉に盛り、これを奉献するの玄意を有し、左右に動かすのは、これ活発納受の意である。

密　咒
青によし　楢の広 (ひろ)葉 (は)の　饗 (かし)膳 (はで)は
[image: ]　　幾 (いく)盛 (も)り供へ　傍 (そば)に供へん





○咒供 (みそなえのまじことの)印

　これは供 (く)物 (もつ)を清め、障りなきものとするための印である。よって、三方に置かれた供物を実際に神前に供えるにあたって、必ず用うべき重要な秘印である。
　供物には、通常、米・神酒・海魚・川魚・海菜・野菜等を用い、現在、神社等においては大 (おお)麻 (あさ)を左右に振ってこれを清めている。そうした祓い清めの法もそれなりの効験はあるのであるが、この秘印を結んで左右左と祓うところの神験にはとうていおよばないものである。
　なお、供物なき場合においても、奉膳の秘印についで、この印を結ぶを通常とする。

結印法
右の掌を自分の方に向け、拇指を立て、四指を垂れて左右左と計三度、打ち祓う。

密　咒
穀 (たなもの)も　果 (このみ)も　天 (あめ)の清 (きよ)つ物 (もの)
　　穢れなければ　また障 (さは)りなし
[image: ]





○多増 (さわましの)印

　本来、供物は五穀・五果・酒・餅等、その祭儀に応じて、供饌することが定められているが、たとえ一器に盛った供物といえども、この多増の秘印を用いるときは、天地の諸神に奉供して足らずということはないのである。
[image: ]
結印法
右の掌を天に向け、五指の間を合わせ、自然にこれを屈し、三度これを左右左にゆり動かす。咒供印と同じく供物を柏手に盛る玄意を有するもので、三度左右にゆり動かすのは、神々が供物を活発納受するを祈願するの意である。

密　咒
一 (ひと)器 (け)盛 (も)れ　食 (け)は元 (もと)　天 (あめ)の広 (ひろ)つ物 (もの)
[image: ]　　天 (あめ)地 (つち)の神　受けてみな飽 (あ)け




○奉燈 (みともしの)印

　この印は、暗黒を滅却し、明々たる境地を具現する印である。神前に燈明をあげ、また神事において斎庭に火を燃やすのは、玄学的には暗気を祓い、神をその場に招 (しょう)請 (せい)するの秘儀であるが、この印は、そうした働きのみならず、大神の霊輝光燿を弥増し、心のなかにある迷いの暗雲を祓い、清明なる陽光をもたらすものである。しかるべく観想しつつ用いる必要がある。

結印法
右手の中指・薬指・小指をかたく握り、火の象を観想しつつ、人差指と拇指の先端を合わせ三角形を形成する。ついで咒歌を唱えつつ、三度これを捻 (ひね)るのである。この三度捻るのは、火を熾 (さか)んにするの意である。

[image: ]密　咒
天 (あま)照 (てら)す　火の灯し立て　掲 (かか)ぐれば
　　闇てふ闇は　早 (はや)明 (あ)けにけり



○授幣 (みぬさをさづける)印

　この秘印は、神前における玉串拝礼の時にあたって、玉串後 (し)取 (どり)が用いるべき霊印である。以て、その玉串を受けたる人は、神の息吹を受け、神に等しき存在となって神に向かうのである。
　また、玉串が用意できない場合においても、この印を以て玉串を観想し、参列者にこれを授けるのである。この印は、注連印、また次の奉 (み)幣 (ぬさの)印とまったく同形ではあるが、咒のみ異なる。

結印法
左の掌を斜めに、胸に向け、右の掌も同様になし、左の手の甲の上に重ね、指を図の如く合わせる。

密　咒
茅葉屋経　神の魂 (たま)幣 (ぬさ)　賜 (たま)人 (ひと)は
　　早 (はや)も五 (い)鎮 (しづ)の　神 (かみ)位 (くらゐ)する

[image: ]






○奉 (み)幣 (ぬさの)印

　この印も、注連の秘印と同形で、咒歌のみ異なる。
本来は、幣 (ぬさ)すなわち玉串を神前に慎み敬いてこれを捧げるにあたって、秘歌を念唱するのであるが、幣なき場合には、この秘印を用いる定めとなっている。
　幣は、神明に奉る布帛の類で、『播磨風土記』に応神天皇御巡幸のおりに、幣を地神に奉り給い、幣丘と命名された記録等からも明らかなように、古代神道においては、稀少とされた麻布を神前に捧げることによって、みずからの真心を表す徴 (しるし)となしたのである。なお古伝においては、麻は天上の布とされ、さらには大神の御魂物でさえあるのである。
　従ってこの印は、みずからの四魂を印によって象 (かたど)った幣に依り奉らせ、神に捧げ一体となるためのものである。神前等において重要な祈願をなす場合に、必ず用いる秘印として伝えられている。

結印法
左の掌を斜めに、胸に向け、右の掌も同様になし、左の手の甲の上に重ね、指を図のように合わせる。

密　咒
天 (あま)つ麻 (ぬさ)　尊 (たか)つ麻 (ぬさ)　こは太 (おほ)神 (かみ)の
御 (み)魂 (たま)物 (もの)てふ　奉 (たてまつ)るなり
[image: ]




○奉 (み)榊 (さかきの)印

　賢 (さか)木 (き)は神木にして、神の御 (み)寄 (より)木 (ぎ)御 (み)魂 (たま)木 (ぎ)である。この木は、常 (とき)磐 (わ)堅 (かき)磐 (わ)に変わることなく、春夏秋冬青盛んにして不生不滅の玄意を表象する。またサカキとは、すなわち「栄える木」であり、木はまた気に通じ、栄気をもたらすものでもある。ちなみに『古事記』天岩戸隠れの段に、「天 (あめの)香 (か)具 (ぐ)山 (やま)の五 (い)百 (お)津 (つ)真 (ま)賢 (さか)木 (き)を根こじにこじて云々」とあるように、木を神事に用いるのは神代以来の風習である。霊学的にみると、大地から出て、天高く伸びる木は、実に天地を結ぶ気なのである。
　以て太古より、この吉祥の木を神前に捧げるのであるが、榊の用意なき場合においても、この秘印を結べは神嘉納し給い、また榊ある場合においても併せ用いることによって、よりいっそう神意にかなうこととなるのである。

結印法
左右の薬指・小指を、右の指が上になるように内に交差させ、これを根の形象となす。次に左右の中指の腹を合わせ、天に向け、これを幹の形象となす。ついで拇指と人差指は開いて枝の形象となすのである。この印は必ず形象を観想しながら結ぶべきものである。
[image: ]
密　咒
真 (ま)榊 (さかき)は　神の御 (み)寄 (より)木 (ぎ)　御 (み)魂 (たま)木 (ぎ)は
　　常 (とき)磐 (は)堅 (かき)葉 (は)の　幸 (さき)奉 (たてまつ)る



○奉 (み)酒 (ほきの)印

　そもそも奉酒には五種あるとされている。一に玄 (きよき)酒 (みず)（これは清水のことで至尊のものとされる）、二に醴 (ひとよ)酒 (ざけ)（甘酒）、三に酥酒 (あまにごり)（滓 (かす)を去らずして飲む濁 (にごり)酒 (ざけ)）、四に醅 (すみ)酒 (さけ)（未だ漉さず、また澄酒の滓の沈んだもの）、五に醪 (から)酒 (さけ)（汁滓を合わせた酒）である。最も重大な儀式には五種類ともに用い、略式にはこのうちの二種を用い、簡略には玄酒すなわち清き水をもって足るとされている。
　この印は、五種類の奉酒すべてを捧げると同等の働きをもち、以て諸神の神喜の祈請し、禱求するのである。また、清酒および清水を奉献する場合にも、この印咒を用いることによって、より神意にかなうものとなる。

結印法
この印は瓶 (へい)子 (し)を象るものである。まず左右の指を内側に入れるように交叉し、両掌の間をうつろにし、両拇指の側面を付けて、それを曲げ、それぞれの人差指の下に付ける。次いで両拇指の間を開き口となし、咒を唱えながら、瓶子を傾ける動作を三度なす。

密　咒
[image: ]梓 (あづさ)弓 (ゆみ)　八 (や)百 (ほ)諸 (もろ)神 (かみ)の　御 (み)喜 (ゑ)楽 (らき)の
　　美 (うま)し祝 (いは)酒 (さか)　いざ参らせん



○奉 (み)餅 (もろぎの)印

　この印は、丸き餅の一重を象 (かたど)るものである。そもそも、丸い餅は天の徳を表象するものであり、天は同時に金気を表すものとなる。神前に餅を供えるは、つまりは五行における金を供 (ぐ)饌 (せん)するの玄意を秘めたものである。
　咒について一言説明を加えるならば、神の霊 (ひ)餅 (もろぎ)とは、天円の鏡餅を尊崇し、霊餅というのである。そもそも、ヒモロギは、日供来の義にして、一切の食物は火を以てヒモロギに変ずるのである。中でも餅は円形にして日相を顕すものゆえ、特に鏡餅を以てヒモロギとなし、神事に用いるのである。
　よって餅を用意せざる場合も、この秘印を神前にて組めば、神これを嘉納し給い、さらに餅ある場合にも印咒を併せ用いることによって、その霊応を得るに著しきものがあるのである。

結印法
左右の拇指・人差指・中指の先端を合わせ、円相をつくる。この時、人差指と中指の間は開くようにし、横からみて一重になるように結び、咒を唱える。

密　咒
梓 (あづさ)弓 (ゆみ)　八 (や)百 (ほ)諸 (もろ)神 (かみ)の　御 (み)饗 (あへ)なす
[image: ]　　神の霊 (ひも)餅 (ろぎ)　饒 (にぎ)は千 (ちぢ)饒 (にぎ)





○奉 (み)饙 (こわいの)印

　饙とは、強 (こわ)飯 (いい)すなわち糯 (うるち)米 (まい)に小豆を入れて蒸した赤飯の意である。古伝によれば、天照大御神ご生誕の時に、伊邪那岐・伊邪那美の神二柱が、天 (あまの)米 (よな)気 (いき)および天 (あまの)赤 (あ)豆 (づ)気 (き)を以て赤飯を蒸して祝ったと伝えられる。
　赤飯を以て何故祝賀の意が生じるかといえば、朱白に陰陽の幽意が存するからである。赤豆は朱色であり陽徳を表し、米は白色にして陰徳を表す。よってこれを合わせ饙となし、陰陽の調和和合、中道の実相を示現し、方形の土盤に載せ神前に供し、神の嘉納を願ったのであるが、その用意なきときも、神前にてこの印咒を施行すれば、神これを同様に嘉納し給い、また併せ用いていっそうの霊応を得るのである。
　なお、以上の奉燈、奉榊、奉酒、奉餅、奉饙は、それぞれ火、水、木、金、土の五元を表象するものであることを申し述べておく。

結印法
左右の掌を天に向け、小指の脇を合わせ、残りの八指は少し屈し、両拇指は人差指に軽く付け、方盤の土器の象をなす。つまりは饙を土器の平らな盤に盛った印象なのである。
[image: ]
密　咒
天 (あめ)地 (つち)の食 (け)の　精 (くはし)物 (もの)　赤 (あ)豆 (づき)加 (か)へ
　　米 (よね)蒸 (む)しなせる　饙 (こはい)参らす


○散 (さん)供 (ぐ)印

　この印は通常、神前等で用いるべき印で、散供を形象するものである。
　散供とは米を撒き散らし神に供し奉ることをいい、散 (うち)米 (まき)ともいう。天孫降臨のとき、稲穂を抜いて四方に散じたら、雲霧が晴れたという故事に基づくものであり、現在では祓いの意味も持っている。
　神職等が散供をなすまえに、この印咒を用いることによって神慮にかない奉ることができ、また散供の準備ができない場合においても、この印を用いれば実際に散供したと同等の効験を得ることができるという妙印である。
　また米には邪気を祓う作用があり、散米を意味するこの印のみでその土地、その家に漂う悪しき気を祓攘することもできるのである。

結印法
右掌を地に向け、拇指が外側になるようにうずらの卵ほどの空間をあけて握り、咒を霊唱しつつ、三度、手を弾き開く。

密　咒
米 (よね)蒔 (ま)きて　神に祭れば　天 (あめ)饙 (にぎ)の
[image: ]　　地 (くに)を潤 (うるほ)し　世をぞ育 (やしな)ふ





○散 (さん)宝 (ぽう)印

　この印は、宝を撒き散らし神に供し奉り、みずからに財をもたらす妙印でもある。神事において散供という場合に、金銭をも撒き散らすことがしばしばあるが、これはみずからの宝を撒き散らし、神に捧げるの意味である。従って、この印は、散供印とともに神前等で用いることが多い。
　なお、秘歌の幽意にも注意を払って頂きたい。人はやみくもに金銀財宝を欲するが、自分の財を神に、もしくは人々のために捧げようとする者は少ない。だが真に富を得んとするならば、みずからの財を私欲のために用いず、まず神に捧げなければならぬのである。神とは、眼に見えざる隠り身の神ももちろん神であるが、世の人々すべても神なのであって、己を後にして人に捧げる時、逆に己も富むのである。

結印法
右掌を天に向け、拇指が外側になるようにうずらの卵ほどの空間をあけて握り、咒を霊唱しつつ、三度、手を弾き開く。

密　咒
宝 (たから)蒔 (ま)き　天 (あめ)地 (つち)の神　祭るにぞ
[image: ]　　神も富 (とむ)成 (な)る　人も富成る





○元 (げん)空 (くう)印

　本来、善悪も正邪も二つのものではなく、神の眼より見るときには、森羅万象ことごとくは、そのままにして完全なる光明一元の世界を形成しているのである。それを俗智俗眼を以て見るところから迷悟を生ずる。一切の善行も一切の悪行も、なべてこれ神の眼から見るときには、宇宙経綸の一環にすぎぬのである。有情無情一切のものは、元来清浄なもので生もなく死もない。そうした玄義を包含しているのがこの秘印であり、この印を結ぶことによって、人は自ずからに本来の実相を悟るのである。

結印法
両手の各指の先端を、ものをつまむかのように合わせ、次に秘歌を唱えつつ、すべてを元空に帰すことを観想しながら、左・右・左と三度開き散らす。

密　咒
善 (よし)悪 (あし)は　元 (もと)は太 (み)空 (そら)の　虚 (うつ)ろ草 (くさ)
　　空に帰れば　生 (おふ)る種なし

[image: ]






○元 (げん)冥 (めい)印

　「神代は今に在り、往 (おう)昔 (せき)を言うなかれ」とか「天地は外に非 (あら)ず、開 (かい)闢 (びゃく)は己に在り」という言葉があるが、本来、有無はひとつであり、それは玄の玄なる妙々たるものである。その一なるものが有と顕われれば、森羅万象すべてのものとなる。無と見えるものも、実は単なる空虚なものではなく、俗眼を以てしては目に触れぬのみであり、その存在は顕幽を貫く不増不減不変の実体なのである。
　この印は、一切のものが妙々玄々たる一なる存在によって成り立っていることを神悟するための秘印である。神法道術を修するにあたっても、一切のものが一なる存在であり、それゆえにこそ感即応の神秘が現れるのであって、この信念を得たる修道士と、この信念のなき俗人とは、その修法の結果に天地懸 (けん)隔 (かく)の相違が生ずるのである。よって、閑 (かん)暇 (か)有ればこの秘印・密咒を以てその信念を涵 (かん)養 (よう)することが望ましい。

結印法
両手中指を内側にしてその腹を合わせ、残りの拇指・人差指・薬指・小指は外側に組違い、腕を合わせる。

[image: ]密　咒
元 (もと)にしも　有るとは无 (なし)の　元 (もと)冥 (くらみ)
　　有るに世は成り　无 (なき)に道 (みち)成 (な)る



○十 (じっ)叉 (さ)印

　この印は、「ひふみ神歌」に秘められたる密義を霊悟するための神印である。

ヒフミヨイムナヤコト　モチロラ　ネシキル　ユイツワヌ　ソヲタハクメカ　ウオエニサリヘテ　ノマス　アセエホレケ

というこの古代より伝承された秘歌の密意については、「火 (ひ)風 (ふ)水 (み)」「霊 (ひ)力 (ふ)体 (み)」「人 (ひ)含 (ふ)道 (み)」等と様々な言霊的解釈が唱えられ、以て宇宙の創生を微言するものであるとか、人間としての生き方を教示するものであると説かれてきた。しかしこうした密意は本来、人から教えられて頭で理解すべきことではなく、みずから霊悟すべきものである。
　学者の論を聞いてみることも大切ではあろうが、まずこの秘印を結び、冷暖自知、知識としてではなく、霊識として身に付けて頂きたいものと思う。それであってこそ、その真理は活用されるのである。

結印法
[image: ]左右の五指をのばし左手の指が上になるようにして第一節を重ねるように交叉させる。

密　咒
ひとふたつ　みよいむななつ　やここのとを
　　よろずの法を　含みてぞある

○天 (あめの)御 (み)中 (なか)主 (ぬしの)神 (かみの)印

　この印は天御中主神を拝み奉り、以てその一霊の増養を得ることのできる秘印である。そもそも神典『古事記』に、

天 (あめ)地 (つち)の初発 (はじめ)の時、高 (たか)天 (まの)原 (はら)に成りませる神の名 (みな)は、天 (あめの)御 (み)中 (なか)主 (ぬし)神 (かみ)、次に高 (たか)御 (み)産 (む)巣 (す)日 (びの)神 (かみ)、神 (かみ)産 (む)巣 (す)日 (びの)神 (かみ)。此の三 (み)柱 (はしら)の神は、並 (みな)独 (ひとり)神 (かみ)成 (な)り坐 (ま)して、身を隠したまひき。

とある如く、天御中主神は、いわゆる造化三神中においてもっとも至尊とされる大神であり、実に至大無外・至小無内、まことに玄の玄たる妙々たる存在である。
　印の組み方は実に簡単であるが、造化三神の一柱たる天御中主神に感通し、その一霊を頂き、みずからの霊胎を長養するに、誠に顕著なる効用のある修道士必須の秘印であり、心して修せられたい。

結印法
左の掌を地に向け、右手は人差指・中指・薬指・小指を握り、拇指を伸ばし立て、左の掌の中心にあてる。

[image: ]密　咒
始めなく　終はりなければ
　　空 (むな)し天 (あめ)　なほその先の天 (あめ)祖 (みおや)神 (かみ)



○伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎの)大 (おお)神 (かみの)印

　　この印は、伊邪那岐大神に感通するための秘印である。伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎの)大 (おお)神 (かみ)は、周知の如く伊 (い)邪 (ざ)那 (な)美 (みの)大 (おお)神 (かみ)とともに天津神の命を受け、修 (しゅ)理 (り)固 (こ)成 (せい)をなし給い、大 (おお)八 (や)洲 (しま)国 (ぐに)をはじめ万物主宰の諸々の神を生み成し給うた大神である。また同時に黄 (よ)泉 (も)津 (つ)比 (ひ)良 (ら)坂 (さか)において黄 (よ)泉 (も)津 (つ)醜 (しこ)女 (め)、八 (やつ)雷 (いかづちの)神 (かみ)等の邪神を撃 (げき)攘 (じょう)し、千引きの磐を以て黄 (よ)泉 (みの)国 (くに)からの邪鬼の侵入を防がれた神である。よってこの印には、いくつかの施行法があるが、特に邪鬼の撃攘に効あるとされている。もちろん、多賀大社（滋賀県）、伊邪那岐神宮（兵庫県淡路島）など伊邪那岐大神を祀る社に詣でたおりに、この秘印を結べば、大いに恩頼 (みたまのふゆ)を頂くことができる。

結印法
左の掌を地に向け、右の掌は天に向ける。左手の拇指と右手の小指の先を合わせ、左手の小指と右手の拇指の先を合わせ、両掌の間に空間を造り、咒を唱えた後、その指を離す。

密　咒
天 (あめ)泉 (いづみ)　気 (いき)行 (ゆ)き通 (かよ)ふ　道を閉じ
[image: ]　　凶 (まが)神 (かみ)止 (とど)む　伊邪那岐神






○天 (あま)照 (てらす)大 (おお)御 (み)神 (かみの)印

　天照大御神は、伊邪那岐大神が筑 (つく)紫 (し)の日 (ひ)向 (むか)の橘の小 (お)門 (ど)の阿 (あ)波 (わ)岐 (ぎ)原 (はら)において禊 (みそぎ)祓 (はらい)をなされ、左の目を洗い給いしときに出現された神である。この神は伊邪那岐大神の詔 (みこと)命 (のり)によって、高天原を知ろし召し、上下等しくその御稜威 (みいづ)を仰ぎて、日神と讃え奉る。この神の神徳はまことに広大無辺にして、その光華明彩は天地の間を照らし給うのである。
　この神は皇室の祖神として伊勢内宮に鎮まり、また各地の神明社に祀られている。この印は、そういった社の社前において結印して、大いにその神徳を頂くことができるのはもちろんのこと、太陽の陽気を頂くために用いても大いに妙験を得ることができる。また朝夕の日拝のおりに皇室の弥 (いや)栄 (さか)を祈る場合には、必ずこの印を結ぶとされている。

結印法
左右の拇指・人差指・小指の先を合わせ、円形をつくる。次に両手の中指・薬指の先端の脇を軽く交叉し、拇指が上になるようにして胸の前に置く。

密　咒
天 (あま)照 (てら)し　地 (くに)照 (てら)しつつ　陽 (ひなた)なす
　　日 (ひ)光 (ひか)る神の　皇 (すべら)太 (おほ)神 (かみ)
[image: ]




○陽 (よう)気 (き)招 (しょう)来 (らい)印

　この印は、みずからの心に陽気を招来する秘印である。もちろん、他の人々が陰鬱な状態にあるときに、その人のためにこの秘印・秘咒を用いれば、その身に天 (あま)照 (てらす)大 (おお)御 (み)神 (かみ)の神気を流入せしめ、心を晴れやかなものとなすこともできる。
　惟 (かんな)神 (がら)の道は生成化育を重んじ、小事に拘 (こう)泥 (でい)せず、おおらかな気持ちを持って陽気に神遊びすることを以て本義となす。『異 (い)境 (きょう)備 (び)忘 (ぼう)録 (ろく)』等によれば、宇宙の極陰の気の凝結した邪神の大王が存在するとされているが、陽気は陽気をよび、陰気は陰気をよぶものであって、笑う門には福来るとの俚言もあながち根拠のないことではないのである。よって、正神界に感通しようとする修道の士は、ときおりはこの秘印を結び、みずからの心に陽気を満たすことが肝要なのである。いかなる場所、いかなる時間帯に用いても結構であるが、日の出のとき陽気発するとされる東方に面し、太陽に向かい、修法されるとより神験著しきものがあろう。

結印法
まず両手の拇指・人差指の先端を合わせ円形をなす。次に中指・薬指・小指の先を交叉し、人差指の脇を中指の脇に付け、胸の前に安置し、咒を唱える。

密　咒
[image: ]天 (あめ)地 (つち)は　日 (ひの)神 (かみ)唯 (ひと)り　照りませば
　　人の心も　日 (ひの)神 (かみ)の神


○日 (にっ)神 (しん)降 (こう)神 (しん)印

この秘印は実に玄妙な印で、吾が身に畏くも天照大御神の御降臨願うときに用いる印である。もちろん、最高貴の神とされる天照大御神の御本身が容易なことで人間界に降臨されることはこの印を以てしてもほとんどなく、時と場合に応じて、その眷属の神々や分霊を降下され、その修道の士を神息吹で満たし導き給うのである。
　またこの秘印は降神印であり、これを真に霊活するためには、帰神法の施行法にも通 (つう)暁 (ぎょう)しておく必要があることはいうまでもない。『鎮魂帰神の極意』（八幡書店版『友清歓真全集』第一巻所収）、また松本道別『霊学講座』等を参照し、各位手腕に応じて活用頂きたい。

結印法
両手の拇指と人差指の先を合わせ円を作り太陽を形象し、中指・薬指・小指は指の間を離して開き、光を象る。次いで咒を唱えて、胸の当たりで三度その印を下方に下げる。

密　咒
神の躬 (み)の　耀 (ひか)る光 (ひかり)は　神なれば
　　天 (あま)降 (さが)る　日 (ひ)之 (の)神 (かみ)ぞ　来 (き)ませる
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○放光印

　この印は、印を結んだ手より霊光を放ち、他に霊気・霊光を被 (かがぶ)らせる妙々玄々たる秘印である。日神降神印を結印し、みずからに天照大御神が降臨したことを観念し、次に日神の光 (こう)芒 (ぼう)が印より放射される状を観想するのである。霊的感覚の鋭い人は、この秘印を結び秘咒を唱えている修道士から、燦 (さん)然 (ぜん)と輝く光が放たれているのを霊視することが出来る。
　この印の活用法は実に多方面にわたる。邪霊等が憑依せる者にこの霊光を当てれば、その邪霊は離れ去り、汚れたる土地を清めるには、その土地に向かって光を放てばよい。心の苛立てる者にこの光を与えれば、その心は平安となり、病者にこの光を放射すれば、自然治癒能力を喚起して、その病を癒すに到るのである。心して修せられたい。

結印法
日神降神印と全く同様で、拇指と人差指の先端を合わし円形を形作り、中指・薬指・小指は間を離して開き、光の形象をかたどるのである。

密　咒
[image: ]天 (あめ)にして　光 (ひかり)耀 (かがや)く　日 (ひの)神 (かみ)は
　　天 (あま)降 (くだ)りては　猶 (なほ)暉 (ひかり)ませ




○月 (つき)読 (よみの)神 (かみの)印

　この印は、月読神の御神徳を被 (かがぶ)るための玄印である。
　月読神は、伊邪那岐大神が筑紫の日向の橘の小門の阿 (あ)波 (わ)岐 (ぎ)原 (はら)において禊 (みそぎ)祓 (はらい)をなされたおり、右の目を洗い給いし時に出現された神である。天照大御神が左目即ち陽に係わる御神徳を体現されるのに対し、月読神は右の目即ち陰に係わる御神徳を保持され、月神として月界を知ろし召し、月の運行によって引き起こされるさまざまの事象、殊 (こと)には人の運命を司 (し)掌 (しょう)されるのである。その御神徳はまことに広大無辺、その神秘なる妙光は天地の間を照らし給う。
　この印は、月読宮、月 (がつ)山 (さん)神社など月読神を祀る社に詣でたおりに結んで応験著しきはもとより、人生の転機においてこの印を結び、祈ることによって大災を小災とし、小災を福へと転換することができる。

結印法
左右の拇指、人差指で円を形作る。拇指と拇指の間は少し開き、中指・薬指・小指は左手の指が手前になるようにして先端を少し交叉させる。

密　咒
天 (あめ)湿 (うる)し　地 (くに)湿 (うる)しつつ　陰 (ひかげ)成 (な)す
　　月 (つき)光 (て)る神の　皇 (すべら)太 (おほ)神 (かみ)
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○龍神印

　この秘印は、龍神に感 (かま)け通うための秘印である。
　現 (あら)人 (ひと)神 (がみ)とされた天皇の御顔を龍顔、その御身体を龍体ということからも分かるように、神々のご本体は龍体をなしていることも多いのである。特に水の気を司る神々は、天地の間を自在に飛翔し、変化する龍神である。「龍能く雲を致し、雨を起こす」という所 (ゆ)以 (えん)である。海神もまた龍体をなすことは、豊 (とよ)玉 (たま)姫 (ひめの)命 (みこと)が龍身を現じて海に入られたという伝承からも窺えよう。
　この霊印は、水の湧き出る清浄なる場所、あるいは龍神を祀る社祠等で結印してその気線を結び、祈願するに大いに効験あり、また雨乞いの時等に請雨印と併用して奇験を顕す。

結印法
右掌を天に向け、少し屈して、五指の間を開き、以て五地四海の形象をなす。左手は人差指・中指・薬指・小指を握り、拇指を立てて龍体を形象し、右掌に置き、秘咒を唱える。

密　咒
[image: ]四 (よつの)海 (うみ)　五 (いつつの)地 (くに)の　主 (あるじ)とは
　　吾 (あが)大 (おほ)君 (きみ)の　天 (あま)津 (つ)大 (わだ)龍 (つみ)




○請 (あま)雨 (ごいの)印

　この印は国土に適当な量の雨水をもたらすための秘印である。往 (おう)昔 (せき)より旱 (かん)魃 (ばつ)のおりなどに、この秘印を用いて、その霊験を得たと伝えられる。
　なお、密教にも龍神を招き雨を祈る請 (しょう)雨 (う)法 (ほう)があり、陰 (おん)陽 (よう)道 (どう)にも黒赤青白黄の五龍を封じ雨を祈る五龍祭がある。かつて桓 (かん)武 (む)天皇は平安遷都にあたり神泉苑を設けて竜王を祭り、弘法大師に勅して祈雨せしめ給うたという伝えもあり、水の気を司るのが龍神たることは言うまでもない。
　よって一般には、この請雨印を結ぶ前に、龍神印を結び、以て龍神界との気線を通ずることによって、一層の霊験を得ることができるとされるのである。

結印法
左右の手を開き、掌を天に向け、両の小指の脇を付ける。

密　咒
御 (み)田 (た)畑 (はた)は　園 (その)に満 (み)ちつつ　民 (たみ)稼 (かせ)ぎ
[image: ]　　時に雲 (くも)行 (ゆ)き　雨ぞ施す





○過 (すぎ)神 (かみの)印

　天地開 (かい)闢 (びゃく)のときにあたって、陰陽すべてを混濁した元の気は、陽気と陰気にわかれた。同様に、神々も正神と邪神とにわかれ、吾々はその両方の神々に感 (かま)け通って、あるときは善をなし、あるときは悪をなすのである。
　過神とは三つの迷いを撃攘する神である。三つの迷いとは悪の迷い、善の迷い、道の迷いである。悪は悪に迷い、罪の害なることを知らず、善は善に迷い、悪に還ることを知らず、道は道に迷い、道を覆うことを悟らない。この三つの迷いは、世を惑わし、行を惑わす。人間にあっては倫 (みち)を損ない乱をなす。天極に至っては則 (のり)を乱し気を変ずるのである。そこにあって、顕を治め、幽を治め、過神はその余すところなく悪しきに感ける魔を祓い、人を清め、迷妄を撃破し、真善を開く。よって、修道の士は、自他共に心中に邪欲や迷いを感得したときは、この秘印を結び、秘咒を唱えるべし。

結印法
両手の人差指・中指・薬指・小指を外に交差し、掌を自分に向け、拇指を立てる。

密　咒
迷ひてふ　迷ひを尽くし　悟りてふ
　　悟りを究 (き)はむ　真 (ま)神 (かみ)皇 (すめ)神 (かみ)
[image: ]





○陰 (いん)魔 (ま)送 (そう)神 (しんの)印

　陰気邪気凝り固まりて陰魔となり、世に災いをなし、人に障りをなす。この印は、以て陰魔神を元津御空に帰らしめ、種々の災禍を消滅せしむる秘印である。一法のみを用いても効あるも、他の法たとえば過神印等と併用し、その絶大なる霊験を得るものである。

結印法
まず両掌を地に向け、上図の如く左手の小指の上に右手の小指を重ねるようにして順に、両手の各指の端を内に交叉して組む。次に掌を自分の方に向け、密咒(1）を唱えつつ、左右左と計三度拇指を外にはじく。次にこの印を解き、両掌を地に向け、下図の如く左手の小指の上に右手の小指を重ねるようにして順に、今度は両手の各指の端を外に交叉して組む。次に掌を自分の方に向け、密咒(2)を唱えつつ、左右左と計三度拇指を外にはじくのである。

[image: ]密咒(1)
障 (さは)りなす　天 (あまの)魔 (ざこ)女 (め)の　神は皆
　　祭れば帰る　元 (もと)の太 (み)空 (そら)を

密咒(2)
[image: ]障りなす　天 (あまの)魔 (ざこ)雄 (を)の　神 (かみ)鬼 (おに)は
　　祭りて後 (のち)に逗 (と)留 (どまる)はなし



○土 (つちの)元 (もとの)神 (かみの)印

　宇宙の森羅万象悉 (ことごと)くは五元から成る。五元とは、木・火・土・金・水の五つの玄気のことで、この玄気の作用によって万有一切は生成化育流転を繰り返すのである。この印は、この五元のうち土元の働きを司掌する神に感応するための神印である。
　よってこの印は、土に関わること、例えば地 (じ)鎮 (ちん)祭 (さい)、気学におけるお土 (つち)取 (と)りの際等に用いて大いに奇験をもたらすものである。土元神は、春夏秋冬でいうならば四季の土用、人体では脾臓、五味でいうならば甘 (あまい)、方位では中央に作用するものであり、これを踏まえた上で各人の手腕に応じたご活用を願いたい。

結印法
左手の拇指・人差指・中指・薬指を握り、小指を伸ばし立てる。その小指の上に右の掌の中央があたるように覆い被せる。

密　咒
地 (くに)開 (ひら)け　十 (そ)二 (ふた)三 (み)十 (そ)てふ　法 (のり)数 (かず)も
[image: ]　　行 (おこ)なはれぬる　土 (つちの)元 (もとの)神 (かみ)






○水 (みずの)元 (もとの)神 (かみの)印

　この印は、五元における水の作用を司掌する神に感応するための秘印である。水元神は、四季でいうならば冬、人体では腎臓、五味でいうならば鹹 (しおからい)、方位では北に作用する。
　水は現界の人間生活において重要な役割を果たすのみならず、神仙道に「神火清明、神水清明」の秘 (ひ)辞 (じ)あることからも瞭知される如く、幽真界における水と火の深秘は修道の士のよく知るところである。以てこの秘印の重大性を推し量ることができよう。
　池や井戸を埋める場合はもちろん、河川海洋等水に関わる造作をなすに当たっては、必ずこの印を結び水元神に祈願するを要す。また家相における水廻り、気学におけるお水取りの場合等にも、この秘印は大いに霊活されるのである。

結印法
五指を伸ばした右の掌を自分の方に向ける。次に五指を伸ばした左の掌を地に向け、その掌の中央を右手の指の上に置くのである。

密　咒
[image: ]天 (あめ)成 (なら)し　地 (くに)成 (なら)しそ
　　水 (み)木 (こほ)火 (ひ)土 (ち)金 (かね)気 (いき)成 (なら)す　水 (みずの)元 (もとの)神 (かみ)




○火 (ひの)元 (もとの)神 (かみの)印

　五元神のうちの火元神に感け通うための霊印である。火元神は四季でいうならば夏、人体では心臓、五味でいうならば苦 (にがい)、方位では南に作用する。
　言霊学においては、神とは「火 (か)水 (み)」であるとも説かれる如く、五元中でも水火はことに顕幽の存在に影響を与えるものとされ、水元神印と同様にこの秘印の持つ意義はすこぶる重大なものがある。
　忌 (いみ)火 (び)神事、火鎮め等の斎行はもとより、火に関することの一切をなすにおいて、また火を扱う場所ではすべからくこの印を結び、火元神にその神威を被 (かが)ふることを祈請し、火に関わる禍事のなきよう祈願すべきものである。

結印法
両手の拇指と人差指の先端を合わせる。そこに小指の脇を接する。かくすることによって二つの円相が形作られるが、一つは日を、一つは月を形象し、さらに薬指・中指の間を開き、それを道と見立てるのである。これによって知れるが如く、火元神は光を発するものに対してもその力を及ぼすのである。

密　咒
[image: ]日の歩み　月の歩みの　道開き
　　天 (あめ)地 (つち)治 (をさ)む　火 (ひの)元 (もとの)神 (かみ)




○木 (きの)元 (もとの)神 (かみの)印

　五元神のうちの木元神に感け通うための神印である。木を用いる家宅の造作、増改築、樹木の植替え等の際には、必ずこの印を結び、木元神に祈願する必要がある。
　もちろん木元神は、たんに樹木の木に関することのみならず、四季でいうならば春、人体では肝臓、五味でいうならば酸 (すっぱい)、方位においては東を司掌されるわけであるから、このことをよく踏まえた上で、各人各人その活用を考え、独自の応用をなされて大いに霊験あることと思う。なお付言しておくならば、木は気に通うものであるから、運気の隆 (りゅう)昌 (しょう)を願うとき等にも霊妙の効あるものである。

結印法
両腕を合わせ、両掌を合わせる。次いでその掌を中空にし、中指と中指の端、小指と小指の端を合わせる。次に拇指と拇指の脇を合わせ、人差指と薬指を伸ばし立て咒を唱える。

密　咒
[image: ]四 (よ)七 (なな)てふ　宿りまします　天 (あま)道 (ち)成 (な)れ
　　天 (あめ)転 (めぐら)せる　木 (きの)元 (もとの)神 (かみ)





○金 (かねの)元 (もとの)神 (かみの)印

　この印は、五元神のうちの金元神に感け通うための妙印である。よって金という玄々妙々なる根源的存在に関わるすべての事象においてこの秘印は活用できる。金属を扱う業務に従事する方が品質の向上、事業の発展等をこの印を結び祈願するもよし、また家相などにおける釘打ち、金属の玉を用いた呪 (まじな)いを施行する場合等に、この印咒を修唱すればより一層の応験を得られよう。
　なお、金元神は金属に関することを司掌するのみならず、四季でいうならば秋、人体においては肺臓、五味でいうならば辛 (からい)、方位においては西に作用する。これを踏まえ、修道の士各位の応用を望むところである。

結印法
両腕・両掌を合わせる。次いでその掌の間を中空にし、両手それぞれの人差指・中指・薬指・小指の四指の側間をやや開け、左右各々の指の先端は合わせる。左右の拇指と拇指の脇は合わせ、天に向かって立てる。

密　咒
[image: ]五 (いつ)形 (かた)の　星の天 (あま)道 (ぢ)を　押し開き
　　世 (よ)界 (さか)をなせる　金 (かねの)元 (もとの)神 (かみ)






○相 (そう)生 (しょう)印
　五元の関係には、相 (そう)生 (しょう)・相 (そう)剋 (こく)・比 (ひ)和 (わ)がある。水は木を育て生じ、木は燃え上がり火を生じ、火は燃え尽きて土を生じ、土の中からは金が生じ、金は冷えて水を生じる。この関係を相生の関係という。水は火を消し、火は金を溶かし、金属の斧は木を切り倒し、木は土中の養分を取り侵 (おか)す。土は堤となって水の自由を奪い、混じりて水を汚す。この互いに相手を損なう関係を相剋関係という。また水と水、木と木というように同じ要素どうしを比和の関係という。
　この印は、大は五元の玄気の運動を活発にし、天地間の万物の生成化育を促し、小は自からの運気の転換向上をもたらすのである。

結印法
左右の掌を自然に屈し、左掌を自分の方に、右掌を地の方に向ける。その状態で左の拇指の端で右の人差指の先端を押さえ、同様に左の人差指で右手の中指、左の中指で右手の薬指、左手の薬指で右手の小指、左の小指で右手の拇指を押さえる。つまりこれ相生を象徴するのである。

密　咒
水 (み)木 (こ)を生 (な)し　木 (こ)は火 (ほ)を生 (な)して
　　地 (つち)金 (かね)や　金 (かね)水 (み)を生 (な)せば　天 (あめ)地 (つち)ぞ成 (な)る
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○相 (そう)剋 (こく)印

　相生印のところでも説明したように、木・火・土・金・水の五元には相生・相剋・比和の関係がある。
　世の中一般の人は、相生関係のみを善とし、相剋関係を凶とみなすが、相生相剋ともにあってこそ宇宙の秩序が成り立ち、世の中は治まるのである。
　火の激しさを消すものは水であり、水がなければ火はすべてを焼きつくすであろう。また金の強靭さは火の熱を以てしなければ自在とならず、火がなければ人の為に活用することは出来ないであろう。相性の悪い人がいて、その人によって鍛えられることによって、かえって自分の実力が発揮され伸びることもあるのである。
　この印は、相剋関係を吉ならしめる秘印であり、相生の印と同様に大きく用いる場合は、森羅万象を形成している五元の玄気の動運を活発にし、天地の間における万物の生成化育に多大なる影響を及ぼすのである。また個人的に用いる時には、我が身に害ある相剋関係を解消し、自らの運気を好転せしむるために用いて効験絶大なるものがある。
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結印法（一）
右掌を地に向け、拇指と小指は伸ばし、中指は第二節で大きく曲げ、人差指・薬指は少し曲げる。左掌は天に向け、拇指・人差指を伸ばし、中指は第二節で曲げ、薬指・小指は少し曲げる。右手が左手の上にかぶさるようになり、相剋の形を形象するのである。
[image: ]
密　咒
五 (いつ)形 (かた)の　相 (せめ)剋 (ころし)事 (わざ)　官 (つか)さどり
　　司 (つかさ)神 (がみ)知 (し)る　五 (いつ)形 (かた)司 (つかさの)神 (かみ)



結印法（二）
左の薬指を右の中指の下、人差指・薬指の上に置き、右の人差指でその先端を押さえる。左の小指は右の中指と組ませ、十字を形作る。右の薬指・小指を左の人差指・中指の上、薬指・小指の下に置く。右の小指は左の人差指に付け、右の薬指を左の拇指に付け、右の拇指を左の中指に付ける。以て五元の相剋を表象す。

[image: ]密　咒
水 (み)火 (ほ)に消し　火 (ほ)は金 (かね)　金 (かね)は木 (こ)　木 (こ)は地 (ひち)や
　　地 (ひち)水 (み)を剋 (ころ)し　世 (よ)こそ治まれ



○元 (もと)五 (い)鎮 (しずの)印

　森羅万象はすべて本来自 (じ)性 (しょう)清 (せい)浄 (じょう)、不 (ふ)垢 (く)不 (ふ)壊 (え)、不 (ふ)増 (ぞう)不 (ふ)減 (げん)なる木火土金水の五元より成り立つ。よって万物の本源は、元来一埃の汚れもなき明朗清浄なるものであるが、しかし惜しむらくは、俗智俗眼を以てこの世界を見るときは、穢れがあるかの如くの現象を呈するのである。
　この印は、森羅万象悉 (ことごと)くのものは無始無終の清浄なる五元より成ることを神悟せしめ、以てあらゆるものを、本来の自性清浄の五鎮となす妙用を持つものなのである。
　その活用の範囲は広い。例せば、土地を鎮め、家屋を安泰ならしめ、みずからの身体の五気を整えることができるのである。

結印法
左の掌をくぼめ、海の形をなし、人差指・中指・薬指・小指の四指を少し立て、拇指は人差指に軽く触れ、臍の前に付ける。

密　咒
元 (もと)浄 (きよ)し　五 (い)鎮 (しづ)の地 (くに)に　五 (い)鎮 (しづ)建 (た)つ
　　五 (い)鎮 (しづ)の屋 (ゑ)には　穢 (けがれ)有 (ゆう)らめや
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○五 (ご)元 (げん)生 (せい)成 (せいの)印

　五元には生 (せい)数 (すう)、成 (せい)数 (すう)という概念がある。天一を以て水を生じ、地六を以てこれを成すとされ、よって水の生数は一、成数は六となる。同じく天二を以て火を生じ、地七を以てこれを成すので、火の生数は二、成数は七となり、天三を以て木を生じ、地八を以てこれを成すので、木の生数は三、成数は八、天四を以て金を生じ、地九を以てこれを成すので、金の生数は四、成数は九、天五を以て水を生じ、地十を以てこれを成すので、土の生数は五、成数は十となる。
　この数は易の根源となった河 (か)図 (こ)と深い関係がある。太古伏 (ふつ)義 (き)の時、黄河より出現した龍馬にイ図のような旋毛があり、これを図示したものが河図（ロ図）である。図中央に土の数五と十が配され、東方（図左方）には木の数三と八が、南方（図上方）には火の数二と七が、西方を（図右方）には金の数四と九が、北方（図下方）には水の数一と六がそれぞれ配され、以て五元働 (どう)用 (よう)の玄意を示している。
　修道の士、周知の如く、五元は森羅万象の構成のその根底をなすものである。よって五元の生成に玄妙な作用をもたらすこの秘印は、単独に用いて、祥 (しょう)運 (うん)の気をもたらし、あらゆる事を成就せしめる力を有するばかりではなく、他の秘印と併用して、その秘印の効験を増大しうるのである。
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結印法（一）
左の五指の間を離し、少し曲げて天の円形を形象し、掌を地に向ける。右は五指の間を付け、平らにして地の方形を形象し、掌を天に向ける。次に左の小指を右の掌に付け、これを揺らしつつ、咒を唱える。

密　咒
天 (あめ)一 (ひ)水 (み)を　地 (くに)二 (ふ)火 (ほ)を生 (な)し、天 (あめ)三 (み)木 (こ)を
　　地 (くに)四 (よ)　金 (かね)生 (な)し　天 (あめ)五 (い)土 (ひち)生 (な)す
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結印法（二）
第一印と同様であるが、ただしこの印においては、右手の人差指を左掌に付け、これを揺らしつつ、咒を唱える。

密　咒
地 (くに)六 (む)水 (み)を　天 (あめ)七 (な)火 (ほ)成 (な)りて　地 (くに)八 (や)木 (こ)を
[image: ]　　天 (あめ)九 (こ)金 (かね)成 (な)り　地 (くに)十 (と)土 (ひち)成 (な)る





○水 (すい)曜 (よう)星 (せいの)印

　五元は気凝り固まりて星となる。水の気凝り固まりたるものは水曜星（水星）である。この印は、水曜星を観想し、その神気をわが身に頂き、活用するための秘印である。以て水元神印とも実に深い関わりがあり、その時その時に応じて、水元の秘印をも併用することが望ましい。
　ただ、この印は水元神印とは違い、水曜星という星自体の方角に向かい、また見えざる場合において（この星は真夜中の空には見えることがなく、夕方の西空または明け方の東空に見えるだけである）は、その方に向かって自分は座している、もしくは立っていると強く観念し、用いることとなるのである。

結印法
左右の手を合わせ、水の用をもつ小指は離し立て、人差指・中指・薬指の先端を合わせ、拇指はその脇を合わせる。

密　咒
天 (あめ)地 (つち)は　皆 (みな)水 (みづ)持ちの水 (みづ)成 (な)せる
[image: ]　　水 (み)曜 (かがやく)神 (かみ)　主 (つかさ)太 (おほ)神 (かみ)







○木 (もく)曜 (よう)星 (せいの)印

　五元の玄気のうち木の気が凝り固まりたるものが、木曜星（木星）となる。この星は、中国では古く歳 (さい)星 (せい)とよばれ、最大の惑星である。その輝きは金星に次ぐものとして昔から有名である。
　この秘印は、木曜星を凝視もしくは観想し、その神気をわが身に頂き、活用するための霊印である。もちろん、木元神印とも深い関わりがあり、その時その時に応じて、併用することが望ましい。
　ただし、木元神印とは違い、木曜星というその星自体の方角に向かい、また見えざる場合においてはその存在すると思われる方角に向かって用いるのである。

結印法
左右の手を合わせ、両掌の間をうつろにし、木の用をもつ拇指は離し、人差指・中指・薬指・小指の先端を合わせる。

密　咒
[image: ]木 (こ)艸 (くさ)成 (な)り　五 (い)穀 (たなもの)成 (な)り　年 (とし)成 (な)りて
　　木 (こ)曜 (かがやく)神 (かみ)　主 (つかさ)太 (おほ)神 (かみ)






○火 (か)曜 (よう)星 (せいの)印

　火の気凝り固まりて、火曜星（火星）となる。火曜星は、古く中国では熒 (けい)惑 (わく)とよばれ、血のような赤い色をし、明るさや運動が不規則に変化するところから、往古より注目されてきた。
　この印は、火曜星を凝視もしくは観想し、その神気を吾身に流入せしめ活用するための霊印で、時に応じて火元神印をも併用することが望ましい。
　ただし、火元神印とは異なり、火曜星の方角に向かい、また見えざる場合においてはその存在すると思われる方角に向かって立ち、もしくは座して用いるのである。

結印法
左右の手を合わせ、両掌の間をうつろにし、火の用をもつ人差指を開き立て、拇指は脇を合わせ、中指・薬指・小指はその先端を合わせる。

密　咒
世 (よの)間 (なか)は　火 (ほ)の蒸し炊 (かし)き　温 (ぬく)に成 (な)る
[image: ]　　火 (ほ)曜 (かがやく)神 (かみ)　主 (つかさ)太 (おほ)神 (かみ)







○土 (ど)曜 (よう)星 (せいの)印

　土の気凝り固まりて、土曜星（土星）となる。この星は、中国では古く鎮 (ちん)星 (せい)ともよばれた。
　この秘印は、天空の土曜星の方角に向かい、また見えざる場合においてはその存在すると思われる方角に向かって凝視もしくは観想し、その精気を吾が身に流入せしめ、これを活用するための霊印である。
　そもそも天地開け、陰陽の気化 (か)して日月となり、五元化して五星となる。よって五星運行して五気動運し、五気の周転変化は五星の旋転と共時するものである。以て他の五元神印、五曜星印と同様、この土曜星の秘印も、土元神印とあいまってその霊験に妙応をなすのである。

結印法
左右の手を合わせ、両掌の間をうつろにし、土の用をもつ中指を開き、拇指は脇を合わせ、人差指・薬指・小指はその先端を合わせる。

密　咒
[image: ]土 (ひち)成 (な)りて　世 (よ)界 (さか)人 (ひと)界 (さか)　成り成らす
　　土 (ひち)曜 (かがやく)神 (かみ)　主 (つかさ)太 (おほ)神 (かみ)






○金 (きん)曜 (よう)星 (せいの)印

　金の気凝り固まりて、金曜星（金星）となる。この印は、金曜星を凝視もしくは観想し、その星気を吾が身に受け、これを活用するための妙印である。
　この星は五星のなかでもっとも明るく、その光の色が白金を連想させるところから、中国では太白星とよばれた。真夜中の空に見ることはなく、日没の西の空（宵の明星）もしくは日の出前の東の空（明の明星）に見える。かの釈迦・日蓮なども大空にあやしく輝くこの星を見て覚然と悟るところがあったと伝えられる。
　時に応じて、金元神印と併用するが、但し、この印は金元神印とは違い、金曜星という具体的事物を目標としてその方向に向かい、結印し、観想凝念するのである。

結印法
左右の手を合わせ、両掌の間をうつろにし、金の用をもつ薬指を開き、拇指は脇を合わせ、人差指・中指・小指はその先端を合わせる。

[image: ]密　咒
世 (よの)間 (なか)は　鉄 (まかね)功 (いさを)し　五 (い)金 (かね)用 (も)ち
　　金 (かね)曜 (かがやく)神 (かみ)　主 (つかさ)太 (おほ)神 (かみ)





○天 (あめ)地 (つちの)印

　この秘印は、天地の運行と密接な関係を有する重要な神印である。通常において、私たちがいかに祈ろうと、たえまない努力を続けようと、太陽は東から上がり西に沈む。同様に天地の間のことは、神々の密策によるものであって、一個人のどうにもなる問題ではない。
　しかしながら、微々たる人間といえども、その本性においては天御中主神の一 (いち)霊 (れい)を享けて生まれた小宇宙である。よって、この秘印を結んで祈ることによって、天地の間における万物の生成化育に多大なる影響を与えることができるのである。その活用方法としては、日照りて水少なきとき、また逆に雨多くして陽光の少なきとき、また五穀豊穣を祈願し奉るとき、この秘印を神前において結び祈 (き)請 (せい)し奉れば霊験著しきものがあると伝えられている。この印は天印と地印とからなる。まず天印を結び咒を唱え、ついで地印を結び咒を唱えるのである。

天 (あめの)印
右の掌を左方に向け、ものを摑むように指先を寄せ、その先を天に向ける。ついで左の掌を地に向け、軽く開いて右手を覆う。
[image: ]
密　咒
天 (あめ)成りて　天 (あめ)包むより　世 (よ)界 (さか)成る
　　天 (あめ)首 (かしら)神 (かみ)　皇 (すべら)太 (おほ)神 (かみ)



地 (つちの)印
右の掌を上方に向け、五指は軽く開き伸ばす。左の手は物をつかむかのように指先を寄せ、右の掌の中央部に付ける。

密　咒
地 (くに)成りて　地 (くに)載 (の)するより
　　世 (よ)界 (さか)成る　地 (つちの)尾 (を)の神　皇 (すべら)太 (おほ)神 (かみ)
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○座 (ざ)天 (てん)蓋 (がいの)印

　天地の極みである北の果て宇宙の中心には、全大宇宙の中心神界である北 (ほく)天 (てん)神 (しん)界 (かい)紫 (し)微 (び)宮 (きゅう)が厳存し、大宇宙の経 (けい)綸 (りん)に関与している。
　そうしたことの詳しい消息については、幕末の国学者平 (ひら)田 (た)篤 (あつ)胤 (たね)大 (う)人 (し)をはじめ、肉身をもって幽真界に出入されたといわれる宮地水位翁などもその霊著において言及され、非常に重要視せられているのである。以て、幾つかの系統において、この中心神界に感通するための秘印・秘咒が伝えられているが、この印もそのうちの一つである。
　修道の士は、この印咒を以て修法することによって、根本神界の気線に触れ、幽秘なる神界の玄秘を垣間見る機会に接することができるばかりではない。天地開 (かい)闢 (びゃく)において活動なされ、いまなお玄々冥々のうちに森羅万象の生成化育、変化発展に寄与せられておられる造化三神の一柱たる天 (あめの)御 (み)中 (なか)主 (ぬしの)神 (かみ)よりその稜威 (みいず)をさき与えられ、ますます霊 (ひ)止 (と)としての霊性を高めることができるのである。
　この印は、昼間、北方に向かい、あるいは神前にて修法されて通常はけっこうである。しかし、この印咒を真に霊活せんとするならば、夜間、子の刻を以て（午後十一時から午前一時の間）北方に向かい修せられることをお勧めする。
　なお、この秘印密咒は単独で施行してもその神験は灼 (いや)然 (ちこ)なものがあるが、「天御中主神印」（二一八頁参照）と併せて以て修法する時には、その霊応はかり知れぬものがあることを付言しておく。

結印法
合掌し、拇指は脇を合わせて立て、人差指・中指・薬指・小指は左の指を上になるようにして交叉し、少し曲げる。

密　咒
[image: ]久方の　紫 (たか)微 (まが)宮 (はら)に　今居 (を)りて
　　神 (かみ)位 (くらゐ)せる　神 (かみ)位 (くらゐ)かな






○座 (ざ)地 (ち)盤 (ばんの)印

　この印は、地の神界に感けるための秘印である。
　地上界には、幽真界に通ずる聖なる地が随所に存在する。そうした場所は、往々にして、神定め・産 (むす)霊 (び)紋理 (かため)により、神社・仏閣、あるいは有力な各派教団の祭所となっていることが多いのである。
　この秘印は、右のような各種地上の神界に感通するときに用いるほか、特に地の神界の中 (ちゅう)府 (ふ)といわれる神 (しん)集 (しゅう)岳 (がく)神 (しん)界 (かい)・万 (ばん)霊 (れい)神 (しん)岳 (がく)神界に感通せんとする時に用いて応験があるのである。
　神集岳神界は、この地上における根本神界ともいうべきもので、世界万国の神界・幽界は、この神集岳神界によって統括されている。万霊神岳は、神集岳の次位にある神界で、八 (や)百 (お)万 (よろず)の神の都ともよばれ、伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎの)神 (かみ)の代命として少 (すく)名 (な)彦 (ひこ)那 (なの)神 (かみ)が司掌なさっておられるのである。正神界の気線に触れるために、この秘印・秘咒は必須のものであり、以てその重要性を知るべきである。

結印法
[image: ]両掌を合わせ、中指を右指が手前になるように交差させ、その他の指は腹の部分を合わせ立てる。

密　咒
新 (あら)金 (がね)の　黄 (かを)き大城 (みやこ)に　降 (あま)下 (くだ)り
　　神 (かん)鎮 (しず)まりの道にこそ立て



○通 (つう)天 (てんの)印

　天を方角によって九つにわけ、中央を鈞 (きん)天 (てん)、東方を蒼 (そう)天 (てん)、東北を変 (へん)天 (てん)、北方を玄 (げん)天 (てん)、西北を幽 (ゆう)天 (てん)、西方を顥 (こう)天 (てん)、西南を朱 (しゅ)天 (てん)、南方を炎 (えん)天 (てん)、東南を陽 (よう)天 (てん)とし、これを九天と称す。
　この秘印は、この九つの天界に気線を通じ、みずからの魂魄を天 (あま)翔 (か)けらすための秘印である。本来、脱 (だっ)魂 (こん)法 (ほう)・使 (し)魂 (こん)法 (ほう)にある程度まで通 (つう)暁 (ぎょう)せる修道士が、より高位の神界に出入するために用いて効ある密印であるが、未だ使魂法の域に達せぬ者も、就寝前等にこの印咒を熱心に修することによって、夢中にて神光輝く世界に導かれ、夢から覚めて後も、その世界での体験をあたかも実体験の如くありありと思い出すことがあるようである。

結印法
まず両手の拇指を合わせ、人差指・中指・薬指・小指は先端を交差させる。ただし指の間はあけ、接しないようにする。形象を丸くして九天を形作る。

密　咒
天 (あめ)地 (つち)の　大 (み)中 (なか)の極 (きは)を　鎮 (しづ)め持つ
[image: ]　　神 (かみ)造 (つくり)ます　吾 (あが)九 (ここの)天 (あめ)






○玄 (げん)胎 (たい)結 (けっ)成 (せいの)印

　次に示す天 (あまの)八 (や)降 (くだり)魂 (たまの)尊 (みこと)以下の神々は、それぞれ人体の五臓に対応し、その働きを司る神霊である。本来、五臓は五行に照応するものである。さきに説明したように、五元それぞれの働きを司掌する神々がおられるが、五臓については特にこれを専管される神々がまた存在するのである。それぞれの対応は以下のとおりである。

腎臓………水………天 (あまの)八 (や)降 (くだり)魂 (たまの)尊 (みこと)
肝臓………木………天 (あまの)三 (み)降 (くだり)魂 (たまの)尊 (みこと)
心臓………火………天 (あまの)五 (い)十 (そ)合 (あひ)魂 (たまの)尊 (みこと)
脾臓………土………天 (あまの)八 (や)百 (を)日 (ひ)魂 (たまの)尊 (みこと)
肺臓………金………天 (あまの)八 (や)十 (そ)萬 (よろづ)魂 (たまの)尊 (みこと)

　以てこの印を組み、咒を唱えることによって、五臓の安寧を保ち、それぞれの病を除去することができるのである。
　ここで玄学修道の真摯なる人々のために特記しておかなければならないことがある。実はこの秘印には修法上さらに幽秘なる作用と施行法が存することでもある。
　修道の士が究極的に目指すものとして、霊的身体ともいえる権 (ごん)胎 (たい)・霊 (れい)胎 (たい)・玄 (げん)胎 (たい)、さらには神 (しん)胎 (たい)結成の秘事があり、現界に生を享けた人の場合は霊胎結成が成就すればよい方とされているが、その霊胎結成に当たっては、五臓の身体的安寧はもとより、霊的安寧が不可欠なのである。ある一面より申せば、五臓の玄気を結集したものがすなわち霊胎なのである。よって霊胎を結成せんと志す修道の士は、必ずこれらの秘印を知り、この法を修めなければならぬのである。

天 (あまの)八 (や)降 (くだり)魂 (たまの)尊 (みことの)印
両掌を合わせ、掌の間をうつろにする。両小指は先端を合わせ、拇指、人差指・中指・薬指は少し曲げて立て、先端は離す。

[image: ]密　咒
世 (よ)の水 (み)事 (わざ)　人 (ひと)の精 (くろたま)官 (つかさ)どり
　　配 (くば)り納 (をさ)めの天 (あまの)八 (や)降魂 (くだり)





天 (あまの)三 (み)降 (くだり)魂 (たまの)尊 (みことの)印
両の掌を合わせ、掌の間をうつろにする。両拇指の側面を合わせ、人差指・中指・薬指・小指は少し曲げて立て、先端は離す。
[image: ]
密　咒
世 (よ)の木 (こ)事 (わざ)　人の魂 (あをたま)官 (つかさ)どり
配 (くば)り納 (をさ)めの天 (あめの)三 (み)降魂 (くだり)



天 (あまの)五 (い)十 (そ)合 (あひ)魂 (たまの)尊 (みことの)印
両掌を合わせ、掌の間をうつろにする。両人差指の先を合わせ、拇指・中指・薬指・小指は少し曲げて立て先端は離す。
[image: ]
密　咒
世の火 (ほ)事 (わざ)　人の秘 (あけだま)官 (つかさ)どり
　　配 (くば)り納 (をさ)めの　天 (あまの)五 (い)十 (そ)合 (あ)魂 (ひ)




天 (あめの)八 (や)百 (を)日 (ひ)魂 (たまの)尊 (みことの)印
両掌を合わせ、掌の間をうつろにする。両中指の先を合わせ、拇指・人差指・薬指・小指は少し曲げて立て先端は離す。

密　咒
[image: ]世の地 (ち)事 (わざ)　人の気 (き)魂 (みたま)官 (つかさ)どり
　　配 (くば)り納 (をさ)めの　天 (あめの)八百日魂 (やをひ)







天 (あまの)八 (や)十 (そ)萬 (よろづ)魂 (たまの)尊 (みことの)印
両掌を合わせ、掌の間をうつろにする。両薬指の先を合わせ、拇指・人差指・中指・小指は少し曲げて立て先端は離す。

密　咒
世の金 (か)事 (わざ)　人の魄 (しらだま)官 (つかさ)どり
[image: ]　　配 (くば)り納 (をさ)めの　天 (あめの)八 (や)十 (そ)萬魂 (よろづ)










[image: ]五元配当表

○八 (や)雲 (くもの)印

　この印は、悪しきもの、悪しき人、悪しき気など障りとなるような一切の障礙の家宅への侵入を防御する秘印で、その起源は素 (す)戔 (さの)嗚 (おの)大 (おお)神 (かみ)に由来すると伝えられる。
　素戔嗚大神が八 (や)岐 (またの)大蛇 (おろち)を退治され、草薙の宝剣を得られた後、奇 (くし)稲 (いな)田 (だ)姫 (ひめ)と住まう宮を作るべく、その所を出雲の国に求められた。ついに須賀に至って、その聖なる地たることを感得なされ、須賀の宮をお造りになられたのである。
　この時、大神たちの前途を祝福するかのように、あたり一面に瑞 (ずい)雲 (うん)が立ち昇り、深く感ずるところのあられた大神は、歌を詠じられた。ちなみに、これが和歌の起源であり、またこの秘印に付随する密咒となっているのである。

結印法
まず合掌し、人差指・中指・薬指の先を開く。但し拇指の脇と小指の先端は付けておくこと。

[image: ]密　咒
八雲立つ　出 (いづ)雲 (も)八 (や)重 (へ)垣 (がき)　妻 (つま)籠 (ごめ)に
　　八 (や)重 (へ)垣 (がき)作 (つく)る　その八 (や)重 (へ)垣 (がき)を






○神 (かみ)占 (うらの)印

　この印は、神占の秘印である。古神道において占いの起源とされる「フトマニ」については、さまざまな説があるが、一伝に「フトマニ」とは「心にふと浮かぶままに」という義で「胸浮かび」のことをいうとする説がある。
　心に惑うことがあるとき、もしくは占うべきことがあるときに、その事柄を心に強く念じつつ、この秘印を結び、咒を繰り返し念唱すると、奇 (くし)霊 (び)なことに心のなかに電光の如く閃くものがある。惑いに対する解答であり、占いに対する解答である。即座にその妙験を得ることができない場合においても夢中において結果を示されることが多い。
　また易占等を行なうに当たっても、この印咒を修すればより一層的確な占断を下すことができよう。

結印法
左の手は少し曲げ、大海の形象をなして掌を天に向ける。右も自然に曲げて掌を地に向け咒を唱えつつ、神気の充実を感得したる場合に、速やかに大海の中より神物をとり出す動作をなす。
[image: ]
密　咒
西の海　千 (ち)尋 (ひろ)の底の　海 (うみ)艸 (くさ)を
　　手 (た)房 (ぶさ)濡 (ぬら)さで　取るや神 (かみ)業 (わざ)




○神 (かみ)遷 (うつりの)印

　この印は、社 (しゃ)祠 (し)、霊 (れい)斎 (さい)殿 (でん)等にお祀りする神霊をお遷 (うつ)しするときに必ず用うべき秘印である。
　よってこの印は、もっぱら神社、教会等における神 (しん)明 (めい)奉 (ほう)仕 (し)者 (しゃ)が、神殿の立替えのため神 (しん)璽 (じ)等をお移しする場合、また他の場所に御 (ご)分 (ぶん)霊 (れい)をお祀りする場合等に用いて玄意にかなうこととなるのである。
　ちなみに伊勢神宮の最大最高の祭は、二十年に一度行なわれる式年遷宮祭であるが、一般の神社では同様の神事は遷座祭と呼称されている。そうした遷座祭・遷宮祭などの祝詞を奏上申し上げたあと、この印を結び秘咒を唱えるべしと古神道においては伝えられているのである。

結印法
両手拇指の側面を合わせ、人差指・中指・薬指・小指の先端の腹を合わせ、掌中をうつろにして合掌する。次に左右の人差指・中指・薬指・小指を三度開く。ただし拇指はそのままである。

[image: ]密　咒
茅 (ち)葉 (は)屋 (や)経 (ふる)　神 (かみ)咒 (まじこと)の　法 (のり)事 (ごと)に
　　神 (かみ)遷 (うつ)りして　障 (さは)物 (もの)はなし





○忌 (いみ)火 (び)神 (しん)事 (じの)印

　忌火神事の印は、「請火印」「扇火印」「奉火印」「焼事印」「火箸印」からなる。
　忌火神事とは、仏教でいう護摩法と同様の意味をもつものである。教派によってその次第に若干の違いがあり、名称も火焼行事、火祭行事等と称されることもある。江戸時代、全国の祠 (し)職 (しょく)の殆どがその傘下にあったとされる吉田神道においては神道護摩と呼ばれ、唯 (ゆい)一 (いつ)神 (しん)道 (とう)三科の事 (じ)相 (そう)のうち、最奥秘のものとされた。
　吉田神道における神道護摩の次第は、「唯一神道大護摩法」「略護摩法次第」の広略二つがある。その大要は、三種加持・六 (ろっ)根 (こん)清 (しょう)浄 (じょう)加 (か)持 (じ)・太元両器加持・元元加持・修真加持等の天上霊宝神道加持を修しつつ、炉に火を焚き、天地の諸神の降臨を祈請し、秘咒を唱えつつ八 (や)百 (お)万 (よろず)の神々の加護を乞い願うものである。
　実際に各種団体に属され、身を以てそうした神事を執り行ない、また体験なさっておられる方は、この印咒を密用せられることによって、画 (が)龍 (りょう)に点 (てん)睛 (せい)を得られる思いを懐かれるであろう。また神道護摩次第・忌火神事等の施行法を心得ておられない方であっても、順をおって秘印を結び、秘咒を霊唱されれば、必ずそれ相応の霊応を感得されることと信じる。また除災招福、諸願成就を願う場合においても、「この忌火神事の功徳により、災いを除き、福を招き、諸願を成就なさしめ給え」といった趣旨の祝詞・願文を最初に霊唱し、印咒を用いることも一法である。



請 (ひを)火 (こうの)印
左掌を少し斜めに地に向け、人差指を斜め上方に伸ばし立て、次に真火を招くかのように拇指・中指・薬指・小指を少し曲げる事三度をなす。

[image: ]密　咒
五 (い)鎮 (しづ)なる　真 (まな)火 (ほ)は神の　身 (み)ゆ出 (いで)ぬ
　　祝 (ほぎ)乞 (こ)ひ申 (まう)す　祝 (ほぎ)給 (た)へよ神





扇火 (ひをあおぐの)印
左の掌を少し斜めに地に向け、五指を伸ばし開く。次いで左掌を扇と観想し、計三度扇ぐ。扇ぐたびに拇指をゆらゆらと揺らすなり。

密　咒
茅葉屋経　神の扇 (あふぎ)の　祝 (ほぎ)咒 (まじ)に
[image: ]　　真 (まな)火 (ほ)は熾 (さか)り　障 (さ)は消 (け)にけり






奉火 (ひをたてまつるの)印
左の拇指・中指・薬指・小指を柔らかく屈して掌を虚ろにして人差指を伸ばし立てこれを三遍揺り動かす。
[image: ]
密　咒
神の身ゆ　出 (いづ)る真 (まな)火 (ほ)に　焼 (た)き奉 (まつ)る
　　世 (よ)の珍 (めずら)物 (もの)　神ぞ受けます




焼 (たく)事 (ことの)印
両手の中指・薬指・小指を、左の指が上になるように交叉させる。但し左の中指は水平になるようにし、左右の人差指の先を合わせて三角形を作り、拇指は脇を付けて伸ばし立てる。次いで三度扇ぐ動作をなし、人差指の先端を離しまた付ける。
[image: ]
密　咒
神の身ゆ　出 (いづ)る奇 (あや)火 (ほ)に　焼 (た)き立てて
　　焚 (や)くには焚 (や)けぬ　障 (さはり)もぞなき





火 (ひ)箸 (ばしの)印
右の手の薬指・小指を握り、拇指を以てこれを押さえる。人差指・中指は腋を付けて伸ばし立て、秘咒を霊唱しながら、三度これを開き、合わせる。
[image: ]
密　咒
祭 (まつり)薪 (ぎ)の　煽 (も)へ乱れたる　掻き直 (なほ)し
　　正 (ただ)しみたるや　道 (みち)為 (たて)すらし








[image: ]忌火神事印

○地 (とこ)鎮 (しづめの)印

　この印は五元を鎮め、五元によって組成されている大地を鎮めるための秘印である。通常は地 (じ)鎮 (ちん)祭 (さい)の時などに用いる。
　地鎮祭は古くから、鎮 (ちん)祭 (さい)、地 (じ)祭 (まつり)、鎮 (ちん)地 (ち)、地 (じ)勧 (かん)請 (じょう)と呼ばれ、土工を起こし家屋等を建てるにあたって、その土地を守護し給う神々や、大地を主宰する神霊を祀り、工事の安全を祈願する祭であるとされているが、実は五元を鎮め、以て大地を鎮めることがその玄義とされているのである。
　文献的にその証 (あかし)はないが、古義が存するとされる伊勢神宮の式年造営の際には、中央及び四方に五元を象徴する五色の幣を立て、中央の案上に神 (しん)饌 (せん)を供し、その前で祝詞を奏した後、童女が忌 (いみ)鍬 (ぐわ)を以て中央及び四隅の穿 (うがち)始 (ぞめ)めの式を行ない、宮掌が忌 (いみ)物 (もの)を五方に納め奉っている。以て、地鎮祭が五元を鎮める祭であることを知ることが出来よう。

結印法
右の掌を平らに天に向け、胸の下のところに安ずる。次に左の掌を些 (いささ)か丸くして胸の前、右掌の上を覆う。

[image: ]密　咒
五 (い)鎮 (しづ)のや　鎮 (しづ)の成したる　天 (あめ)地 (つち)は
　　何 (い)処 (づこ)か　鎮 (しづ)の法 (のり)に漏 (も)るべき




○禊 (みそぎの)印

　この印は、探 (たん)水 (すい)印と灌 (かん)水 (すい)印の二印よりなる。
　そもそも禊は、伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎの)大 (おお)神 (かみ)が筑紫の日 (ひ)向 (むか)の橘の小戸の阿 (あ)波 (わ)岐 (ぎ)原 (はら)において黄泉の穢悪を禊ぎ祓われたことに淵 (えん)源 (げん)を発するものである。
　太陽を拝し、火を拝した古人は、同様に水を聖なるものと崇め、清澄なる水のあるところを生活の根拠地ともし、聖地ともなし、一種の禊をなしていた。そうした痕跡は世界各地にみられ、キリスト教ではバプテスマ、仏教においては灌 (かん)頂 (じょう)と称される儀礼の根源となったのである。
　この秘印は実際に禊を行なう場合に施行して効験あることはもちろんであるが、禊を行なう時間・場所に恵まれざる場合、この秘印を結印し秘咒を霊唱することによって、実際に禊をしたと同等の心身の浄化を得ることができると伝えられているのである。






[image: ]

探 (たん)水 (すい)印
右の掌を各指の間を開いて天に向ける。左の手は柔らかく屈して指の間は開き地に向け右の手の上を覆う。まず「天 (あめ)の水」といって左手の小指を揺るがす。次いで「地 (くに)の水」といって右手の小指を揺り動かす。次に「神の水」といって左の五指を動かし、「人の水」といって右の五指を動かし、次の咒を霊唱する。
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密　咒
天 (あめ)の水 (みづ)　地 (くに)の水 (みづ)　元 (もと)神 (かみ)の水 (みづ)
　　人の水 (みづ)受け　灌 (みそ)水 (そぎ)の道 (みち)




灌 (かん)水 (すい)印
右の掌を天に向け、次いでその掌を外側にむけ（当然五指は地に向くこととなる）、水を灌 (そそ)ぐ状 (さま)を観想しつつ、咒を唱える。

[image: ]密　咒
中 (なか)神 (かみ)や　過 (すぎ)神 (かみ)掛 (か)けて　灌ぐ水 (みづ)
　　罪てふ罪に　消 (け)ぬ罪はなし




○唯 (ゆい)一 (いつ)神 (しん)道 (とう)秘 (ひ)中 (ちゅう)深 (しん)秘 (ぴの)印

　これは吉田神道すなわち唯一神道の行事において用いられる重要な秘印である。
　唯一神道においては、秘印の伝は幾つかあるが、ここでは神 (しん)力 (りょく)部 (ぶ)十 (じっ)宝 (ぽう)印、神 (じん)通 (つう)部 (ぶ)八 (や)握 (つか)印、神 (しん)変 (ぺん)部 (ぶ)三 (さん)光 (こう)印を紹介する。ただし、その運用法はあまりに煩雑なので、ここでは省略するが、一般には神前において、この三印をもって祈念祈願すれば道俗万事にわたって奇 (き)瑞 (ずい)を得られることと思う。
　なお、吉田家の所伝によれば、密教における金剛合掌は十宝印の訛 (か)伝 (でん)したものであり、外五鈷の印は八握印の訛伝したものであり、また無所不至印は三光印の訛伝したものであるという。

神 (しん)力 (りょく)部 (ぶ)十 (じっ)宝 (ぽう)印
右手の小指が下になるように両手の人差指・中指・薬指・小指を外に組み合わせ、拇指は側面を合わせる。
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神 (じん)通 (つう)部 (ぶ)八 (や)握 (つか)印
両手各指の間を開き、左右の拇指および小指の先端を合わせ、指先を天に向ける。
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神 (しん)変 (ぺん)部 (ぶ)三 (さん)光 (こう)印
左右の拇指の先端を人差指の腹に付け、両拇指の側面を合わせ、中指の先端を付け、薬指、小指は開く。
[image: ]









○国 (こっ)家 (か)静 (せい)謐 (ひつ)群 (ぐん)生 (せい)安 (あん)寧 (ねいの)印

　この印は国家が乱れ滅びることなく、そこに住まう人々が平穏無事に過ごすことができるように祈願するときに用うべき秘印である。
　人として生まれてきた以上、一個人の幸福を願うことも結構であるが、いやしくも求真の士たるものは、つねに神国日本の常 (とき)磐 (わ)堅 (かき)磐 (わ)に栄えゆくを祈り、また天下万民の弥 (いや)栄 (さか)を祈念する心構えがほしいものである。
　そうすることが、自分自身の霊格の向上に役立つからという意味だけのものでは決してない。実はこうした祈りは、その人の陰徳を積むこととなり、例えばその人が到底実現不能と思われるような願望成就の個人的な修法をなす場合においても、神明の幽 (ゆう)賛 (さん)を被り、その願いが存外かなえられるものなのである。

結印法
両掌を合わせ、左手が手前になるように、拇指・人差指・薬指・小指を交叉させ、中指の腹を合わせる。

[image: ]密　咒
一 (ひ)二 (ふ)三 (み)四 (よ)や　五 (い)六 (む)七 (な)八 (や)九 (こ)てふ
　　数にこそ　天 (あめ)地 (つち)人 (ひと)も　物も治 (をさ)まれ





○富 (ふう)貴 (きの)印

　この印は、富貴をもたらす秘印である。
　人は寿福をみずからの意思でもたらすことができると考えがちである。しかし、世間を見ればよくわかるように節制養生をしている人が若死したり、真面目にこつこつと働いていて生涯一軒の家も持てない人がいるかと思えば、好き勝手なことをし、さほど一生懸命働いているとも思えないのに財に恵まれる人もいる。これすべて天の玄気の多寡によるものである。
　この秘印は、天地に充満する富貴の玄気を招来する妙印であり、日々修法されれば、自ずから富み栄え、高貴の身分に至ることも可能となるのである。単独に用いてもその応験著しきものがあるが、富貴・福徳・財運に関する符と併用してなお効果絶大なるものがある。

結印法
まず左右の掌を合わせ、次のおのおのの指先だけを付けて、両掌の間はうつろとする。この秘印は宝珠の形象をかたどったものである。
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密　咒
福 (さね)徳 (さを)や　富 (と)徳 (さを)貴 (むね)徳 (さを)　宝 (たから)徳 (をさ)
　　宝 (たから)虚 (そら)満 (み)つ　真 (まがみ)太 (おほ)神 (かみ)





○諸 (しょ)業 (ぎょう)成 (じょう)就 (じゅ)印

　この印は、世俗の学問、武道、芸能、華道、茶道はもとより修道、方術などの薀奥をきわめ、いわゆる「一芸に通ず」という境地に至らんがための秘印である。
　そもそも、いかなる方面の技芸にせよ、日々の絶え間なき研 (けん)鑽 (さん)あれば、必ずそれなりの技術は会得できるものである。だが、その奥の部分、その妙所、玄 (げん)奥 (おう)に至るとなれば、凡人には到底困難なことであろう。しかしながら、この印咒の力を借り、百 (ひゃく)錬 (れん)千 (せん)磨 (ま)せば、必ずやその道奥を得ることができるのである。
　学問なら天満宮、武道ならば香取・鹿島、方術ならば晴明神社というようにその学びに縁のある神・仏・人が祀られたところで、この秘印を結び祈願されることをお勧めするが、時間的・場所的に難しい方は、せめて自宅の神前もしくは仏前にて秘印を結んで日々祈願されたい。

結印法
[image: ]両手の掌を合わせる。次いで左の手の指が上になるように四指即ち人差指・中指・薬指・小指の先を交叉し、両掌の間をうつろとする。両拇指は脇を合わせて立てる。

密　咒
俗 (ならし)業 (わざ)　道 (ち)業 (わざ)　境 (さか)業 (わざ)　方 (てだて)業 (わざ)
　　事 (こと)業 (わざ)　こきの　真 (まがみ)太 (おほ)神 (かみ)


○数 (かず)霊 (たまの)印

　数は万事万物の根源である。久遠不変の玄理たる数霊は、古代ギリシャの賢人ピタゴラスが喝 (かっ)破 (ぱ)したように宇宙万有の本質をなす。宇宙の秩序は、不生不滅、不増不減の数霊の然らしめるところであり、万物は数により成立し、数に象 (かた)どって存在するのである。
　数霊には本来、吉凶両義が含有されている。この秘印は、凶なる数霊の作用を吉となし、吉はさらに大吉となす働きをもつのである。よって姓名判断等において数霊の示すところが凶の暗示を持つ場合に、その名前を書き、神前に置いて、この印咒を用いれば、必ず運勢の転換を図ることができるのである。
　数霊の作用は、たんに姓名判断の画数にかぎるものではなく、あらゆる事象に及ぶ。以てその活用は各人の工夫に俟 (ま)つところである。

結印法
両掌を合わせ、左手の指が上になるように、人差指・中指・薬指・小指の先を交叉させ、両手の拇指は脇を付け、伸ばし立て、次に拇指をのぞく四指を三度開く。
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密　咒
数に成り　数に消 (け)ぬれば　帰 (かへ)れども
　　消 (け)ぬ元 (もと)数 (かず)に　神 (かみ)事 (ごと)ぞ成る




○降 (こう)敵 (てき)印

　この印は、己に仇なす者を降し、かえって吾が味方となす秘印である。
　本来、敵もなく味方もないのであるが、己の心に欲が生じ、恨みが生じるとき、それは外界に映って敵となって見えるのである。みずからが神愛を以て人に接するとき、仇なす敵はなく、親愛なる人々がそこに存するのみである。
　この印を用いるにあたっては、まずみずからの我欲を放 (ほう)擲 (てき)し、恨みつらみを捨て、神の愛を以て吾が物としなければならない。とはいっても、人間であるかぎりにおいては、これはたやすいことではない。がしかし、この秘印を結び、秘咒を霊唱することによって、その心掛けさえあれば自ずから心意清まり、そうした境地にも達することができるのである。

結印法
右掌を天に向け、指を自然にまげ、物を他に施す形象を観想し、咒を誦ずる。

密　咒
敵 (あだな)へは　慾 (ほし)み恨 (うら)みに発 (おこ)りけり
　　捨てつ愛 (いつ)くに　滅びぬはなし
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○伏 (ふく)敵 (てき)印

　この秘印は、神の理にそむく仇を調 (ちょう)伏 (ぶく)するための霊印である。こちらが道理を以て相手に対し、神愛を以て対しようとも、その本性が禍 (まが)神 (かみ)に犯されたる者は、かえってそれに逆らい無法無理の横 (よこ)車 (ぐるま)を押さんとするのである。
　かかるときに、この秘印を結び、秘咒を唱えるならばその時は、相手は病に罹 (かか)り、あるいは怪我を負い、手酷い場合においては死するのである。よって、なかなかのことには、この秘印は用いるべきものでは決してない。
　なおこの秘印秘咒は、神 (かみ)代 (よ)に高 (たか)御 (み)産 (む)巣 (す)日 (びの)神 (かみ)が天 (あめ)若 (わか)彦 (ひこ)に対して「もし汚き心あればこの矢にまがれ」と曰 (のたま)いて、天若彦の射たる矢を返したることに淵 (えん)源 (げん)を発するものである。

結印法
左手の人差指・中指を並べ立て、薬指・小指は握り、拇指は伸ばす。また右は人差指のみを伸ばしたて、中指は根元から曲げて伸ばし、薬指・小指は握り、拇指は伸ばす。次に両方の人差指の先端の腹を合わせ、右の拇指を左の拇指の上に重ね、右の中指を左の薬指の第二関節の上にのせる。

[image: ]密　咒
御 (み)恵 (めぐみ)を　受けても叛 (そむ)く敵 (あだなへ)は
　　籠 (かご)弓 (ゆみ)羽 (は)々 (は)矢 (や)　以 (もて)ぞ射 (ゐ)落 (お)とす




○除災印

　人生諸般如 (い)何 (か)に平穏無事な生活を営なめども、「好 (こう)事 (じ)魔 (ま)多 (おお)し」というが如く決して油断はできぬ。何時如何なるところでどのような災いに遇うかわからぬからだ。この印は、人生におけるあらゆる災厄を未然に防ぎ鎮め、すでに災いに遭遇した場合においては、それを祓うことのできる秘印である。
　宮永雄太郎『神道秘密集伝』中に、「厄除け神桃の御符」という妙験あらたかな神符の謹製法が詳述されている。この神符は、伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎの)尊 (みこと)が黄 (よ)泉 (も)津 (つ)平 (ひら)坂 (さか)において桃の霊威を以て追撃せる邪鬼を撃 (げき)攘 (じょう)されたことに由来するもので、一切の妖気・邪気・災厄・不祥を防ぎ鎮める働きがあるが、この印咒を修せば、これと同様の神験を得ることができるのである。

結印法
右の掌を地に向け、指をまげ、拇指の先と人差指の先を付け、咒歌の上の句を誦ずる。次に掌を返して指をひらき天に向け、下の句を詠ずる。

密　咒
[image: ]災いは　横 (よこ)津 (つ)枉 (まが)れるものなれば
　　直 (なほ)ある竪 (たて)に　為せば幸 (さき)成 (な)る






○除 (じょ)貧 (ひん)印

　この印は、貧困に苦しむ人が、その貧困の邪気を祓い、富貴の気を招来するための秘印である。
　生まれながらに富貴の印 (いん)綬 (じゅ)を帯びている人もあれば、逆にいかに努力しようとも貧 (ひん)窮 (きゅう)の運気に付き纏 (まと)われる人もいる。これはしかるべき産 (むす)霊 (び)紋理 (かため)によるものとはいえ、凡人の身にはなかなかにつらいものがある。
　産霊紋理には、とうてい人力をもってしては変えることはできない部分と、みずからの努力によって、また神助を得ることによってある程度までは変化せしめることができる部分とがある。
　産霊紋理を変えるための秘法は種々あるが、この印咒は繰り返し修することによって、貧困という因縁を断ち切り、富貴の因縁に結縁せしむるところのものである。

結印法
左の拇指と人差指を端を合わせ、中指・薬指・小指は伸ばし開く、右の手も同様の形象をなし、両手を合わせ、珠の形をなす。
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密　咒
水 (み)木 (こ)火 (ほ)土 (ひち)　金 (かね)の宝 (たから)の　珠 (たま)持 (も)てば
　　貧 (まづし)は消 (き)えて　跡 (あと)は富 (とみ)幸 (さか)




○除 (じょ)病 (びょう)印

　この印は一切の病に対して霊応のある秘印である。
　産霊紋理によっては、生涯頑 (がん)健 (けん)で風邪一つひくこともなく一生を終える方もままにはある。しかし、通常の健全な生活を営んでいる方でもなんらかの病に罹ることは、人間として現象界に束縛された肉体を所持している限りにおいては止むを得ないものと思われる。
　そのような場合に、この印咒を用うれば、なべての病気は軽く、また速やかに恢 (かい)復 (ふく)するのである。病人自身がこの秘印を結んでみずからに施行することも結構であるが、近親の健康な人が病人の枕辺に正座してこの霊印を結印し、秘咒を霊唱すれば、より一層の効果が期待できよう。また遠くに居て他人のために施行し、諸病の速治を祈願しても大いに応験を得ることができるのである。

結印法
まず秘咒を三唱し、右の拇指と人差指とで円形を作り、軽く握って三度弾き伸ばす。

[image: ]密　咒
祓 (はらひ)には　荒ぶる神の　不住 (とまらねば)
　　諸 (もろ)病 (やまひ)こそ　倶 (とも)に消 (け)ぬめれ





○招 (しょう)宝 (ほう)印

　この秘印は種 (くさ)々 (ぐさ)の宝玉をもたらす印である。
　本来、修道の士は、金銀財宝等には心を奪われず、ひたぶるに神への合一を願うべきであり、そうであってこそ自由自在神通自在の境涯に速やかに到れるわけなのである。
　とはいえ財にとらわれ執着することが無い限り、財があろうと修道の妨げになることはなく、却ってこの世の中に住んでいるかぎりにおいては、それなりの財あることが、修道のためにも、陰徳を積むためにも効用のあること、これまた事実であり、よって、ここにこの印を紹介する次第である。
　秘咒は、一家の富のみならず国家の富にも言及している。自ら富を致す秘伝は己のためにのみ祈り働くのではなく、天下万民のため祈願し、活動することが、まわりまわって自分に富をもたらすことになることを微 (び)言 (げん)しているのである。

結印法
両手を自然に少し曲げ、人差指・中指・薬指・小指の先の腹を合わせ、拇指はその脇を合わせる。以て珠の形を形象するのである。
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密　咒
木 (こ)火 (ほ)土 (ひち)や　金 (かね)水 (み)の作 (なせ)る　諸 (もろ)宝 (たから)
　　家 (いへ)に満 (みつ)れば　国 (くに)に満 (みち)ぬる




第三部　霊符篇
霊符抄

　ここには、諸書の中より気線正しきもの、妙験ある符のみを選び、使用上の便宜を考慮して配列収録した。一書によるものではないため、一見して符の種類に感じの違うものもあり、その符格においてもかなりの高下がある。しかしながらいずれも霊符としての気線は正しいものであるから、安心して活用されたい。なおここに収めた符については特別の規定のない限り白紙に朱書して頂きたい。また藤崎孝教『霊符秘密集傳』をも座右に置かれ、気線の合った符を用いられたし。




○役使鬼神符 (きじんをえきしするのふ)

　この符は、修道士の命に応じて、空中に浮遊する霊物を呼出し、駆使するという妙符である。甲 (きのえ)子 (ね)の日に二符を浄書して、これを服する。鬼神役使に至らずとも、神気心身に充実し、長生を得ると伝えられる。






○祓 (ふつ)霊符

[image: ]　この符は、生霊・死霊・邪霊を祓う霊符である。かかる霊に付き纏われて難儀したる場合、謹製し所持すること。






○怨 (おん)霊 (りょう)除 (よけの)符

　この霊符は、崇りなす怨霊を除き去る符である。本人が所持するもよし、家の内に貼ることもよい。
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○生 (いき)霊 (りょう)不来 (きたらざるの)符

　この符は、死んだ人の霊ではなく、生きた人の霊が何らかの理由で祟りなす場合に用いる符である。玄関に貼ることが定則である。

[image: ]



○霊 (れい)災 (さい)除 (よけの)符

　この符は、生霊、死霊の災いを除く霊符である。謹書し、昔は着物の襟に縫い込んで用いたものであるが、今は内ポケットにでも常に入れて置かれるとよい。
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○悪 (あく)霊 (れい)鬼 (き)除 (よけの)符

　この符は、人霊等が作用して家の内に怪しいことが頻発する時に用いる霊符である。柱、壁等に貼って用いる。
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○妖 (よう)気 (き)除 (よけの)符

　この符は、妖しげな気の漂っているところにて用いる符である。この符をその場所に貼るか、浄火をもって燃やす。
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○悪 (あく)気 (き)遮 (しゃ)断 (だん)符

　この符は、外部から侵入する諸々の悪気邪気を遮断する符である。謹写し、玄関の戸に貼るのである。
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○物 (ものの)怪 (け)除 (よけの)符

　この符は、家の中になにか不可解な怪しげなことが頻発する場合に用うべき霊符である。この符を謹製し、神棚に祀るか、柱等に貼る。
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○除狐狸霊符 (こりのれいをのぞくのふ)

　この符は、狐や狸など四足の動物霊が障 (しょう)礙 (げ)をなす場合に施行する霊符である。家の中の何箇所かに貼る。状況に応じて携帯してもよい。
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○呼風 (かぜをよぶの)符

　この符は、風を呼ぶという霊符である。春は東、夏は南、秋は西、冬は西に向かってこの符を燃やし、風の吹くことを祈念する。
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○通 (つう)仙 (せん)符

　この符は、使 (し)魂 (こん)法 (ほう)の時などに用いるべき符である。この符を手に持ち、閉目して到らんとするところを観想する。
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○修 (しゅ)行 (ぎょう)無 (む)災 (さい)符

　修道に志す人が、一念発起し山間において修行するにあたって、この符を謹製し、所持、若しくは祀ることによって修道上の諸々の災いを逃れることができる。
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○国 (こっ)家 (か)静 (せい)謐 (ひつの)符

　この符は淫祀邪教を去り、奸悪を祓 (ふつ)攘 (じょう)して、国の安寧を祈願しようとする人が祀るべき符である。一個人の幸・不幸のみならず、天下国家のために祈願されることは重要である。
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○如 (にょ)意 (い)符

　みずからの欲するものを引き寄せる霊符である。この符の下に自分の欲するものを書き、常に所持すること。
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○攘火難符 (かなんをはらうのふ)

　火の災いを避ける符である。真陰・真陽二符を用いる。真陰の符は青紙に墨書し、真陽の符は白紙に墨書する。真陰の符を上にして重ね合わせ、青紙にて包み封じる。計六体作りて、一体は神棚に、一体は天井裏に安置し、残りは東西南北の高い所に貼る。
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○火 (か)難 (なん)除 (よけの)符

　この符は、火難を避けるための神符である。白絹に朱書して家の中どこでも不敬にならぬところに置くこと。
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○鎮防火符 (ひをしずめふせぐのふ)

　この符を浄書し、柱などに貼ることによって、火の災いを未然に防ぐことができる。
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○渡海符

　この符は、船に乗るときなどに海中に投入れ、龍神の守護を乞い、難を逃れる符である。
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○井 (せい)池 (ち)の穢 (けが)れを除く符

　この符は、井戸や池の穢れを除き、清浄にする符である。井戸などに汚れたものが入りたる場合、それを除きこの符を水の上に浮かべて清め、水神の祟りを除くのである。
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○地符

　この符は、地中の一切の不浄を除く符である。お墓の跡、またかつて戦場になったところなど死霊の霊災が生じるものである。木の函に入れて地中に納めること。
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○金 (こん)神 (じん)避 (よ)けの符

　金神のいる方位に対しての、出行・移転・嫁取りなどは厳しく忌むべしとされているが、どうしてもそうした方位を用いなければならないときに所持する符である。
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○星 (ほし)違 (たが)えの符

　この符を封じて所持すれば、その年の自分の星に関わる一切の禍を防ぐことができる。
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○呪 (じゅ)詛 (そ)返 (かえ)しの符

　この符は、何者かに呪われていると感じたときに、また悪障気を除去するに用いる符である。二体謹製して、一体は神棚、若しくは家の中央に安置し、一体は身に付ける。
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○呪 (じゅ)詛 (そ)を避 (さ)ける (る)符

　この符は、呪詛されているときに用いる神符である。謹書し、床下に置くこと。
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○悪 (あく)夢 (む)除 (よけの)符

　この符は、嫌な夢を毎晩見るような時に用いる符である。謹書し枕の下に敷いて寝れば、悪夢を見ることは無くなるのである。（通常の施行は、上部の図のみでよいが、霊的な悪夢の場合は、下部の図も同時に用いること）
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○招福符

　この符は、貧を祓い、福をもたらす符である。この符を浄書し、家の中央の部屋の柱または壁に貼るのである。
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○大 (だい)富 (ふう)貴 (き)符

　この符を用いることによって、財貨増え、大いに福と富を増すことができる。
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○招 (しょう)財 (ざい)符

　この符は、必要なだけの財を招来する符である。符の下に必要な額を書き、玄関の正面の高い所に貼る。
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○富 (ふう)貴 (き)・不逢災禍符 (さいかにあわざるのふ)

　金銀を招来し富み栄え、地位・名誉を得ることのできる符である。さらにはこの符を祀ることによってあらゆる災を避けることができる。
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○禍去 (わざわいさり)・福来 (ふくきたるの)符

　この符は、家内にある禍を去り、福をもたらすとされる霊符である。清い紙に包み、その上に、禍去福来符と書いて柱に貼る。
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○諸 (しょ)難 (なん)除 (よけの)符

　この符は、一切の災難を避けるとされる神符である。謹製し、守り袋のようなものに入れ、常に所持すべし。
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○長寿符

　この符は、長寿をもたらす霊符である。長寿しみずからの願望を遂げることができるとされている。神社の裏などの湧き水を用いて謹写し、常に所持するか、神棚に祀る。
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○延寿符

　この符は、寿命を延ばすばかりではなく、人々から慕われ尊敬される符である。謹書し、常に所持すること。
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○夭 (よう)折 (せつ)除 (よけの)符

　この神符は、子供が夭折しやすき家において用いるべき符である。白絹に金泥を以て謹書し、守り袋に入れ、常に所持させるべし。
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○治 (ち)百 (ひゃく)病 (びょう)符

　この符は、百病を癒すとされる霊符である。二符とも謹書し、それを水に映し、その水を病人に飲ませること。
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○諸 (しょ)病 (びょう)一 (いち)粒 (りゅう)霊符

　この符は、あらゆる病気に霊効あるとされる妙符である。四分四方の薄い紙に謹書し小さく丸め、夜中丑 (うしの)刻 (こく)に井戸からくみ出した水を以てこの符を病人に呑ませる。
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○速 (そく)治 (ち)符

　この符は謹書し、頭の下になる敷ふとんの下や枕辺の柱などに貼る。医者の手当て、また薬等の効が速やかに現れるものである。
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○疾病を防ぐ符

　この符は、剋 (こく)殺 (さつ)の星の気を去り、重い病を前もって防ぐための符である。浄書し、常に身に付ける必要がある。
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○治腫物符 (はれものをなおすふ)

　この符は、腫物を治す霊符である。謹書した霊符を太古真法「清め包み」の二番目の包み（『太古真法玄義』四四〇頁参照）を以て厳封し、その上に水という字を三字縦に書いて、腫物の上を繰り返し撫でる。
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○商 (しょう)売 (ばい)繁 (はん)昌 (じょう)符

　この符は、家業の繁栄する符である。符の横に姓名を書きて、店の入り口正面に貼ること。
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○祈願符

　この符は、風神の荒 (あら)魂 (みたま)に感応するところの神符である。その施行法にはいくつかあるが、その一法に祈願符としての用法がある。謹書し「清め包み（一）」（『太古真法玄義』四三八頁参照）にて包み、その上に祈願の言葉を手短に書き、神棚に安置し、毎朝祈るのである。
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○心 (しん)願 (がん)成 (じょう)就 (じゅ)符

　この符は、赤紙に十二枚、白紙に十二枚合計二十四枚謹書せねばならない。檜の箱に納め胸もとに捧持し、毎朝日の出に向かって心願するのである。
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○大 (たい)願 (がん)成 (じょう)就 (じゅ)符

　この符は、大望を懐いて、障 (さわ)り無くそれを成就する符である。符の左側に本人の名を書き、右側に願望を書いて所持すること。
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○八 (はち)門 (もんの)符

　住居する家居に諸々の禍 (わざわい)が降りかかって来るのを防ぐための霊符である。八符を桃板（用意できない場合は白紙でもよい）に書き、それぞれ決められた方角の場所に打ちつける。符それぞれに独自の用法もあるが本書では省く。
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○防盗難符 (とうなんをふせぐのふ)

　盗難を避けるための符である。心をこめて浄写し、盗人の侵入しやすい場所に貼るのである。

[image: ]



○盗 (とう)難 (なん)除 (よけの)符

　この符は黒絹に朱書して用いる。畳の下に敷いて置けば、盗人家内に入ることなく、旅行の時などに携帯すれば、盗難にあわない。
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○家 (か)門 (もん)永 (えい)鎮 (ちん)符

　この符は、その家が永く幸 (さきわ)い豊かに続くことを願う場合に用いる符である。謹書し、神棚に祀り毎日拝すること。
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○如 (にょ)意 (い)安 (あん)穏 (のん)符

　日々平安にして、願うこと常に成るという符である。二体謹写し、一体は神棚に、一体は常に所持すること。
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○子 (し)孫 (そん)長 (ちょう)久 (きゅう)符

　この符は、子孫が末代までも永く長久に睦まじく続かむことを願うときに用いる符である。子に恵まれない場合に用いても吉である。
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○婚姻符

　符の向かって右側に男の姓名、左側に女の姓名を記し、相手に知らさず一体づつ所持すること。
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○子 (こ)宝 (だからの)符

　この霊符は、子宝を授かりたい方が用いて大いに霊験ある符である。本人が所持してもよし、また神棚に祀って祈願なされることもよい。
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○安産符

　この符は、妊婦が子供を安産するための霊符である。白絹に朱書し、妊娠中本人に持たせておくことが定則となっている。清浄な湧き水をもって謹書することが望ましい。
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○夜泣きを止 (と)める符

　この符は、子供の夜泣きを止めるための霊符である。謹製し、子供の寝床の下に敷いて用いること。
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○男 (だん)女 (じょ)縁 (えん)・長 (ちょう)久 (きゅう)和 (わ)合 (ごう)符

　縁結びの符であり、同時に和合の符である。この符を謹製し所持することによって縁遠い人も異性の縁が出来、既婚者においては、同じ符を二体作り夫妻それぞれが一体ずつ身につけることによって末永く和合していけるのである。
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○男と縁切る符

　この符は、女性が男と縁を切りたい時に用いる符である。謹書しその符を懐中にして豊 (とよ)玉 (たま)姫 (ひめの)神 (かみ)ならびに岩 (いわ)長 (なが)姫 (ひめの)神 (かみ)に祈るのである。
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○縁切り符

　この符は、男女ともに用いることの出来る符である。この符を七枚謹製し、寝室の下の畳に密かに一晩敷いて置き、川に流すのである。
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○人の和を得る符

　この符は、友人を増やし、人と和を得ることのできる霊符である。謹製し常に身につけるようにする。
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○不和解消符

　この符は、家内の不和を解消する霊符である。符の向かって左側に姓を書き、神棚、もしくは高いところに置く。
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○帰 (き)順 (じゅん)符

　この符は、吾に反抗する人を帰順させる符である。この符を祀ってその人の帰順を深く願うのである。
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○愛 (あい)敬 (ぎょう)符

　この符は、思う人の愛敬を得るための符である。この符を謹書し、その下に相手の姓名・年齢を書き、清浄な場所に保管する。


[image: ]


○六畜符

　この符は、六畜すなわち馬・牛・羊・犬・豚・鶏などの霊を鎮める働きを持つ。慰霊に用いてよし。また生きたる動物に対しては、主人の心に従わせる効験がある。畜舎・犬小屋などに貼ってよし。
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○毒 (どく)害 (がい)を除く符

　この符は、何らかの毒によって身体に異常をきたしたる場合に用いる霊符である。この符の影を映した水を呑むか、この符を浮かべた水を呑むこと。
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吉田家伝来符

　吉田家伝来の符に関しては、宮地水位先生もこれをみずからの霊著に採用されており、以てその符の重秘なることは明らかである。
　しかしながら、その施行法を知る人無く、ただ符のみ掲載せるもの、また想像で誤った施行法を記すものなど十全なる公開はこれまでなされてこなかった。ここに編者の蔵する『御 (ご)神 (しん)法 (ぽう)霊 (れい)符 (ふ)』という古書に記された施行法を紹介し、諸賢の参考に供する次第である。
　まずこの書には、「唯一御神法霊符神宝口伝」として、霊符の書き方が次のように記されている。

霊符は横 (きいろ)紙 (かみ)に朱にて書くなり。宗 (そう)源 (げん)神道の霊符、かくの如き肝要の符・祓印はこれ凡そ六十符に限るなり。神 (かみの)長 (おさ)卜 (うら)部 (べ)兼 (かね)倶 (とも)公、豊之大宮司に御相伝、吉田にて極秘の法なり。朱書は神代よりの法なり。

　以下各符の施行法を説明し、さらには、その符のうち厳秘の符に関しては、それぞれに口伝が別にあるとも別紙に記している。




○発 (はつ)炉 (ろ)

　この符は、本来身体に住する神々を外に呼び出し、祈願を天の神に伝達させるための符である。日の出の時、東方に向かいその陽気を吸収し、紙の上に吹きかけこの符を書写するのである。以て祈願の時に燃やすべきものである。また忌火神事などにおいて火清めの符として用いることもある。
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○復 (ふく)炉 (ろ)

　祈願の終わったあと外に派遣した体内の神々を内に戻すための霊符である。この符を浄書した上に「玄元始」の三字を九回書き、祈願修法の終わりたる時に燃やす。また鎮火の符として用いるときにはその符を、箱に入れ、その表書きには、「鎮火祭」、その裏書きには「埴土安命」と書き祀る。
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○尊 (そん)帝 (てい)二 (に)星 (せい)宝 (ほう)章 (しょう)

　北極紫 (し)微 (び)宮 (きゅう)と気線を感通するための秘符である。謹書し、神棚に祀り日々拝すること。万事に吉。




○護身符

[image: ]　この上 (じょう)代 (だい)真 (しん)君 (くん)霊章、中 (ちゅう)台 (だい)真 (しん)君 (くん)霊章、下 (げ)台 (だい)真 (しん)君 (くん)霊章は人の魂と深い関わりのある符である。この三符を謹書し常に携帯すれば、三魂が養われ、またあらゆる障礙から守られる。
[image: ][image: ]

上代真君霊章
中台真君霊章
下台真君霊章






○貧 (どん)狼 (ろう)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、子 (ね)年生まれの人のための霊符である。謹書し所持することによって諸難を免れ天福を享く。他の用法もあるがここでは煩雑になるので略す。
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○巨 (こ)門 (もん)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、丑 (うし)年・亥 (い)年生まれの人のための霊符である。謹書し、所持することによって諸難を免れ天福を享く。他の用法もあるがここでは煩雑になるので略す。
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○禄 (ろく)存 (そん)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、寅 (とら)年・戌 (いぬ)年生まれの人のための霊符である。謹書し、所持することによって諸難を免れ天福を享く。他の用法もあるがここでは煩雑になるので略す。
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○文 (もん)曲 (ごく)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、卯 (う)年・酉 (とり)年生まれの人のための霊符である。謹書し所持することによって、諸難を免れ天福を享く。他の用法もあるがここでは煩雑になるので略す。
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○廉 (れん)貞 (てい)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、辰 (たつ)年・申 (さる)年生まれの人のための霊符である。謹書し所持することによって、諸難を免れ天福を享く。他の用法もあるがここでは煩雑になるので略す。
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○武 (ぶ)曲 (ごく)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、巳 (み)年・未 (ひつじ)年生まれの人のための霊符である。謹書し所持することによって、諸難を免れ天福を享く。他の用法もあるがここでは煩雑になるので略す。
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○破 (は)軍 (ぐん)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、午 (うま)年生まれの人のための霊符である。謹書し所持することによって、諸難を免れ天福を享く。他の用法もあるがここでは煩雑になるので略す。
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○左 (さ)輔 (ほ)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、高 (たか)御 (み)産 (む)巣 (す)日 (びの)神 (かみ)に感通する重秘の符として尊重されるもので、次の右 (う)弼 (ひつ)星 (せい)君 (くん)霊章とともに謹書し、神棚に奉安し、日々祈願すべきものである。また除災・治病の祈願に用いて吉。
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○右 (う)弼 (ひつ)星 (せい)君 (くん)霊章

　この符は、神 (かみ)産 (むす)霊 (びの)神 (かみ)に感通する重秘の符として尊重されるもので、先の左 (さ)輔 (ほ)星 (せい)君 (くん)霊章とともに謹書し、神棚に奉安し、日々祈願すべきものである。また祈福に用いて吉。
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○二 (に)使 (し)者 (しゃ)霊章

　この符は、各種の玄法を行なうに当たって神界からの啓導を請い奉る霊符である。この符を携帯して神法道術を行なうべし。


[image: ]


○本 (ほん)命 (めい)降 (こう)真 (しん)霊章

　この符は、寿命延長に効験ある霊符とされている。二符つくり、一体は神棚に、一体は枕の下に敷いて寝るようにするとよい。
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○安 (あん)寧 (ねい)宅 (たく)舎 (しゃ)章

　この符は屋 (や)固 (がた)め、また子孫安全のための霊符である。この符を朱書し、包み封じて、その上に「宅舎安寧大符」と墨 (ぼく)書 (しょ)し、高い所に貼る。
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○保 (ほ)父 (ふ)母 (ぼ)長 (ちょう)生 (せい)章

　この符は父母の長生を祈願するための霊符である。神棚に祀ること。
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○化 (か)厭 (えん)為 (い)塵 (じん)章

　この符は、心身の汚れを去り、清浄となす秘符である。清浄な水にこの符を映し、その水を呑むこと。繰り返すことよし。
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○万 (ばん)邪 (じゃ)帰 (き)正 (せい)章

　この符は、内外の邪鬼を祓攘する霊符である。みずからの心の中の邪気を祓う場合には、この秘符を呑み、また外部に存在する邪気を祓うばあいには浄火をもって燃やす。
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○闔 (こう)門 (もん)康 (こう)健 (けん)章

　この符は、身体の気の流通をよくし、健康とならしめる霊符である。この符を謹書し、布に包み、日に一度自らの全身を撫で擦ること。
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○保 (ほ)子 (し)孫 (そん)繁 (はん)盛 (じょう)章

　「子 (し)孫 (そん)家 (か)中 (ちゅう)安 (あん)栄 (えい)感 (かん)符 (ふ)」とも呼ばれ、子孫が栄え、また家中を安寧ならしめる秘符である。謹書し、神棚に祀ること。
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○五 (ご)路 (ろ)通 (つう)達 (たつ)章

　旅行安全の符であり、謹写して携帯すること。また身体の痛みを除去するのに用いることもできる。その場合には薄い紙に書き、呑むこと。
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○消 (しょう)滅 (めつ)衆 (しゅう)悪 (あく)章

　この符は、諸々の悪を消滅させることのできる符である。人にしろ、物事にしろ、群魔にしろ、その悪なるものの消滅を祈ってこの符を浄火をもって燃やすこと。
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○興 (こう)生 (せい)六 (ろく)畜 (ちく)章

　この符は、家畜が健康にその生を保つための符である。その畜舎などに貼付してよし。
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○疾 (しっ)病 (ぺい)得 (とく)痊 (せん)章

　この符は、病気を癒すための霊符である。オブラートなどの紙に書写して清浄な水をもって呑む。もしくはその影を写した水を呑ましめること。
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○財 (ざい)物 (もつ)不 (ふ)耗 (もう)章

　この符は、自ら所持する財産が減らぬよう祈願するための霊符である。浄書して、家の高いところに貼る。
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○保 (ほ)享 (きょう)利 (り)章

　この符は、万事に吉を得る符である。謹書し、常に所持すること。神棚に祀っておかれてもよし。
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○諸 (しょ)難 (なん)除 (よけ)

　以下の解 (かい)三 (さん)災 (さい)厄 (やく)章 (しょう)から解 (かい)九 (きゅう)星 (せい)厄 (やく)章 (しょう)までの七符は、それぞれの人の生年月日によって、必ず祀らなければならない年とそうでない年がある。例えば三災厄についていえば、寅年・午年・戌年生まれの人は、申年・酉年・戌年には、人 (じん)皇 (のう)星 (せい)・天 (てん)禍 (か)星 (せい)・地 (ち)災 (さい)星 (せい)という三災星の影響をうけ、手酷い災いにあいやすい。四煞 (さつ)厄についていえば、年煞 (さつ)・月煞 (さつ)・日煞 (さつ)・時煞 (さつ)があり、それぞれの人の生年月日によってその厄は違ってくる。そうした計算は、専門に占法を研究しようとする人以外にはあまり必要ではなく、煩雑でもある。よって多少の手間がかかっても年頭にでもこの七符を謹書し神棚などに奉安しお祀りすることをお勧めする次第である。また「解 (あい)五 (ご)行 (ぎょう)厄 (やく)章 (しょう)」は五 (ご)行 (ぎょう)相 (そう)剋 (こく)の厄を解き、「解 (かい)九 (きゅう)星 (せい)厄 (やく)章 (しょう)」は各自の生まれ年の星の吉運を増し、凶運を削減する作用があるので、その目的のみに用いられても可である。
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○解 (かい)夫 (ふ)妻 (さい)厄章

　この符は、夫婦円満のための妙符である。二体謹製し、一体ずつ常に携帯すること。また未婚の人の場合は所持していると男女の縁ができる。
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○解 (かい)産 (さん)生 (せい)厄章

　この符は、安産のための符である。謹書し、妊婦に持たせるのである。
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○解 (かい)復 (ふく)連 (れん)厄章

　この符は、万事に不 (ふ)如 (にょ)意 (い)の人のための符である。この符を所持することによって、事において齟齬 (そご)無く、なすこと意のままとなるのである。
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○解 (かい)疫 (えき)病 (びょう)厄章

　この符は、疫病ことごとくを避ける符である。謹書し所持すること。
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○解 (かい)疾 (しっ)病 (ぺい)厄章

　この符は、病を除く符である。謹書し、病人の枕元の柱に貼るか、その寝床の頭があたる場所の下に置く。
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○解 (かい)精 (せい)邪 (じゃ)厄章

　この符は、邪神、生霊、死霊などから身を守るための符である。謹写し携帯すること。
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○解 (かい)虎 (こ)狼 (ろう)厄章

　この符は、「四足守」ともいわれるものである。この符をもつことに依 (よ)って、虎とか狼など四足の猛獣の危害から逃れることができるとされている。
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○解 (かい)蟲 (こ)虵 (ち)厄章

　この符は、毒虫や蛇等の害をさける符である。田地などを持つ人の場合においては一切の虫の害を避ける霊符として使用せられていた。
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○解 (かい)劫 (ごう)賊 (ぞく)厄章

　この符は、旅行中に強盗等の被害に逢わざるための符である。旅にでるにあたって謹書し、所持すること。
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○解 (かい)枷 (か)棒 (ぼう)厄章

　この符は、自分に仇なす人がいるようなところに行く場合に所持すべきもので、その危難を逃れることが出来る。
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○解 (かい)横 (おう)死 (し)厄章

　この符は、急病等のとき、また命危ういときに用いて効ある符とされている。灰となして飲ますか、符を浮かべた水を飲ませる。
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○解 (かい)咒 (じゅ)誓 (せい)厄章

　この符は、怨敵等に呪 (じゅ)詛 (そ)されたり、霊物等に祟られたる場合に施行すべき霊符である。この符を四体謹書し、家の四方に貼ること。
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○解 (かい)天 (てん)羅 (ら)厄章

　この符は、天羅即ち天理に違 (たが)いてその厄を被 (こうむ)らんとするを避ける符である。常に祀って心誠に適うようになれば、仙 (せん)寿 (じゅ)を得、神仙になるとも伝えられる。
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○解 (かい)地 (ち)網 (もう)厄章

　この符は、地網即ち人間界における法令に違 (たが)いてその咎 (とが)を受けんとするを避ける符である。この符を祀って心誠であれば、刑に服する厄に逢わずという。
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○解 (かい)地 (じ)獄 (ごく)厄章

　この符は、幽界におけるいわゆる地獄におちた人を救う符である。この符を燃やし、その人が地獄を出、善人の道を歩まんことを司命に対し祈願する。
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○解 (かい)一 (いっ)切 (さい)厄章

　この符は、一切の災いを祓う妙験ある符で、鎮火、鎮水、五行一切の災いを防ぐことができる。神棚に祀ること。
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附録
九字法真伝

　そもそも九字法とは、太古高貴な神々が人間に洩らされたるもので、戦陣における勝利、旅行の息災、家内の除災、悪因縁の祓 (ばつ)除 (じょ)など一切の災害・悪気・妖魔を祓い、開運、護身にと神変不可思議の妙験あるものと伝えられているものである。好道の修道士にしてわずかこの一法に修熟して奇 (くし)霊 (び)なる大神威を発揮した例は枚挙にいとまないのである。応用としては、運命打開などの修法には勿論、霊符の開眼法などにも用いてその霊応を得ることが出来るのである。

[image: ]世に流布している九字法は、「臨 (りん)兵 (ぴょう)闘 (とう)者 (しゃ)皆 (かい)陣 (じん)列 (れつ)在 (ざい)前 (ぜん)」と唱え、臨は独 (とく)鈷 (こ)印 (いん)、兵は大 (だい)金 (こん)剛 (ごう)輪 (りん)印、闘は外 (げ)獅 (じ)子 (し)印、者は内 (ない)獅 (じ)子 (し)印、皆は外 (げ)縛 (ばく)印、陣は内 (ない)縛 (ばく)印、列は智 (ち)けん印、在は日 (にち)輪 (りん)放 (ほう)光 (こう)印、前は宝 (ほう)瓶 (へい)印を結び、図の如く剣印を以て切ると伝えられている（下図参照）。
　ただ残念なことにこうした巷間流布のものはまったく効験なしとはいえぬが、真伝を失しているので、注意を要するのである。
　ここには略伝ではあるが、真伝を紹介するので心して修得して頂きたいと思う。

[image: ][image: ](1)先ず右手の拇指を掌中に折り曲げ、薬指と小指をもって拇指を抑え隠す。人差指と中指は真っ直ぐに伸ばす。これを刀印また天 (あめ)の沼 (ぬ)矛 (ほこ)の印 (いん)契 (げい)という（図１参照）。




(2)次に右手の人差指と中指を背を下にして右手の掌の上に載せ、左手拇指にて右手の人差指と中指の先端を抑える。次いで左手の残り四指即ち人差指・中指・薬指・小指を握る。つまり両手を以て刀の鞘に収まった印を結ぶのである（図２参照）。

(3)次に左の「太陰将軍咒」を三回、隠唱法を以て唱える。

諾 (だく)皐 (こう)太 (たい)陰 (いん)将 (しょう)軍 (ぐん)独 (ひと)り開 (ひら)け、曾 (そう)孫 (そん)王 (おう)甲 (こう)閉 (と)ずることなかれ。

(4)次いで右手の拇指と薬指のあたりに強く、「フッ、フッ、フウーッ」と息を三度かける。

(5)刀印を抜き放ち、左手は腰、右手は頭の右側に構える。

[image: ](6)図３のごとく、斜め右上より斜め左下に、斜め左上より斜め右下に、同じ位置を順に切り下げる。切り下げる時、同時に「臨兵闘者皆陣列前行」の六甲秘祝の咒をとなえる。巷間流布している咒とは「在」のところが「前」、「前」のところが「行」となって異なっていることに注意して頂きたい。一番目の切り下げの時には「臨」、二番目の切り下げの時には「兵」というように順に咒を唱えながら刀印を以て空中を切り、最後に「こー！」（行）といって縦線を切るのである。
　よって臨・闘・皆・列は斜め右上より斜め左下の線として重ね書きされ、兵・者・陣・前も斜め左上より斜め右下の線に重ね書きされる。
　ちなみにこの九字法と六甲秘祝に関して『幸安仙界物語』には、参 (み)沢 (さわ)宗 (むね)哲 (のり)が、

六甲秘祝の事、臨兵闘者皆陣列前行と書き、また臨兵闘者皆陣列在前とも伝へたり。何れの方正しき候や。また九字を切ると申して、かかる事を書きて、符に用ゐるもあり。これは人界にて作りたる事にや。また卍卐かくの如きもの書きて尊むことあり。吾が師（筆者註・平田篤胤のこと）天地循環の象なりと承り候。幽界にもあることにや。

と書面をもって仙界の清浄利仙君にお伺いをたてた。すると、

六甲秘祝の事、列在前とあるのは誤りなり。列前行と無くては叶はず。これは実に尊きものなり。また九字を切る事、万字の神符の事、みな幽界の神伝にして人間の作りたる物にあらず。敬ひ尊みて相用ひるよう。

との返答があったと伝えている。
　こうしたものは「幽界の神伝」であり、敬い尊んで用いなければならないのである。つまりは節操のある信を以てこうした法を受持し、修行することによって、次第に万機の感応力を増大し、道俗万事に奇 (くし)霊 (び)の神験を得られるようになるのである。




禊祓詞

高 (たか)天 (まの)原 (はら)に神 (かむ)留 (づま)り坐 (ま)す。神 (かむ)漏 (ろ)岐 (ぎ)神 (かむ)漏 (ろ)美 (み)之 (の)命 (みこと)以 (も)ちて。皇 (すめ)御 (み)祖 (おや)神 (かむ)伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎ)之 (の)命 (みこと)。筑 (つく)紫 (し)日 (ひ)向 (むか)の橘 (たちばな)の小 (を)門 (ど)之 (の)阿 (あ)波 (は)岐 (ぎ)原 (はら)に身 (み)滌 (そぎ)祓 (はら)ひ給 (たま)ふ時 (とき)に生 (あれ)坐 (ませ)る祓 (はら)戸 (へど)之 (の)大 (おほ)神 (かみ)等 (たち)。諸 (もろ)々 (もろ)禍 (まが)事 (こと)罪 (つみ)穢 (けがれ)を祓 (はら)へ給 (たま)ひ清 (きよ)め給 (たま)へと白 (まを)す事 (こと)の由 (よし)を天 (あま)津 (つ)神 (かみ)地 (くに)津 (つ)神 (かみ)。八 (や)百 (ほ)萬 (よろず)之 (の)神 (かみ)等 (たち)共 (とも)に。天 (あめ)の斑 (ふち)駒 (こま)の耳 (みみ)振 (ふり)立 (た)て所 (き)聞 (こし)食 (めせ)と畏 (かしこ)み畏 (かしこ)みも白 (まを)す。


大祓詞

高 (たか)天 (まの)原 (はら)に神 (かむ)留 (づまり)り坐 (ま)す。皇 (すめらが)親 (むつ)神 (かむ)漏 (ろ)岐 (ぎ)神 (かむ)漏 (ろ)美 (み)之 (の)命 (みこと)以 (もち)て。八 (や)百 (ほ)萬 (よろず)之 (の)神 (かみ)等 (たち)を神 (かみ)集 (つど)へ集 (つど)へ賜 (たま)ひ。神 (かむ)議 (はか)り議 (はか)り賜 (たま)ひて。我 (あ)が皇 (すめ)御 (み)孫 (ま)之 (の)命 (みこと)は豊 (とよ)葦 (あし)原 (はら)の水 (みず)穂 (ほ)之 (の)国 (くに)を安 (やす)国 (くに)と平 (たひら)けく所 (しろ)知 (し)食 (めせ)と事 (こと)依 (よさ)し奉 (まつ)りき。如 (か)此 (く)依 (よさ)し奉 (まつ)りし国 (くぬ)中 (ち)に荒 (あら)振 (ぶる)神 (かみ)等 (ども)をば。神 (かむ)問 (とは)しに問 (とは)し賜 (たま)ひ。神 (かむ)掃 (はら)ひに掃 (はら)ひ賜 (たま)ひて。語 (こと)問 (とひ)し磐 (いは)根 (ね)樹 (きね)立 (た)ち。草 (くさ)の垣 (かき)葉 (は)をも語 (こと)止 (やめ)て天 (あめ)之 (の)磐 (いは)座 (くら)放 (はな)ち。天 (あめ)之 (の)八 (や)重 (へ)雲 (ぐも)を伊 (い)頭 (づ)の千 (ち)別 (わき)に千 (ち)別 (わき)て。天 (あま)降 (くだ)し依 (よさ)し奉 (まつ)りき。如 (か)此 (く)依 (よさ)し奉 (まつ)りし四 (よ)方 (も)之 (の)国 (くに)中 (なか)と。大 (おほ)倭 (やまと)日 (ひ)高 (たか)見 (み)之 (の)国 (くに)を。安 (やす)国 (くに)と定 (さだ)め奉 (まつ)りて。下 (した)津 (つ)磐 (いは)根 (ね)に宮 (みや)柱 (はしら)太 (ふと)敷 (しき)立 (たて)。高 (たか)天 (まの)原 (はら)に千 (ち)木 (ぎ)高 (たか)知 (し)りて。皇 (すめ)御 (み)孫 (ま)之 (の)命 (みこと)の美 (み)頭 (づ)の御 (み)舎 (あらか)仕 (つか)へ奉 (まつ)りて。天 (あめ)之 (の)御 (み)蔭 (かげ)日 (ひ)之 (の)御 (み)蔭 (かげ)と隠 (かく)り坐 (ま)して。安 (やす)国 (くに)と平 (たひら)けく。所 (しろ)知 (し)食 (め)さむ国 (くぬ)中 (ち)に。成 (なり)立 (い)でむ天 (あめ)之 (の)益 (ます)人 (ひと)等 (ら)が。過 (あやま)ち犯 (をか)しけむ雑 (くさ)雑 (ぐさ)の罪 (つみ)事 (ごと)は。天 (あま)津 (つ)罪 (つみ)と畔 (あ)放 (はな)ち。溝 (みぞ)埋 (う)め。樋 (ひ)放 (はな)ち。頻 (しき)蒔 (ま)き。串 (くし)刺 (さ)し。生 (いき)剝 (は)ぎ。逆 (さか)剝 (は)ぎ。屎 (くそ)戸 (へ)。許 (こ)許 (こ)太 (だ)久 (く)の罪 (つみ)を。天津罪と法 (のり)別 (わ)けて。地 (くに)津 (つ)罪 (つみ)とは。生 (いき)膚 (はだ)断 (た)ち。死 (しに)膚 (はだ)断 (た)ち。白 (しら)人 (ひと)。胡 (こ)久 (く)美 (み)。己 (をの)が母 (はは)犯 (をか)せる罪。己 (おの)が子 (こ)犯 (をか)せる罪。母と子と犯 (をか)せる罪。子と母と犯 (をか)せる罪。畜 (けもの)の犯 (をか)せる罪。昆 (はふ)蟲 (むし)の災 (わざはひ)。高 (たか)津 (つ)神 (かみ)の災 (わざはい)。高 (たか)津 (つ)鳥 (とり)の災 (わざはい)。畜 (けもの)倒 (たふ)し。蟲 (まじ)物 (もの)為 (せ)る罪 (つみ)。許 (こ)許 (こ)太 (だ)久 (く)の罪出 (い)でむ。如 (か)此 (く)出 (い)でば天 (あま)津 (つ)宮 (みや)事 (ごと)以 (も)ちて（大 (おほ)中 (なか)臣 (とみ)）天 (あま)津 (つ)金 (かな)木 (ぎ)を本 (もと)打 (うち)切 (き)り末 (すゑ)打 (うち)断 (た)ちて。千 (ち)座 (くら)の置 (おき)座 (くら)に置 (おき)足 (たら)はして。天 (あま)津 (つ)菅 (すが)曽 (そ)を本 (もと)刈 (かり)断 (た)ち末 (すゑ)刈 (かり)切 (き)りて。八 (や)針 (はり)に取 (とり)辟 (さ)きて。天 (あま)津 (つ)祝 (のり)詞 (との)祓 (はらへ)清 (きよめの)太 (ふと)祝詞 (のりと)祕辞 (ごと)を宣 (の)れ。

「天津祝詞祓清太祝詞祕辞」を修唱す。知らざる方は「トホカミエミタメハラヘタマヒキヨメタマフ」と三回奉唱す。

如 (か)此 (く)宣 (の)らば。天 (あま)津 (つ)神 (かみ)は。天 (あめ)之 (の)磐 (いは)門 (と)を押 (おし)披 (ひら)きて。天 (あめ)之 (の)八 (や)重 (へ)雲 (ぐも)を。伊 (い)頭 (づ)の千 (ち)別 (わき)に千 (ち)別 (わき)て所 (き)聞 (こし)食 (め)さむ。地 (くに)津 (つ)神 (かみ)は。高 (たか)山 (やま)之 (の)末 (すゑ)。短 (ひき)山 (やま)之 (の)末 (すゑ)に上 (のぼ)り坐 (ま)して。高 (たか)山 (やま)之 (の)伊 (い)穂 (ほ)理 (り)。短 (ひき)山 (やま)之 (の)伊 (い)穂 (ほ)理 (り)を掻 (かき)別 (わ)けて所 (き)聞 (こし)食 (め)さむ。如 (か)此 (く)所 (き)聞 (こし)食 (め)しては（皇 (すめ)御 (み)孫 (ま)之 (の)命 (みこと)の朝 (みか)廷 (ど)を始 (はじ)めて。天 (あめの)下 (した)四 (よ)方 (もの)国 (くに)には）罪 (つみ)と云 (い)ふ罪 (つみ)は在 (あら)じと。科 (しな)戸 (ど)之 (の)風 (かぜ)の天 (あめ)之 (の)八 (や)重 (へ)雲 (ぐも)を吹 (ふき)放 (はな)つ事 (こと)の如 (ごと)く。朝 (あした)之 (の)御 (み)霧 (ぎり)。夕 (ゆふべ)之 (の)御 (み)霧 (ぎり)を。朝 (あさ)風 (かぜ)夕 (ゆふ)風 (かぜ)の吹 (ふき)掃 (はら)ふ事 (こと)の如 (ごと)く。大 (おほ)津 (つ)辺 (べ)に居 (を)る大 (おほ)船 (ふね)を。舳 (へ)解 (と)き放 (はな)ち艫 (とも)解 (と)き放 (はな)ちて。大 (おほ)海 (わだの)原 (はら)に押 (お)し放 (はな)つ事 (こと)の如 (ごと)く。彼 (をち)方 (かた)の繁 (しげ)木 (き)が本 (もと)を。焼 (やき)鎌 (かま)の敏 (と)鎌 (かま)以 (も)ちて。打 (う)ち掃 (はら)ふ事 (こと)の如 (ごと)く。遺 (のこ)る罪 (つみ)は在 (あら)じと祓ひ給ひ清め給ふ事を。高 (たか)山 (やま)之 (の)末 (すゑ)短 (ひき)山 (やま)之 (ゆき)末 (すゑ)より。佐 (さ)久 (く)那 (な)太 (だ)理 (り)に落 (おち)多 (た)支 (ぎ)つ。速 (はや)川 (かは)の瀬 (せ)に坐 (ま)す。瀬 (せ)織 (をり)津 (つ)比 (ひ)賣 (め)と云 (い)ふ神 (かみ)。大 (おほ)海 (わだの)原 (はら)に持 (もち)出 (い)でなむ。如 (か)此 (く)持 (もち)出 (い)で往 (な)ば。荒 (あら)塩 (しほ)之 (の)塩 (しほ)の八 (や)百 (ほ)道 (ぢ)の八 (や)塩 (しほ)道 (ぢ)の塩 (しほ)の八 (や)百 (ほ)會 (あひ)に坐 (ま)す。速 (はや)開 (あき)都 (つ)比 (ひ)賣 (め)と云 (い)ふ神 (かみ)。持ち可 (か)可 (か)呑 (の)みてむ。如 (か)此 (く)可 (か)可 (か)呑 (の)みてば。氣 (い)吹 (ぶき)戸 (と)に坐 (ま)す。氣 (い)吹 (ぶき)戸 (と)主 (ぬし)と云 (い)ふ神 (かみ)。根 (ね)之 (の)国 (くに)底 (そこ)之 (の)国 (くに)に氣 (い)吹 (ぶ)き放ちてむ。如 (か)此 (く)氣 (い)吹 (ぶ)き放ちてば根之国底之国に坐 (ま)す。速 (はや)佐 (さ)須 (す)良 (ら)比 (ひ)賣 (め)と云ふ神。持ち佐 (さ)須 (す)良 (ら)比 (ひ)失 (うしな)ひてむ。如 (か)斯 (く)失 (うしな)ひてば自今日 (けふより)始めて罪と云ふ罪は在 (あら)じと。祓ひ給ひ清め給ふ事を。天 (あま)津 (つ)神 (かみ)地 (くに)津 (つ)神 (かみ)。祓 (はら)戸 (ひど)之 (の)神 (かみ)等 (たち)共 (とも)に所 (き)聞 (こし)食 (め)せと。畏 (かしこ)み畏 (かしこ)みも白 (まを)す。
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あとがき

　本書には、幽真界直伝の印咒符はもとより、宇 (う)摩 (ま)志 (し)麻 (ま)遅 (じの)命 (みこと)を祖とする物 (もの)部 (のべ)家伝印 (いん)契 (げい)、天 (あめの)兒 (こ)屋 (やねの)命 (みこと)を祖とする吉田家伝霊符等をも紹介した。こうした所伝類と、他の系統の伝承類との関連について少し触れておきたい。
　古神道の印咒符ならびにその教示するところのものには、道書、密教書等に示されたことと一部共通するところもある。このあたりから、世間一般の学者は、古代また中世において神道のなかに外来の陰陽思想あるいは神仙思想もしくは密教教義などが混入したとみるようだが、これは当然らしくみえて、実は俗智による謬 (びゅう)見 (けん)にほかならない。
　幽真界の実相からいうと、ある経綸のもとに太古日本の神々が外 (とっ)国 (くに)で活躍され、神仙界の幽秘の一部を外国にもたらされたことがあり、以て古神道の古伝と海外の古伝の一部に符合するところがあるのである。
　もっとも、山 (やま)中 (なか)照 (しょう)道 (どう)大 (だい)寿 (じゅ)真 (しん)の啓導を受け、神仙への道を邁進されたる河 (こう)野 (の)久 (ひさし)大 (う)人 (し)ほどの人でも、かような疑問は抱かれたとみえ、「仙道は唐土より始まりたる道なるか、凡て仙人唐土に多きは彼の土が初まりかと存ずる」と照道大寿真に質 (ただ)されている。
　このとき、大仙真は大いに笑い給いて「仙道はもと神道よりおこり、元祖は大 (おお)己 (なむ)貴 (ちの)命 (みこと)少 (すく)名 (な)彦 (ひこ)那 (なの)命 (みこと)御両神より出て、唐 (もろ)土 (こし)を始め外 (とっ)国 (くに)へも御伝へありしことなり」「唐土仙家、源は東 (とう)王 (おう)父 (ふ)西 (せい)王 (おう)母 (ぼ)の二神なり。此の二神は皇国の神なり。則ち彼国にて東王父は扶 (ふ)桑 (そう)大帝と云ひ、大帝は大己貴命也。母というは須 (す)勢 (せ)理 (り)比 (ひ)売 (めの)命 (みこと)なり」と明確に仰せられている。
　この山中照道大寿真という神仙は、足利時代に大和国某神社の神官であった。心に感ずるところがあって、齢四十にして山中に入り、神仙の修行を始められた。風雪を経ること数百年、明治の頃にはすでに功満ち行い足り、地仙の籍を脱し天仙の列に進むことになられ、吉野山中の霊窟を仮の住まいとなされていた。
　明治七年、大阪の江戸堀に住む旧豊前国藩士の河野久大人が霊夢に感じ仙道修練を志した。翌年三月には泉州犬鳴山の行場に入り滝に打たれ一週間の荒行をなす。その間、種々の霊異にあい、いよいよ道念堅固となる。同年八月六日、大和国葛城山中に籠るおり、山中において照道大寿真に出会い、至道という道名を賜り、その啓導を受けるに至った。更に明治九年七月七日夜、照道大寿真が肉身をもって昇天される得難い場に立ち会うのである。照道大寿真よりの種々の法を伝授され厳修した河野至道寿真は、みずからも明治二十年に尸 (し)解 (か)という奇蹟を顕している。
　この間の神秘きわまりない経緯については、宮地厳夫翁の『本 (ほん)朝 (ちょう)神 (しん)仙 (せん)記 (き)伝 (でん)』およびその付録に収録した「真 (しん)誥 (こく)」「河 (こう)野 (の)至 (し)道 (どう)物語」に詳しい。宮地厳夫翁は、篤学者にして、また宮中掌 (しょう)典 (てん)をつとめられた程の方であり、低級な霊媒のように妄りに怪異の説をなす人物ではなく、これらは毫 (ごう)も疑うことのできぬ事実なのである。
　この『本朝神仙記伝』等の資料は、なにぶん明治時代に記されたものなので、いまの若い方にはやや読みにくいと思われぬでもないが、真に修真の進捗を望むならば、そうしたことを克服し、ぜひ深夜独座静かに心読し、あるいは明 (めい)窓 (そう)浄 (じょう)几 (き)のもとに体読せられ、道心を養われることが肝要であろう。
　ついでながら、明治天皇のご養育係であった山 (やま)岡 (おか)鉄 (てつ)舟 (しゅう)翁が河野至道寿真の門を叩き、またその縁で明治神道界に気炎を吐いたかの河 (か)合 (わい)清 (きよ)丸 (まる)翁が入門し、神仙伝『無病長生法』を大成したことをここで付け加えておく。
　さて、太古の日本の神たちがあるご経綸のもとに海を渡られ、彼の地の民を啓導したもうたことについてもうすこし詳しく述べるならば、中国の神仙道において神山と目されている山の一つの中に崑 (こん)崙 (ろん)山がある。
　地図を広げれば、現在でも中国新彊省の南部、天山とカラコルム山脈の中間に崑崙山脈が存在するが、太古においては、現在の同山脈からチベット高原、ヒマラヤ山脈、パミール高原方面までを広く含めて崑崙と称した。
　友清歓真大人等も強調せられているところであるが、日本列島の神仙界から玄々妙々なる神仕組みにより一時この崑崙方面へと移られ活躍なされた神々は非常に多く、このような太古以来の神界の経綸やそれに伴う神々のご移動ということを吾々はつねに念頭においておかねばならぬのであって、多数の神祇のなかには、日本よりも却 (かえ)って中国またはその他の外国に詳しい消息が伝わっている神も坐すのである。
　照道大寿真のお言葉を敷 (ふ)衍 (えん)するなれば、中国の神仙道で得 (とく)道 (どう)を司り給う東 (とう)王 (おう)公 (こう)（伏 (ふつ)羲 (き)氏、扶 (ふ)桑 (そう)大帝、太 (たい)真 (しん)東 (とう)王 (おう)父 (ふ)等ともよばれる）は、大 (おお)国 (くに)主 (ぬしの)神 (かみ)が中国上古の民を化導されたときの神徳を後世に尊称したるものであり、また亀 (き)台 (だい)九 (きゅう)霊 (れい)金 (きん)母 (も)また九 (きゅう)霊 (れい)亀 (き)山 (ざん)金 (きん)女 (にょ)、九 (きゅう)光 (こう)玄 (げん)女 (にょ)とも号される太 (たい)真 (しん)西 (せい)王 (おう)母 (ぼ)は、須 (す)勢 (せ)理 (り)比 (ひ)売 (めの)神 (かみ)の御事であり、地上一切生類、凡 (およ)そ宇 (う)内 (だい)に生存する限りの万霊万魂の生命の根源を司るとされる太 (だい)上 (じょう)道 (どう)君 (くん)は伊 (い)邪 (ざ)那 (な)岐 (ぎの)大 (おお)神 (かみ)の化現であり、太上道君即ち伊邪那岐大神の御手にかわりて万霊の出自帰属、進退集散去来を司り、青 (せい)真 (しん)小 (しょう)童 (どう)君 (くん)、太 (たい)乙 (おつ)小 (しょう)子 (し)、泰 (たい)乙 (おつ)元 (げん)君 (くん)との異称をもって活躍されたのは、少 (すく)名 (な)彦 (ひこ)那 (なの)神 (かみ)である。また、事 (こと)代 (しろ)主 (ぬしの)神 (かみ)のごときは中国では暘 (よう)谷 (こく)神 (しん)仙 (せん)王 (おう)として伝えまた景 (けい)林 (りん)真 (しん)人 (じん)とも谷 (こく)希 (き)子 (し)とも太 (たい)元 (げん)真 (しん)人 (じん)とも申し上げ、種々のご消息が伝えられているのである。
　こうした消息はほんの一部の事例に過ぎないが、かかる神々の玄妙なるご神策に基づくご活躍によって、太古の諸民族の霊的啓導が行なわれ、古代の霊的文化が涵 (かん)養 (よう)せられたのである。
　ここで一言また申し添えておくと、太古の日本が世界の宗家たりしことの消息については、『上記』『竹内文献』などさまざまな古史古伝と称される書物にも洩れ伝えられるところである。ときに修真の道に励まれる方々は、かかる文献にも積極的に触れ、参考に資せられるがよかろう。もっとも、この種の文献には相当に訛 (か)伝 (でん)が混在するので、これをそのまま字義どおりに受け取り、地上現界における文明や人種の移動といったことにのみ過剰にとらわれると妙なことになるのであって、太古における神界の交流や神々のご移動、天上神界と地の神界との往来といった事情を充分に斟 (しん)酌 (しゃく)せねばならぬのである。
　日本が往古神仙の秘区たりしことは、また当の中国の文献にも洩れ伝えられている。たとえば『後 (ご)漢 (かん)書 (じょ)』 (」)「東 (とう)夷 (い)伝 (でん)」には、東方に「君 (くん)子 (し)不 (ふ)死 (し)之 (の)国 (くに)」とよばれる、この世ならざる神秘の異境が存在することが記されて居る。「君子国」については『山 (せん)海 (がい)経 (きょう)』にも詳しく、それによると君子国の人は衣冠して剣を帯び、甘 (かん)木 (ぼく)という不死樹を食用とせるため決して老いることがなかったと伝える。
　かの孔子もまた中国において道義のすたれたるを嘆き、東方のかなたに向かい、「道行なわれず、桴 (いかだ)に乗りて海に浮かばん」と語ったのは、東方君子国即ち霊的日本に対する憧れの情を洩らしたものと思われる。
　最近、どこやらの学者が発表していたが、それによれば、『唐詩選』などに登場する日本列島像を分析すると、日本列島の位置は仙境のほとり、もしくは仙境をふくむ領域であるという認識が、唐時代の漢字文化圏の共通理解としてあったという。
　あるいは、秦の方士・徐 (じょ)福 (ふく)が仙境をめざし、日本に渡来したという『富士古文献』の伝承なども、このような文脈においてよくよく研究される必要があろうかとも思う。ちなみに宮地水位大霊寿真の系統をくむ清 (し)水 (みず)南 (なん)岳 (がく)翁が主宰しておられた「神仙道本部」には徐福が日本にもたらしたといわれる『天地開闢図』という秘図がかつて伝承せられていた。
　日本の神々と中国の神々の関係を述べられた平 (ひら)田 (た)篤 (あつ)胤 (たね)大人の『赤 (もろ)県 (こし)太 (たい)古 (こ)伝 (でん)』なども、その内容は俗智をもってすれば荒唐無稽のものと思われがちであるが、さすがに幽真界に帰られたあとは、神 (しん)集 (しゅう)岳 (がく)大 (だい)永 (えい)宮 (きゅう)の衆議官にまし、その仙名を羽 (う)雪 (せつ)大 (たい)霊 (れい)寿 (じゅ)真 (しん)仙 (せん)と申された大神仙であられるだけあって、その書中にはかなりの部分において、事実に近い消息が仄 (そく)聞 (ぶん)せられるのである。
　かかる神々のご移動、ご活躍については、さまざまな秘教的神道の流派にも伝承せられている。そのことに関してだけでいっても、出口王仁三郎翁の『霊界物語』などもよくよく心読すべき霊著である。
　五 (ご)元 (げん)神 (しん)あるいは五 (ご)行 (ぎょう)神 (しん)というような神たちについても、中国の五行説の影響を受けて発生したるもののごとく俗智をもって云々する方がおられるが、五行説が中国で盛んに唱えられたからといって、五元神あるいは五行神がその思想から生まれたと思うのは、いささか早計であり、確固たる存在として厳然として顕幽に活躍なされているのである。
　かようなことは、修道の進捗とともに自然に感得されてくることなのであるが、玄学をすこし嗜まれた方であるならば、五元神たちが神さびたる太古の太古より日本を霊境とする神仙界に坐し、その御本魂がいまなお今日のわが日本国に鎮まり給い、水神は丹後（現京都府）に、木神は紀伊（現和歌山県）に、火神は遠州（現静岡県）に、土神は参州（現愛知県）に、金神は備中（現岡山県）に鎮まり給うということは今さら申すまでもなく、御存知のことであろう。
　実のところ、一切の宇宙の秘機・玄理を洩らせる所伝は元来日本を本拠地とする古神仙が太古において天上から地上に将来したものである。おおむね高次の幽真界と現象界の交渉は、太古以来日本の地にて行われており、高位の神たちのご本籍はすべて日本に存するのである。以て各種の真伝のその本家がインドだの中国だの西洋だのと詮議だてするにはあたらないのである。
　また、その伝来・伝法には自ずから幽真界における玄律というものがあって、この神仙の霊境たる日本へといかなる経路にせよ、集められ、その精華が発揮されるよう神定められているのである。
　されば、われわれ玄学好道の士は、中国の文献やあるいは仏説の如きも、これを頭から邪説として無視することなく、つねに広く内外の古伝を渉 (しょう)猟 (りょう)し研究することが必要である。但し、また一方でつねに元 (もと)を元とし、末を末とせねばならぬのである。
　蛇足であるがこれは玄学全体についても言えることであって、玄学は「自らの霊性を切磋琢磨し、宇宙を貫く大玄理を探究する学問」とでもいうことができると思うが、その道奥を極めるためには、あらゆる学問に染指せねばならぬ。しかし、伊勢斎宮・倭 (やまと)姫 (ひめの)命 (みこと)の御言葉にあるように「元 (はじめ)を元 (はじめ)とし、本 (もと)を本 (もと)とす」ることが大切なのである。
　道書等のなかに記されたことには、日本を本拠地となされる古神仙が伝えられたる幽真界の玄符・秘辞・秘義が、漏洩せられ、幾星霜を経るうちに訛伝したるものもあり、訛伝せざるまでも偽仙の偽伝の類とともに玉石混交のまま伝えられたるものもある。
　そうした所伝の一部が古来日本に再輸入され、様々に日本神道に影響を与えてきたこともあるにはあるが、かりにある種の所伝が、いったんは外国を経由して、現界の日本に再受容せられたとしても、それにはしかるべき霊的背景があってのことであり、さらにはそこで天啓を受けたる古神道家が訛伝を修正し、本来本宗に復することを神ながらのままに行なわされるといったことも現にあったのである。
　これらは、すべて神慮にもとづく霊妙きわまりなき経綸によるものである。日本が幽真界の秘区なるがゆえに、その霊応によって、正系の筋のいいものは日本に伝承され、あるいは日本において復されるのである。たんに応験あればよしというのではなく、かかる神さびたるも神さびたる幽史をわきまえて玄 (げん)秘 (ぴ)修 (しゅう)法 (ほう)されんことを望むものである。
　なお諸賢の参考に供するため、「九字法真伝」「禊祓詞」「大祓詞」「橘家守符封之傳」を付した。活用して頂きたい。
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